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数量

書架延長

旧蔵者

旧蔵者生没年

旧蔵者履歴

受入公開

主な内容

検索手段

戦後の著作草稿や衆議院議員時代の資料が多い。他に本人が関わった日本フェビアン研究所、
社会主義政策研究会、民主社会主義研究会議、民社党（民主社会党）および民社党関連団体な
どの関連資料を含む。

和田耕作関係文書目録

1907-2006

1907.1.18 高知生まれ、高知高校を経て1930.3京都帝国大学経済学部卒、1934.5満鉄経済調査
会臨時嘱託（後に社員）、1937.5内閣企画院調査官、1938.9東亜研究所主事、1937秋に昭和研
究会に入会、1940.10大政翼賛会組織局庶務班長、1941.4企画院事件で検挙、1942.2召集され
起訴猶予で出獄、バターン半島攻略戦に従事、フィリピン駐屯中の1943.4満鉄調査部事件で検
挙、満洲国で入獄、1945.6執行猶予判決。敗戦後も在満生活を続けるが1945.11ソ連に拘束さ
れ、以後4年間中央アジアに抑留。1949.12帰国、1950.5日本フェビアン研究所事務局長、1959.6
社会主義政策研究会を組織、民主社会主義研究会議事務局長、1960.1民主社会党の結党に参
画、1965.7 第7回参議院選挙に落選、1967.1～1983.11衆議院議員（第31～36回総選挙当選）、
1983.11政界引退。以後民社党顧問を務める傍ら、著作活動に専念。2006.7.4死去。

2011年9月、本人よりの寄贈受入、2013年10月18日公開。2024年5月追加公開。

和田耕作関係文書の概要

所蔵

原資料

2,050点

13m

和田耕作（わだこうさく）



関連文献 【資料紹介】
伊藤隆「和田耕作」『近現代日本人物史料情報辞典』第3巻、吉川弘文館、2007
【オーラルヒストリー】
『和田耕作（元衆議院議員）オーラルヒストリー』近代日本史料研究会、 2006
【伝記】
『私の昭和史』和田耕作著、新世紀出版社、1964
『激流に生きる』和田耕作著、和田民主政治研究所、1984



和田耕作関係文書目録　【凡例】

・この資料は和田耕作氏宅（選挙事務所）より段ボール箱19箱に封入された状態で憲政資料室に搬入された。各箱は既にお
おまかな分類がなされており、箱外部には以下の様に記されていた。
　箱a：記載なし　箱b：記載なし　箱c：各種名簿　箱d：各種名簿　箱e：予定表　箱f：予定表　箱g：予定表　箱h：予定表
　箱i：予定表　箱j：記載なし　箱k：記載なし　箱l：記載なし　箱m：和田先生資料選挙ツール等　箱n：国会資料、原稿　
　箱o：各種資料　箱p：郵便物　箱q：新聞資料　箱r：文献資料　改革者他　箱s：文献（改革者、新刊）
　 (1) 当室では、まず、この箱ごとの現状を記録した仮リストを作成した。
　 (2) その後、(1)の仮リストを内容別の目録に再編成した。

・年月日が推定可能なものについては[ ]を付して記載した。

・資料は原則として年代順に収録した。ただし、複数の資料が綴じられているために枝番を付した場合などには必ずしも年代
順には並んでいない。また、年代が不明の資料はタイトルの50音順、あるいは搬入時の箱の分類順に収録した。

・和田耕作氏の経歴から【１.日本フェビアン研究所】【２．社会主義政策研究会】【３．民主社会主義研究会議】【４．民社党（民
主社会党）】【５．民社党（民主社会党）関連団体】【６．国会議員】に分類し、次に形態などまとまりのある資料を【７．選挙】
【８．予定表】【９．ファイル】【１０．各種団体・活動】【１１．住所録・名簿】、著作に関する資料を【１２．草稿】【１３．著作出版関
係】【１４．書籍】【１５．新聞雑誌】へと配置した。また和田氏個人に関する資料は【１６．個人関係】【１７．書簡】【１８．画像・音
声】に整理し、その上で何処にも分類しがたいものを【１９．雑資料】へまとめた。【２０．2024年公開分】には名簿等をまとめ
た。

・タイトルは原則として資料の表記によるが、記述のない場合は整理者が適宜付した。その場合[ ]で括り、原表記ではないこ
とを明示した。

・附属資料は資料の添付物を記し、数量を記述した。ただし、書簡の封筒など1点であることが自明なものは数量の記述を省
略した。

・記述法としては、「写真」、「タイプ」、「ペン」、活版・活字体・ワープロ→「活字」、鉛筆・色鉛筆→「鉛筆」、筆書き→「墨書」、
判子→印字などと記し、資料によって表現を変えた。
　ただし「活字」は手書き以外の大量表記法という意味で使用しているので、ワープロを含む。



　

・目録中の略称については、以下の通り。
『激流に生きる』　　　→和田耕作『激流に生きる』和田民主政治研究所、1984
『帝国日本へのはなむけ』　　　→和田耕作『帝国日本へのはなむけ』和田耕作、1985
『歴史の中の帝国日本』→和田耕作『歴史の中の帝国日本』力富書房、1991
『大戦争の表と裏』　　→和田耕作『大戦争の表と裏』富士社会教育センター、2000

・憲政資料室における本目録の整理は、近藤秀行氏（東京大学大学院人文社会系研究科博士課程（当時））に依頼して作成
した。

・ホチキス、クリップなどの金具類は可能な限り除去した。ただし、除去についての記述はしていない。

・【１８．画像・音声】に収録された資料は、再生機器がないため現在は利用ができません。

・【２０．2024年公開分】は、別途細目を参照して請求。利用には許可申請が必要なため、憲政資料室受付にお申し出くださ
い。



　１　日本フェビアン研究所 p. 1 　６－１１　その他 p. 35 　１３－２　帝国日本へのはなむけ p. 72

　２　社会主義政策研究会 p. 3 　７　選挙 p. 36 　１３－３　歴史の中の帝国日本 p. 72

　３　民主社会主義研究会議 p. 4 　８　予定表 p. 41 　１３－４　大戦争の表と裏 p. 74

　３－１　事務資料 p. 4 　９　ファイル p. 45 　１３－５　その他 p. 74

　３－２　刊行物 p. 4 　１０　各種団体・活動 p. 47 　１４　書籍 p. 75

　３－３　構造改革論 p. 5 　１０－１　高知県関係 p. 47 　１４－１　和田耕作著作 p. 75

　３－４　その他 p. 7 　１０－２　東京河上会 p. 49 　１４－２　文献コピー等 p. 76

　４　民社党（民主社会党）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p. 9 　１０－３　満鉄関係 p. 49 　１４－３　その他 p. 78

　４－１　結党前資料 p. 9 　１０－４　企画院関係 p. 50 　１５　新聞雑誌 p. 79

　４－２　刊行物 p. 10 　１０－５　東三会（東亜研究会第三部） p. 51 　１５－１　和田耕作執筆記事 p. 79

　４－３　中央党学校 p. 11 　１０－６　昭和研究会 p. 51 　１５－２　議事堂通信 p. 79

　４－４　案内 p. 11 　１０－７　ソ連抑留関係 p. 51 　１５－３　国際情勢資料 p. 80

　４－５　名簿 p. 13 　１０－８　協和協会 p. 52 　１５－４　エネルギー資源問題調査会 p. 80

　４－６　その他 p. 13 　１０－９　衆議院前議員会 p. 52 　１５－５　討論会シリーズ p. 81

　５　民社党（民主社会党）関連団体 p. 15 　１０－１０　立正佼成会 p. 52 　１５－６　世界と議会 p. 82

　５－１　東京政治研究所 p. 15 　１０－１１　生長の家 p. 53 　１５－７　その他 p. 82

　５－２　核兵器禁止平和建設国民会議 p. 15 　１０－１２　昭和史懇談会 p. 53 　１６　個人関係 p. 85

　５－３　憲法擁護新国民会議 p. 16 　１０－１３　その他 p. 53 　１６－１　和田家 p. 85

　６　国会議員 p. 17 　１１　住所録・名簿 p. 54 　１６－２　メモ・雑記帳 p. 85

　６－１　国会資料 p. 17 　１２　草稿 p. 56 　１６－３　和田治子 p. 87

　６－２　国際人口問題議員懇談会 p. 22 　１２－１　抑留原稿 p. 56 　１６－４　その他 p. 88

　６－３　和田耕作政治レポート p. 23 　１２－２　激流に生きる p. 57 　１７　書簡 p. 89

　６－４　日韓議員連盟 p. 24 　１２－３　私の昭和史 p. 57 　１７ー１　親族 p. 89

　６－５　日本北アフリカ協会 p. 25 　１２－４　70年代の政権構想　 p. 58 　１７－２　その他 p. 89

　６－６　靖国神社関係 p. 26 　１２－５　大戦争の表と裏 p. 58 　１８　画像･音声　（※利用不可） p. 93

　６－７　ベトナム関係 p. 27 　１２－６　歴史の中の帝国日本 p. 60 　１９　雑資料 p. 93

　６－８　列国議会同盟 p. 27 　１２－７　その他 p. 62 　２０　2024年公開分 p. 95

　６－９　関係報道記事類 p. 28 　１３　著作出版関係 p. 71

　６－１０　案内・依頼　 p. 29 　１３－１　70年代の政権構想　 p. 71

和田耕作関係文書目録　【目次】



和田耕作関係文書目録

請求番号 枝番号 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容･備考 記述法 点数 附属資料 箱-通番

　１　日本フェビアン研究所　                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1 『経営者』第4巻8号
日本経営者団体弘報
局

昭和25年8月1日
見出ラベルの貼付あり。和田耕作「かつてのマルキストのソ連批判　
想像にあまるソ連の実相」の掲載あり。和田の所属は日本フェビア
ン研究所。

活字 同一2冊 s-16

2 Memorandum Book 和田耕作 昭和26年前後
昭和26年前後の手帳。英国労働党、フェビアン協会についてのメ
モや研究会の内容などを記録。

ペン 1冊 s-85

3 『世界経済』第7巻1号 世界経済調査会 昭和27年1月1日
表紙にチェック印あり。うち1点には栞あり。和田耕作「イギリス社
会主義の試練　労働党の経済政策は失敗だったか？」の掲載あ
り。和田の所属は日本フェビアン研究所。

活字 同一2冊 栞1点 r-47

4 日々断想 和田耕作 昭和28年～昭和29年 日記。伊藤律の共産党除名処分、共産主義についてなど。 鉛筆 1冊 o-187

5 『フェビアン協会』
G.D.Hコール・和田耕作
訳

昭和28年1月25日 英国フェビアン協会叢書第6集。 活字 同一2冊 s-41

6
「民主的社会主義理論の新
展開　ニューフェビアンエッセ
イズについて」

和田耕作 昭和29年3月10日
『東京労働』紙上に昭和28年12月25日～昭和29年3月10日まで計
6回掲載されたものの新聞切抜。第6回は同一2点あり。

活字 7枚 f-24

7 『フェビアン研究』第5巻12号 日本フェビアン研究所 昭和29年12月15日
見出ラベルの貼付あり。和田耕作編「社会主義における全体主義
的傾向と自由の問題（完）」の掲載あり。

活字 1冊 r-39

8 「アジア社会主義の問題点」 和田耕作 昭和30年6月1日 小冊子。『民主社会主義』第3巻第6号別冊付録
謄写（手
書）

同一3点

「電話番号
簿発行のお
知らせ」を
利用したメ
モ1枚

f-5

9 『民主社会主義』第33号 社会思潮社 昭和31年1月1日
表紙にチェック印、「贈呈」とあり。和田耕作「社会党に期待する新
春の夢」の掲載あり。和田の肩書はフェビアン研究所事務局長。

活字 1冊 s-58

10 『都市問題』第47巻3号 東京市政調査会 昭和31年3月1日
表紙にチェック印あり。和田耕作「イギリスにおける市民と市政」の
掲載あり。和田の肩書は日本フェビアン研究所事務局長。

活字 1冊 s-60

11 『民主社会主義』第40号 社会思潮社 昭和31年8月1日
表紙にチェック印あり。座談会「社会主義と共産主義」に和田耕作
が参加。和田の所属は日本フェビアン研究所。

活字 1冊 s-32

12 『民主社会主義』第43号 社会思潮社 昭和31年11月1日
表紙にチェック印あり。「討論　片山内閣の検討と評価(2)」に和田
耕作が出席。和田の所属は日本フェビアン研究所。

活字 1冊 r-24

13 『民主社会主義』第44号 社会思潮社 昭和31年12月1日
表紙にチェック印あり。座談会「東欧の動乱を語る」に和田耕作が
参加。和田の所属は日本フェビアン研究所。

活字 1冊 s-59

14 『東京労働』第213号 東京都労働局 昭和31年12月25日
1面に和田耕作「最低賃金制はどうなる　完」の掲載あり。和田の
所属はフェビアン研究所。うち1点は赤鉛筆でチェック印あり。

活字 同一2点 q-91

15 『社会タイムス』第853号 社会タイムス社 昭和32年1月1日
5～8面のみ。5面の座談会「社会党に何を望むか」に和田耕作が
出席。和田の肩書はフェビアン研究所事務局長。赤鉛筆でチェック
印あり。

活字 1点 q-92

16 『社会タイムス』第855号 社会タイムス社 昭和32年1月15日
3～6面のみ。3面に和田耕作「スエズをめぐる西欧社会党　孤立し
たフランス　社会主義インター大会」の掲載あり。赤鉛筆でチェック
印あり。

活字 1点 q-93

17 『日本の社会主義革命』 河出書房 昭和32年1月15日
社会主義講座第8巻。箱に「和田耕作」とあり。和田は「第二部　戦
後の社会主義運動　第一章　分裂と統一と」を担当。和田の肩書
は日本フェビアン研究所事務局長。

活字 1冊 栞1点 s-72

1/95



和田耕作関係文書目録

請求番号 枝番号 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容･備考 記述法 点数 附属資料 箱-通番

18 『民主社会主義』46号 社会思潮社 昭和32年2月1日
表紙にチェック印あり。「座談会　これからの社会党の課題」に和田
耕作が出席。和田の所属は日本フェビアン研究所。

活字 1冊 栞1点 r-35

19 『日本及日本人』第1372号 日本及日本人社 昭和32年2月1日
表紙にチェック印あり。和田耕作「社会党政権への期待と不安」の
部分が切取られている。

活字 1冊 r-52

20 『社会タイムス』第862号 社会タイムス社 昭和32年3月5日
新聞の一部。3面に和田耕作「統一をめぐるイタリー社会党の動
向」の掲載あり。

活字 同一2点
f-9
f-42

21 『社会タイムス』第866号 社会タイムス社 昭和32年4月2日 新聞の一部。6面に和田耕作「モレー内閣の一カ年」の掲載あり。 活字 1点 f-43

22 『民主社会主義』第50号 社会思潮社 昭和32年6月1日
表紙にチェック印あり。「討論　新しい社会主義の路線を求めて」に
和田耕作が出席。和田の所属は日本フェビアン研究所。

活字 1冊 r-25

23 『社会新報』第218号 日本社会党 昭和32年7月5日
2面の「学習のために」欄に和田耕作「事実に頭を下げる学習」の
掲載あり。和田の肩書は日本フェビアン研究所事務局長。赤鉛筆
でチェック印あり。

活字 1点 q-98

24
「バーバラ・カッスルの見聞を
中心に」

和田耕作 昭和32年8月27日
『社会タイムス』第887号3面の切抜。和田の所属はフェビアン協
会。赤鉛筆でチェック印あり。

活字 1点 q-96

25 『社会タイムス』第891号 社会タイムス社 昭和32年9月24日
3～6面のみ。3面に和田耕作「T.U.C大会の意味するもの」の掲載
あり。赤鉛筆でチェック印あり。

活字 1点 q-97

26 『日本社会新聞』第653号 日本社会新聞社 昭和32年10月21日
1面の「週刊評壇」欄に和田耕作「共産党の新綱領」の掲載あり。
和田の肩書は日本フェビアン研究所事務局長。

活字 1点 f-7

27 『日本社会新聞』第653号 日本社会新聞社 昭和32年10月21日
1面の「週刊評壇」欄に和田耕作「共産党の新綱領」の掲載あり。
和田の肩書は日本フェビアン研究所事務局長。赤鉛筆でチェック
印あり。

活字 1点 q-99

28 『月刊　社会党』第7号 日本社会党 昭和32年12月1日
表紙にチェック印あり。「座談会　共産党党章案をめぐって」に和田
耕作が出席。

活字 1冊 r-46

29 『昭和同人』第37号 昭和同人会 昭和33年1月10日
表紙にチェック印あり。随筆欄に和田耕作「正月の記録」の掲載あ
り。和田の肩書はフェビアン研究所事務局長。

活字 1冊 s-34

30 『フェビアン研究』第9巻1号 日本フェビアン研究所 昭和33年1月15日
和田耕作「フェビアン・ニュース」の掲載あり。和田耕作が編集兼発
行人。

活字 1冊 s-43

31 『民主社会主義』第58号 社会思潮社 昭和33年2月1日
和田耕作「T・U・Cと総評」の掲載あり。研究討論「コールの『労働
者』を日本の労働者はどう受け止めるか」に和田耕作が参加。和
田の所属は日本フェビアン研究所。

活字 1冊 s-61

32 『フェビアン研究』第9巻2号 日本フェビアン研究所 昭和33年2月15日
和田耕作「社会党大会の反省」「フェビアン・ニュース」の掲載あり。
和田耕作が編集兼発行人。

活字 1冊 s-44

33 『フェビアン研究』第9巻3号 日本フェビアン研究所 昭和33年3月15日
和田耕作「フェビアン・ニュース」の掲載あり。和田耕作が編集兼発
行人。

活字 1冊 s-45

34 『フェビアン研究』第9巻4・5号 日本フェビアン研究所 昭和33年5月15日
表紙にチェック印あり。記事に書込あり。和田耕作「二大政党と総
選挙」「フェビアン・ニュース」の掲載あり。和田耕作が編集兼発行
人。

活字 1冊 栞1点 s-46

35 『フェビアン研究』第9巻6号 日本フェビアン研究所 昭和33年6月15日
和田耕作「フェビアン・ニュース」の掲載あり。和田耕作が編集兼発
行人。

活字 1冊 s-47

36 『民主社会主義』第62・63号 社会思潮社 昭和33年7月1日
表紙にチェック印あり。シンポジウム「総選挙結果の研究」に和田
耕作が参加。

活字 1冊 s-56

37 『社会新報』第283号 日本社会党 昭和33年7月5日 3面に和田耕作「一千万得票と六万の党員」の掲載あり。 活字 1点 f-6

38 『フェビアン研究』第9巻7号 日本フェビアン研究所 昭和33年7月15日
和田耕作「フェビアン・ニュース」の掲載あり。和田耕作が編集兼発
行人。

活字 1冊 s-48
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39 『全労』第1号 全日本労働組合会議 昭和33年7月15日
表紙にチェック印あり。和田耕作「停滞から発展へ　英国労働党ド
イツ社会民主党の実例」の掲載あり。和田の所属は日本フェビアン
研究所。

活字 1冊 r-26

40 『民主社会主義』第64号 社会思潮社 昭和33年8月1日
表紙にチェック印あり。「討議1　政権論の正しい準備について」に
和田耕作が参加。

活字 1冊 s-1

41 『フェビアン研究』第9巻8号 日本フェビアン研究所 昭和33年8月15日
和田耕作「フェビアン・ニュース」の掲載あり。和田耕作が編集兼発
行人。

活字 1冊 s-49

42 『民主社会主義』第65号 社会思潮社 昭和33年9月1日
表紙にチェック印、「贈呈」とあり。討議「政権論の正しい準備につ
いて(2)」に和田耕作が参加。

活字 1冊 s-66

43 『フェビアン研究』第9巻9号 日本フェビアン研究所 昭和33年9月15日
和田耕作「ドイツ社会民主党大会の動向」「フェビアン・ニュース」の
掲載あり。和田耕作が編集兼発行人。

活字 1冊 s-50

44 『フェビアン研究』第9巻10号 日本フェビアン研究所 昭和33年10月15日
和田耕作「T・U・C・大会の動向」「フェビアン・ニュース」の掲載あ
り。和田耕作が編集兼発行人。

活字 1冊 s-51

45 『フェビアン研究』第9巻11号 日本フェビアン研究所 昭和33年11月15日
和田耕作「『発展のための計画』」「フェビアン・ニュース」の掲載あ
り。和田耕作が編集兼発行人。

活字 1冊 s-52

46 『民主社会主義』第71号 社会思潮社 昭和34年3月1日
冒頭の座談会「日本社会党の思想的路線」に和田耕作も参加。こ
の前編と思われる座談会が資料172。

活字 1冊 d-80

47 『民主社会主義』第71号 社会思潮社 昭和34年3月1日
表紙にチェック印あり。「討議　日本社会党の思想的路線　蝋山論
文をめぐって」に和田耕作が出席。和田の所属は日本フェビアン研
究所。

活字 1冊 r-34

48 「社会党の論点について」 和田耕作 昭和34年6月1日 『理想』313号掲載論文の抜刷。 活字 6枚 d-92

49 『理想』313号 理想社 昭和34年6月1日
表紙にチェック印あり。和田耕作「社会党の論点について」の掲載
あり。和田の肩書は日本フェビアン研究所長。

活字 1冊 s-55

50 『月刊　社会党』第25号 日本社会党 昭和34年7月1日
表紙にチェック印あり。和田耕作「選挙の教訓と政権への道」の掲
載あり。和田の肩書はフェビアン協会理事。

活字 1冊 s-57

51 『国民評論』第291号 国民評論社 昭和34年8月25日
表紙にチェック印あり。見出ラベルの貼付あり。「座談会　社会党よ
何処へ行く？」に和田耕作が出席。和田の肩書は日本フェビアン
研究所理事。

活字 1冊 r-38

52 『民主社会主義』第76号 社会思潮社 昭和34年9月1日
表紙にチェック印あり。「討議　社会党大会をめぐって」に和田耕作
が出席。和田の所属は日本フェビアン研究所。

活字 同一2冊 栞1点
r-58
s-62

53
「党内論争をめぐる当面の諸
問題について」

和田耕作 [昭和34年] 小冊子。向坂逸郎の論文を取り上げた講演要旨。書込あり。 活字 1点 d-15

54
「英国労働党をめぐる最近の
問題について」

和田耕作 昭和35年10月28日
小冊子。外務省欧亜局英連邦課発行の英国外交政策研究会シ
リーズ5。和田の肩書きはフェビアン研究所理事。

活字 同一9冊 付箋 1枚
g-28
n-32
r-12

55
「西欧諸国の核兵器反対の
嵐」

和田耕作 掲載紙不明の新聞切抜。和田の所属は日本フェビアン研究所。 活字 1点 f-8

　２　社会主義政策研究会                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

56 『民主社会主義』第77号 社会思潮社 昭和34年10月1日
討議「討議　社会党再建の方途」に和田耕作が参加。和田の所属
は社会主義政策研究会。

活字 同一2冊
s-23
s-63

57 『東京新聞』第6258号 東京新聞社 昭和34年12月26日
1面に和田耕作「民社政党、組織をどうする」の掲載あり。和田の
肩書は社会主義政策研究会代表幹事。

活字 同一3点
ｆ-13
q-50

58 『自由』第2号 至誠堂 昭和35年1月1日
表紙に「贈呈」印あり。和田耕作「アメリカ鉄鋼ストの示唆するもの　
労使関係の新たな段階」の掲載あり。和田の肩書は社会主義政策
研究会幹事。

活字 1冊 r-45
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59 [名簿] [民主社会主義連盟] [昭和35年1月]
小冊子。1頁に和田の名前あり。和田の所属は社会主義政策研究
会。

謄写（手
書）

1点 f-19

60 1 民社連理事会　議題 [民主社会主義連盟] [昭和35年1月]
謄写（手
書）

1枚 封筒 1点 f-18

60 2
民主社会主義国民会議　開
催要項（案）

民主社会主義連盟 昭和35年1月 書込あり。
謄写（手
書）

1枚 f-18

61
「西独社民党新綱領と英国労
働大会の問題点」

社会主義政策研究会 昭和35年2月25日
小冊子。研究資料No.12。「第一部　報告」は和田が担当し、「第二
部　討論」にも参加。和田の肩書は日本フェビアン研究所理事。

活字 1冊 s-36

62 『日本社会新聞』第769号 日本社会新聞社 昭和35年3月28日
「座談会　浅沼新委員長に聴く」に和田が出席。和田の所属は社
会主義政策研究会。

活字 1点 m-91

　３　民主社会主義研究会議　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　３－１　事務資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

63 渡欧日記 和田耕作 [昭和36年10月15日] 和田の渡欧日記。9月11日から10月15日まで。 ペン 1冊 メモ1枚 r-4

64
第17回民主社会主義全国研
究会議　ご案内

関嘉彦 昭和50年11月
関は民主社会主義研究会議議長。「変動する国際情勢と民主社
会主義」と題した全国研究会議開催案内。

活字 1通 封筒1点 m-127

65 [1月理事会開催の案内] 関嘉彦 和田耕作 昭和51年1月16日 関は民主社会主義研究会議議長。1月理事会への参加要請。
ペン(電
子式複
写 )

1通 封筒1点 m-126

　３－２　刊行物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

66 『民主社会主義研究』第4号
民主社会主義研究会
議

昭和35年7月10日
表紙の一部欠落。「共同討議　民主社会主義とは何かⅣ」に和田
耕作が参加。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 s-22

67 『民社研ニュース』第6号
民主社会主義研究会
議

昭和36年9月5日
発行人は和田耕作。また8面の民社研事務局日誌抄に和田の活
動記録あり。

活字 1点 q-103

68 『改革者』第68号
民主社会主義研究会
議

昭和40年11月1日
表紙に「和田耕作」とあり。和田耕作「民主戦線の中核となろう　参
院選をたたかって<下>」の掲載あり。和田の肩書は民社研事務局
長。

活字 1冊 栞1点 s-64

69 『改革者』第88号
民主社会主義研究会
議

昭和42年7月1日
和田治子「勇気ある発言をしよう」の掲載あり。和田治子の肩書は
代議士秘書。

活字 1冊 s-30

70 『改革者』第98号
民主社会主義研究会
議

昭和43年5月1日 和田耕作「交代政権を論ず」の掲載あり。 活字 1冊 s-29

71 『改革者』第150号
民主社会主義研究会
議

昭和47年9月1日
見出ラベルの貼付あり。和田耕作「本島百合子さんを偲ぶ」の掲載
あり。

活字 1冊 s-54

72 『改革者』第179号
民主社会主義研究会
議

昭和50年2月1日
表紙に「和田耕作」「執筆」とあり。和田耕作「連合政権時代への狂
乱の一歩か　三木内閣の性格と野党の課題」の掲載あり。

活字 1冊 栞1点 r-64

73 『改革者』第302号
民主社会主義研究会
議

昭和60年7月1日
表紙に「和田耕作」とあり。改革者エッセー欄に和田耕作「『日本帝
国』へのはなむけ」の掲載あり。和田の肩書は前衆議院議員。

活字 1冊 s-13

74 『改革者』第306号
民主社会主義研究会
議

昭和60年11月1日 活字 1冊 r-50

75 『改革者』第330号
民主社会主義研究会
議

昭和63年1月1日
うち1冊には表紙に「（修正版）」とあり、本文に修正が加えられてい
る。和田耕作「歴史の中の帝国日本」の掲載あり。和田の肩書は
元代議士。

活字
同一13
冊

r-48
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76 『改革者』第331号
民主社会主義研究会
議

昭和63年2月1日
和田耕作「帝国日本の動揺と満州事変」の掲載あり。和田の肩書
は元代議士。

活字 1冊 r-51

77 『改革者』第337号
民主社会主義研究会
議

昭和63年8月1日 活字 1冊 r-49

78
『労働運動　二十一世紀へ
ジャンプ』

重枝琢巳編 昭和63年9月1日 民社研叢書18 活字 1冊 u-15

79 『改革者』第463号 政策研究フォーラム 平成11年2月1日
和田耕作「国も人も独り立ちして生きよ」の掲載あり。表紙は和田
の近影、また「一言半苦」欄にも和田への言及あり。

活字 1冊 j-27

　３－３　構造改革論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

80
「”委員長放言”に党内から批
判」

昭和35年1月18日 『朝日新聞』切抜の複写。和田耕作に関する記述あり。
電子式
複写（活
字）

1枚 a-90

81 1 『月刊　社会党』第34号 日本社会党 昭和35年3月1日 活字 1冊 o-165

81 2 『月刊　社会党』第36号 日本社会党 昭和35年5月1日 活字 1冊 領収書1枚 o-165

81 3 『月刊　社会党』第40号 日本社会党 昭和35年9月1日 活字 1冊 o-165

81 4 『月刊　社会党』第43号 日本社会党 昭和36年1月1日 活字 1冊
アンケート
葉書1枚

o-165

82 『国民評論』第306号 国民評論社 昭和35年11月1日 四谷太郎「社会党を担う人々」に表紙チェック印、栞挟込みあり。 活字 1冊 栞1点 r-57

83 『朝日ジャーナル』第87号 朝日新聞社 昭和35年11月6日
和田耕作「社会党の新路線を採点する　『構造改革』で道が開か
れるか」の掲載あり。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 同一2冊
o-160
u-31

84 『新護憲』第1号 憲法擁護新国民会議 昭和36年1月15日
和田耕作「『構造改革論』の問題点」の掲載あり。和田の肩書は民
社研事務局長。

活字 1枚 o-162

85
「改良主義と革命主義の二面
性」

和田耕作 昭和36年1月23日 『河北新報』切抜。月曜評論欄。和田の肩書は民社研事務局長。 活字 1点 q-30

86
「構造改革論の焦点　-改良
主義と革命主義の二面性」

和田耕作 昭和36年1月23日
『西日本新聞』切抜。月曜評論欄。和田の肩書は民社研事務局
長。資料85とほぼ同文。

活字 1点 q-31

87 『月刊　労働問題』No.33 日本評論新社 昭和36年2月1日
和田耕作「社会党の構造改革論をまちがいないものへ」の掲載あ
り。

活字 1冊

封筒1点
（「構造改
革論資料、
朝日ジャー
ナル」とあ
り）

o-159

88
「『構造改革』をどう解決する
か」

和田耕作・高橋正雄 昭和36年2月1日
『経済往来』23巻2号の切抜。高橋は九州大学教授、和田の肩書
は民社研事務局長。

活字 7枚 r-74

89 『経済往来』23巻2号 経済往来社 昭和36年2月1日
表紙に「和田耕作執筆」とあり。高橋正雄・和田耕作「『構造改革』
をどう解決するか」の掲載がある筈だが、該当部分が切取られて
いる。

活字 1冊 s-70

90 『日本週報』第527号 日本週報社 昭和36年2月5日
和田耕作「社会党の『構造改革論』を論断する」の掲載あり。和田
の肩書は民社研事務局長。

活字 同一2冊 o-164

91
「社会党の『構造改革論』を
論断する」

和田耕作 [昭和36年]2月5日
『日本週報』第527号の切抜。和田の肩書は民主社会主義研究会
議事務局長。

活字 4枚 r-72

92 『日経連タイムス』第645号 日本経営者団体連盟 昭和36年2月23日 3面に和田耕作講演「構造改革論のねらい」の掲載あり。 活字 1点 q-29

93 『経営者』第15巻3号
日本経営者団体連盟
弘報部

昭和36年3月1日 和田耕作「羅針盤のない構造改革」の掲載あり。 活字 1冊 付箋 1枚 f-26

94 『道鉱連』第79号
北海道石炭鉱業連盟
事務局

昭和36年3月10日
4面に和田耕作「構造改革と労働組合」の掲載あり。和田の肩書は
民社研事務局長。

活字 1点 q-33
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95 『日経連タイムス』第648号 日本経営者団体連盟 昭和36年3月16日 1面に和田耕作・愛川重義「構造改革論をつく」の掲載あり。 活字 1点 f-11

96 『構造改革論の問題点』 和田耕作 昭和36年4月25日
うち1点には見出ラベルの貼付あり。和田の肩書は民社研事務局
長。

活字
同一14
冊

r-36

97
「社会党の構造改革論の問
題点」

和田耕作 [昭和37年1月]
「民社研　一月号」との書込あり。『民社研ニュース』からと思われ
る抜刷。和田の肩書きは民社研事務局長。

活字 4枚 q-45

98 1
「『構造改革』問題に関する質
疑について」

[総評長期政策委員会] [昭和36年] 赤線あり。 活字 3枚 o-158

98 2
「『構造改革』について総評長
期政策委員会の質問に答え
る」

成田知巳 [昭和36年]
副題「総評長期政策委員会の質問に答える」。成田の肩書きは日
本社会党政策審議会長。

活字
1点（13
枚）

o-158

98 3 『月刊　総評』第69号
日本労働組合総評議
会

昭和38年1月1日
封筒に「構造改革資料　成田書記長の質疑　社会新報　その他」と
あり

活字 1冊 封筒1点 o-158

98 4
『社会新報（党内版）』第652
号

日本社会党中央機関
紙

昭和38年1月1日 成田知巳「構造改革のたたかいを推進するために」に赤線あり。 活字 1点 o-158

98 5 「わが党反省の書」 佐々木良作 昭和38年4月 昭和35年11月の総選挙について。傍線あり。 活字 1点 o-158

98 6
「護憲運動につき社会党への
公開質問状」

新日本協議会 昭和38年5月15日 副題「独裁的永久政権の憲法か民主主義憲法か」。 活字 1点 o-158

98 7
『社会主義憲法問題につき成
田社会党書記長との会見記
録』

新日本協議会 昭和38年5月20日 安倍源基と成田知巳の会談。 活字 同一2点 o-158

98 8
「ソ連の党諸組織、全党員に
あてたソ連共産党中央委員
会の公開状」

ソビエト社会主義共和
国連邦大使館広報課

昭和38年7月14日 活字 1点 o-158

98 9 『社会新報（活動版）』第40号
日本社会党中央機関
紙

昭和38年7月31日 赤線あり。 活字 1点
『社会運動
通信』847
号、1点

o-158

98 10 『社会新報（活動版）』第42号
日本社会党中央機関
紙

昭和38年8月14日 傍線あり。 活字 1点 o-158

98 11
「現代国際共産主義運動の
諸問題」

ソビエト社会主義共和
国連邦大使館広報課

昭和38年8月 活字 1点 o-158

98 12 「七年後に政権を」 成田知己 [昭和38年] 雑誌『エコノミスト』掲載。傍線などあり。 活字 3枚 o-158

98 13
『社会新報（国際資料版）』第
751号

日本社会党中央機関
紙

昭和39年4月30日 活字 1点 o-158

98 14
『社会新報（国際資料版）』第
752号

日本社会党中央機関
紙

昭和39年5月1日 活字 1点 o-158

98 15 「民社党のものの見方」 民社党 活字 1点 o-158

98 16
「（四）党の性格、体質などに
ついて」

[民社党] 前半部欠落。傍線あり。 活字 1点 o-158

98 17 [成田氏の意見] [和田耕作]
罫紙は「民主社会主義研究会｣。構造改革論に関するメモ。2ペー
ジ目に「成田の意見」とあり。

ペン 3枚 o-158

99
『構造改革問題資料集』Ⅰ～
Ⅲ

[日本社会党]
『月刊社会党』、『旬刊社会党』、『月刊総評』等に掲載された論文
を収録。

活字 3冊 o-161

100
『構造的改良闘争とその諸経
験』

佐藤昇 小冊子。 活字 1冊 o-163
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　３－４　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

101 「労働組合と政党」 和田耕作 [昭和34年]10月27日
掲載紙不明の抜刷。労働問題フォーラム欄における和田の報告と
討論。和田の肩書きは民社研事務局長。

活字 1点 q-46

102 [寸志送り状]
民主社会主義研究会
議

和田耕作 [昭和35年]1月1日 民主社会主義研究会議からの新年の挨拶と寸志送り状。
カーボン
（手書）

1枚 r-68

103 『読売新聞』第29878号 読売新聞社 昭和35年1月9日 2面に民主社会主義研究会議開催の記事あり。 活字 1点 q-41

104 『昭和同人』第60号 昭和同人会 昭和35年1月10日
和田耕作「『平和の風』が創りだすもの」の掲載あり。和田の肩書
は民主社会主義研究会議幹事・昭和同人会委員。

活字 1冊 栞1点 r-67

105
『社会思想研究』第12巻2・3
号

社会思想研究会 昭和35年2月15日
表紙にチェック印あり。和田耕作｢民社党の組織」の掲載あり。和
田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 栞1点 s-28

106 『産経新聞』第6305号 産業経済新聞社 昭和35年3月16日
3面に和田耕作を取材した「横顔」欄の掲載あり。和田の肩書きは
民社研事務局長。

活字 同一2点
f-14
q-10

107 『再建』第14巻3号 再建編集局 昭和35年4月1日
和田耕作「目標と計画を欠く予算案」の掲載あり。和田の肩書は民
社研事務局長。

活字 1冊 s-42

108 『民主社会主義の問題点』 和田耕作 昭和35年8月15日
民主社会党青年学生対策部編の学習テキストNo.2。和田の肩書
は民社研事務局長。

活字 1冊 r-37

109 『議会主義と大衆行動』 東京政治研究所編 昭和35年8月15日
小冊子。座談会に和田耕作が参加。和田の肩書は民社研事務局
長。

活字 1冊 栞1点 s-21

110 『真実』第6巻11号 真実社 昭和35年11月1日
見出ラベルの貼付あり。「座談会　池田新政策の中心点　まず完
全就労制から」に和田耕作が出席。和田の肩書は民社研事務局
長。

活字 1冊 r-43

111 『昭和同人』第70号 昭和同人会 昭和35年11月10日
表紙にチェック印あり。和田耕作「民主的労組への転換と第二組
合の意義」の掲載あり。また「座談会　昭和研究会の歴史的役割
（1）」に書込あり。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 栞1点 s-25

112 『昭和同人』第70号 昭和同人会 昭和35年11月10日
表紙にチェック印あり。和田耕作「民主的労組への転換と第二組
合の意義」の掲載あり。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 栞1点 s-37

113 『全特定新聞』第87号
全国特定局労働組合
中央本部

昭和36年1月1日
3面に和田耕作「政治活動への正しい関心を」の掲載あり。和田の
肩書きは民社研事務局長。

活字 同一2点 q-8

114 『国民評論』第308号 国民評論社 昭和36年1月1日
表紙にチェック印あり。和田耕作「今年の政治動向」の部分が切取
られている。

活字 1冊 r-53

115 『国民評論』第308号 国民評論社 昭和36年1月1日
表紙にチェック印あり。和田耕作｢今年の政治動向」の掲載あり。
和田の肩書は評論家。

活字 1冊 s-2

116 「今年の政治動向」 和田耕作 昭和36年1月1日 『国民評論』第308号（資料114）の切抜。和田の肩書は評論家。 活字 6枚 r-73

117 『政治』第3巻2号 政治研究会 昭和36年2月1日
表紙にチェック印あり。対談「構造改革論の問題を質す」に和田耕
作が参加。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 栞1点 s-38

118 『道鉱連』第78号
北海道石炭鉱業連盟
事務局

昭和36年2月5日
4面に和田耕作「流動する日本政治」の掲載あり。和田の肩書は民
社研事務局長。

活字 1点 q-32

119 「流動する日本政治」 和田耕作 昭和36年2月5日 『道鉱連』第78号。資料118の切抜。 活字 1点 q-49

120 『昭和同人』第72号 昭和同人会 昭和36年2月10日
表紙にチェック印あり。座談会「昭和研究会の歴史的役割（二）」に
和田耕作が出席。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 r-63

121 『道鉱連』第80号 北海道石炭興行連盟 昭和36年4月30日
4面に和田耕作「つぎの社会を担うもの」の掲載あり。和田の肩書
は民社研事務局長。

活字 1点 f-41

122 『全労』第35号 全日本労働組合会議 昭和36年5月15日
表紙にチェック印あり。和田耕作「総評幹部の発言について」の掲
載あり。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 s-67
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123 『日経連タイムス』第666号 日本経営者団体連盟 昭和36年7月27日
3面に和田耕作「社会主義インターの新宣言」の掲載あり。和田の
肩書は民社研事務局長。1点には「記事掲載」や矢印の判子、もう
1点には記事にチェック印あり。

活字 同一2点 q-89

124 『都市問題』第52巻9号 東京市政調査会 昭和36年9月1日
表紙にチェック印あり。和田耕作「その後の構造改革論と構造的改
革政策」の掲載あり。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 r-75

125
「変わりゆく社会主義　革命
から改革へ」

和田耕作 昭和37年2月20日
小冊子。北海道社会問題研究所発行。和田の肩書は民社研事務
局長。

活字 1冊 s-17

126
「資料3　正しい労使関係をつ
くり上げるまで」

和田耕作 昭和37年2月28日
小冊子。日本通運中央業務研究所発行。和田の肩書は民社研事
務局長。昭和37年1月の労使関係特別研究会における録音記録
から作成された。

活字
同一12
冊

r-11
66

127 『日経連タイムス』第722号 日本経営者団体連盟 昭和37年9月6日
1面の座談会「総評の方針は変ったか」に和田耕作が出席。和田
の肩書は民社研事務局長。

活字 1点 q-51

128 『新世代』第9号 新世代社 昭和37年9月8日
表紙にチェック印あり。和田耕作「民主社会主義とは」の掲載あり。
和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 r-27

129
「民主社会主義の政策　民社
党と社会党のちがい」

和田耕作 昭和37年10月30日
小冊子。日本民主社会主義青年連合発行。民社青連学習のテキ
ストNo.5。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 同一9冊
r-42
s-18

130
「わが国民主主義の在り方　
何をなすべきか」

和田耕作 [昭和37年] 小冊子。 活字 同一2冊
n-31
r-70

131 『全労新聞』第456号 全日本労働組合会議 昭和38年3月1日
1面に和田耕作「原水協再統一の背景」の掲載あり。和田の肩書
は民主社会主義研究会議事務局長。

活字 1点 q-47

132 『全国民連』第2号
全国民主化運動連絡
会議

昭和38年4月15日
1面に和田耕作「総評主流のごまかしを追及しよう」の掲載あり。和
田の肩書は民社研事務局長。赤鉛筆でチェック印あり。

活字 同一3点 q-108

133 『同盟』第60号 『同盟』編集部 昭和38年6月15日
表紙にチェック印あり。和田耕作｢民社の敗戦をどう受けとめるか」
の掲載あり。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 s-6

134 『全労新聞』第479号 全日本労働組合会議 昭和38年8月9日
2面に和田耕作｢総評は分解をはじめた」の掲載あり。和田の肩書
は民社研事務局長。赤鉛筆でチェック印あり。同封の紐はこの文
書の下に挟まれていた。

活字 1点 紐1本 q-117

135 『同盟』第65号 『同盟』編集部 昭和38年11月15日
表紙にチェック印あり。和田耕作「社会党政権構想の底流」の掲載
あり。

活字 1冊 栞1点 s-40

136 『論争』第30号 論争社 昭和38年12月1日
和田耕作「尾崎秀美と昭和研究会　私の昭和史〈連載第5回〉」の
掲載あり。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 s-33

137 『全労新聞』第498号 全日本労働組合会議 昭和38年12月20日
1面「時言」欄に和田耕作「動力車、全逓の闘争について」の掲載
あり。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1点 q-116

138 『経済往来』26巻10号 経済往来社 昭和39年10月1日
表紙に「和田耕作執筆」とあり。討論「イデオロギーと政治」に和田
耕作が参加。和田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 栞1点 s-71

139
『私のえがく未来像　福祉国
家への課題』

和田耕作 昭和39年12月15日
小冊子。発行は和田耕作後援会。和田の肩書は民社研事務局
長。

活字 1冊 r-71

140 『全金同盟』第149号 全金同盟 昭和39年12月20日
2面の「新春アンケート　ゆく年くる年」に和田のアンケート回答あ
り。

活字 1点 f-33

141 『新日本経済』第29巻1号 新日本経済社 昭和40年1月1日
和田耕作「政治意識について」の掲載あり。和田の肩書は民社研
事務局長。

活字 1冊 d-94

142 『再建』第19巻1号 再建編集局 昭和40年1月1日
和田耕作「民主主義とリーダーシップ」の掲載あり。和田の肩書は
民社研事務局長。

活字 1冊 s-5

143 『東京金属』第113号
全日本労働総同盟・東
京金属労働組合

昭和40年1月15日
うち1点には書込あり。1面に和田耕作「私たちの政治課題」の掲載
あり。和田の肩書は民社研事務局長

活字 同一3点 f-36

144
『中央業研　創立15周年記
念』

日本通運中央業務研
究所

昭和40年1月20日
和田耕作「青年の皆さんえ」の掲載あり。和田の肩書は民社研事
務局長。

活字 1冊 栞1点 r-76
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145 『新日本経済』第29巻3号 新日本経済社 昭和40年3月1日
和田耕作・玉木義豊「民社党の微妙な政策転換」の掲載あり。和
田の肩書は民社研事務局長。

活字 1冊 付箋 1枚 f-25

146 『仏教政治新聞』第7号 仏教政治新聞社 昭和40年3月15日
1面に和田耕作「中産階級化の前進　中小企業農民を重視せよ」
の掲載あり。和田の肩書は民社研事務局長

活字 同一2点 f-30

147 『仏教政治新聞』第8号 仏教政治新聞社 昭和40年4月15日
2面に和田耕作「民主政治の在り方（１）」の掲載あり。また仏教界
推薦中の人々にも和田の名前あり。和田の肩書は民社研事務局
長

活字 1点 q-24

148 『仏教政治新聞』第11号 仏教政治新聞社 昭和40年7月15日
2頁に和田耕作「民主政治の在り方（第4回）」の掲載あり。和田の
肩書は民社研事務局長

活字
同一5点
（各1枚）

d-70

149 『近代労使』第9巻28号 東京新聞社 昭和40年8月1日
和田の司会した座談会「産業人の社会的責任は何か」の掲載あ
り。和田の肩書は近代労資研究会議常任理事。

活字 1冊 封筒 1点 f-23

150
「『日韓条約』の審議進めたも
の」

和田耕作 昭和40年12月3日
新聞切抜。「佼成12.3」との書込あり。和田の肩書きは民社研事務
局長。

活字 同一2点 q-15

151 「社会党佐々木派」 和田耕作 昭和41年3月 『経済往来』三月号の抜刷。和田の肩書は民社研事務局長。 活字 同一3冊 r-23

152 『中外日報』第18943号 中外日報社 昭和41年4月12日
和田耕作「日本革新陣営の内幕〈3〉」の掲載あり。和田の肩書は
民社研事務局長。赤鉛筆でチェック印あり。

活字
同一27
点

m-110
q-119

153 『中外日報』第18963号 中外日報社 昭和41年5月8日
1面に和田耕作「日本革新陣営の内幕〈6〉」の掲載あり。和田の肩
書は民社研事務局長。

活字
同一15
点

m-112
q-120

154 『中外日報』第18964号 中外日報社 昭和41年5月10日
和田耕作「日本革新陣営の内幕〈7〉」の掲載あり。和田の肩書は
民社研事務局長。

活字
同一27
点

m-109
q-121

155 『中外日報』第18965号 中外日報社 昭和41年5月11日
和田耕作「日本革新陣営の内幕〈8〉」の掲載あり。和田の肩書は
民社研事務局長。

活字
同一26
点

m-111
q-118

156 『東京同盟』第11号
全日本労働総同盟東
京地方同盟

昭和41年6月5日
和田耕作「中共核実験をどう考えたらよいか」の掲載あり。和田の
肩書は民社研事務局長。

活字
同一10
点

q-44
n-40

157
「平和運動の目で見た東南ア
ジア」

和田耕作 昭和41年
第7回民主社会主義全国研究会議報告書『日本の安全と福祉を求
めて』からの抜刷。

活字
同一12
点

m-8

158
「構造改革論争について　-
ファシズムに口実を与えるな
-」

和田耕作 2月10日
『全労新聞』347号切抜。掲載紙情報の書込あり。和田の肩書きは
民社研事務局長。

活字 1点 q-7

159
「民主主義と民主社会主義
（上）」

和田耕作
「『青年公論』二月号日本健育会」と書込あり。雑誌切抜。和田の
肩書は民社研事務局長。

活字 3枚 s-4

　４　民社党（民主社会党）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　４－１　結党前資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

160 討論資料 [日本社会党] 昭和24年1月15日 日本社会党内の討論資料。 活字 1枚 n-119

161 政党支持の自由について 日本社会党 昭和24年7月28日 本組労通達第二三号。共産党の労働組合戦略に対して。 活字 5枚 n-116

162
「大会議案　一、五カ年計画
の具体化に関する件　二、当
面の諸政策に関する件」

日本社会党政策審議
会

昭和32年12月24日 小冊子。 活字 1点 d-89

163 「政審資料　17号」
日本社会党政策審議
会

昭和33年12月15日 小冊子。書込あり。 活字 1点 d-91

164
「私はこう考えるのだが…　
途中下車の国民政党論」

向坂逸郎 昭和34年1月29日
社会党の国民政党路線を否定し、階級政党たるべきことを主張。
資料165で蝋山に批判される。

活字 1枚 d-87

165
「国民政党論について　向坂
教授の所論を読んで」

蝋山政道 昭和34年2月4日
朝日新聞の切抜。資料164の向坂逸郎論文で示した社会党像へ
の批判。

活字 1枚 d-85
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166
社会党各グループの社会党
再建案

社会党 昭和34年7月1日
欄外「7/10 社会党新人会の資料」とあり。昭和34年の参議院選挙
後における社会党再建案について。

活字 14枚 d-79

167 安保条約改定に関する態度 全日本労働組合会議 昭和34年7月7日 丸印の書込あり。自民党の進める安保条約改定に反対。 活字 1枚 d-88

168
『社会党再建論争　解説と資
料』

社会運動通信社 昭和34年8月1日 「社会党各派の構想を分析する」に和田耕作が出席。社通叢書3。 活字 1冊 栞1点 r-59

169
「社会党運動方針をめぐっ
て」

和田耕作 昭和34年9月3日
小冊子。9月3～4日に社会事業会館で開催された民社連講習会で
の発表内容。

謄写（手
書）

同一3冊
m-42
q-112

170
「今次大会の大観　同志諸君
に訴う」

日本社会党統一会 昭和34年9月 小冊子。 活字 1点 d-81

171
参院選後における総評の政
党に対する方針について

[日本労働組合総評議
会]

[昭和34年]
傍線あり。昭和34年の参議院選挙後における、総評の社会党支持
方針について。

活字 3枚 d-78

172
「民社連思想委員会資料　蝋
山論文をめぐって」

民社連思想委員会
小冊子。座談会の記録。出席者は武藤光朗、安井二郎、藤牧新
平、河上民雄、伊藤英治、石原萠記。この続編と思われる座談会
が資料46に掲載されている。

謄写（手
書）

同一2点
正誤表　1
枚

d-84

　４－２　刊行物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

173 『民社新聞』第60号 民主社会党本部 昭和35年12月16日 活字 1点 q-102

174 『民社新聞』第64号 民主社会党本部 昭和36年1月13日 3～4面に切抜部分あり。 活字 1点 q-9

175 資料1 昭和37年6月27日 小冊子。民主社会主義とは何かを解説したもの。 活字 1点 n-39

176 『民社新聞』第150号 民主社会党本部 昭和37年11月23日
2面に和田耕作、今澄勇対談「社会党また左旋回か」の掲載あり。
和田の肩書は民社研事務局長、今澄は民社党政審会長。

活字 1点 q-40

177 『民社新聞』第152号 民主社会党本部 昭和37年12月7日
2面に和田耕作「社会党大会を見て　ストップした現実化」の掲載あ
り。

活字 1点 f-34

178 『民社新聞』第200号 民主社会党本部 昭和38年12月20日
2面に和田耕作「民主社会主義の青写真を」の掲載あり。和田の肩
書は民社研事務局長。赤鉛筆でチェック印あり。

活字 1点 q-107

179 『民社新聞』第229号 民主社会党本部 昭和39年7月31日
2頁に和田耕作『総評大会を見て」の掲載あり。3頁「大車輪」欄で
和田の写真と紹介あり。

活字 1点 d-72

180 『民社新聞』第316号 民主社会党本部 昭和41年6月17日
2面週間随想欄に和田耕作「汽車のひじかけ」の掲載あり。和田の
肩書きは民社研事務局長。

活字
同一19
点

f-35
q-12

181 『民社新聞』第323号 民主社会党本部 昭和41年8月5日
3面の「勝利めざして　闘う候補者・区連」欄に和田耕作の紹介あ
り。

活字 1点 q-74

182 『民社新聞』第344号 民主社会党本部 昭和42年1月6日 2面の民社党衆院選公認候補者欄に和田耕作の紹介あり。 活字 1点 q-73

183 『民社新聞』第348号 民主社会党本部 昭和42年2月10日
2～3面が開かれた状態。2面「総選挙を勝ちぬいた人たち」に和田
耕作の名前あり。また3面にも和田耕作の当選に関する記事あり。

活字 1点 q-69

184 『民社新聞』第349号 民主社会党本部 昭和42年2月24日 3面「新人登場」欄に初当選の和田の記事あり。 活字 1点 n-51

185 『民社新聞』第358号 民主社会党本部 昭和42年4月28日 活字 1点 q-71

186 『民社新聞』第359号 民主社会党本部 昭和42年5月5日
1面「衆院予算委分科会の質問から」欄に和田耕作「物価安定に監
視機構を」の記事の掲載あり。広告欄の一部が切抜かれている。

活字 1点 q-72

187 『民社新聞』第361号 民主社会党本部 昭和42年5月26日 3面の十字街欄に和田耕作の議員生活記事の掲載あり。 活字 同一2点 q-78

188 『民社新聞』第379号 民主社会党本部 昭和42年10月6日 3面「十字街」欄で和田耕作の昇段祝賀碁会の記事の掲載あり。 活字 1点 q-114

189 『民社新聞』第429号 民主社会党本部 昭和43年10月25日
2面に和田耕作「大学紛争解決への提言」の掲載あり。「1面に「和
田執筆」と書込あり。

活字 1点 q-11

190
『週刊民社』　東京4区版　号
外

民主社会党本部 昭和44年10月15日
和田耕作特集号。安保改定民主主義を守る杉並・中野・渋谷区民
の会議長就任の報道や挨拶、政治方針などを掲載。

活字 同一3点 q-56

10/95



和田耕作関係文書目録

請求番号 枝番号 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容･備考 記述法 点数 附属資料 箱-通番

191 『週刊民社』号外 民社党本部 [昭和46年] 東京四区版。和田耕作の発言などを中心に取り上げている。 活字
同一28
点

封筒1点
「週刊民社
東京四区
版」とあり。

o-144

192 『週刊民社』第588号 民社党本部 昭和47年2月4日 1面は同盟新会長の天地清次の発言を報道。 活字 1点 q-48

193 『週刊民社』第589号 民社党本部 昭和47年2月11日 4～5面に和田耕作・加藤日出男の対談あり。 活字 同一4点 q-4

194 『週刊民社』号外 民社党本部 昭和47年 和田耕作「私の提言」の掲載あり。 活字 1点 o-29

195 『週刊民社』号外 民社党本部 昭和47年
渋谷版、中野版、杉並版。記事は和田の著作『70年代の政権構
想』を取り上げている。

活字 3点 o-30

196 『週刊民社』号外 民社党本部 昭和48年5月20日 和田耕作「わが道をゆく」の掲載あり。 活字 1点 o-31

197 「民社党情報」第76号 民社党本部 昭和50年7月20日 小冊子。「公職選挙法のおもな改正点」など。 活字 1点 n-134

198
『週刊民社』　東京4区版　号
外

民社党本部 昭和50年11月15日
内容は「活躍する和田代議士」。それぞれ民社党東京4区連宛の
葉書の挟込あり。

活字 同一5点 葉書 5枚 m-95

199 『週刊民社』第823号 民社党本部 昭和51年11月26日
第34回衆議院議員総選挙特集号。1面に和田も写った写真、4面
に候補者として和田の記事の掲載あり。

活字
同一10
点

q-61

200 『革新』第91号
民社党中央理論誌委
員会

昭和53年2月1日 巻頭グラビア「まいぷらいべいと」が和田耕作を対象として掲載。 活字 1冊 j-28

201 『週刊民社』号外 民社党本部 昭和54年 和田の特集号。議員としての発言や行動を掲載。 活字 1点 a-64

202 『かくしん』第151号 民社党本部教宣局 昭和58年3月1日 和田耕作「あのとき、あのころ」の掲載あり。 活字 1冊 b-2

203 『政策と討論』第245号 民社党政策審議会 昭和58年7月25日 活字 1冊 r-9

204 『かくしん』第261号 民社党本部機関紙局 平成4年5月1日 和田耕作「正しい解釈か条文改正か」の掲載あり。 活字 1冊
a-96
b-55

205 「正しい解釈か条文改正か」 和田耕作 平成4年5月1日 『かくしん』第261号の抜刷。 活字 3枚 a-97

206
あなたと政治を結ぶ情報紙　
週刊民社を読もう！

民社党機関紙局 未使用の週刊民社拡販用紙。 活字 1枚 m-77

207 [週刊民社購読申込書]
「週刊民社」東京四区
総局

未使用の週刊民社申込書。 活字 1枚 m-78

208 週刊民社送付状 和田耕作 熊井隆子 宛先不明にて返送されたもの。 活字 1点 p-282

　４－３　中央党学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

209 1
「昭和五十三年中央党学校
開催計画」について

民社党本部 昭和53年4月15日 本・教宣・達第一号。 活字 2枚 封筒 1点 j-50

209 2
第七十四期中央党学校「総
支部幹部研修会」開催の件

民社党本部 昭和53年4月15日 本・教宣・達第三号。 活字 2枚 j-50

209 3
昭和53年中央党学校開催計
画一覧

[民社党本部] [昭和53年4月] 活字 1枚 j-50

209 4
第　期中央党学校受講申込
書

[民社党本部] [昭和53年4月] 未使用の申込書。
電子式
複写（活
字）

各1枚同
一5点

j-50

　４－４　案内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

210
明るい政治を育てる後援と映
画の集い

民主社会協会 昭和42年5月20日 ポスター。講演者は平林たい子、蝋山政道、細川隆元。 活字 1枚 m-113

211 中央執行委員会開催通知 春日一幸 和田耕作 昭和48年10月18日 葉書。春日は民社党中央執行委員長。 活字 1枚 p-67

212
同盟主催「インフレをなくし福
祉をたかめる中央集会」への
参加要請について

和田耕作など
各区連委員
長・総支部
長

昭和48年11月6日 和田は民社党東京都連合会執行委員長。都・国・通達・第一号。
謄写（手
書）

1枚 p-117
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213
民社党杉並支部第十二回大
会開催のご案内

藤原哲太郎 和田耕作 昭和48年11月6日 葉書。藤原は民社党杉並支部支部長。
謄写（手
書）

1枚 p-74

214
当面する具体的活動につい
ての打合せ会のご案内

民社党東京都連合会 昭和48年11月6日 和田の名前が執行委員長としてあり。
謄写（手
書）

1枚 p-75

215
第一回選対委員会開催につ
いて

木下淳美
民社党東京
第四区連

昭和48年11月7日
葉書。木下は民社党東京連合会選対委員長。民社党東京第四区
連は和田宅。

謄写（手
書）

1枚 p-70

216
第九回拡大支部執行委員会
のご案内

藤原哲太郎 和田耕作 昭和48年11月7日 葉書。藤原は民社党杉並支部支部長。
謄写（手
書）

1枚 p-73

217 中央執行委員会開催通知 春日一幸 和田耕作 昭和48年11月12日 葉書。春日は民社党中央執行委員長。 活字 1枚 p-68

218
民社党中野総支部第十四回
定期大会開催のご案内

中村富雄 和田耕作 昭和48年11月20日 葉書。中村は民社党中野支部支部長。
謄写（手
書）

1枚 p-72

219 第一回執行委員会のご案内 藤原哲太郎 和田耕作 昭和48年11月21日 葉書。藤原は民社党杉並支部支部長。
謄写（手
書）

1枚 p-71

220
国会議員団ならびに前・元国
会議員合同会議開催通知

春日一幸 昭和48年11月22日 春日は民社党中央執行委員長。 活字 1枚 p-115

221
第一回大会準備委員会開催
通知

小平忠 和田耕作 昭和48年11月29日 葉書。小平は第十八回定期全国大会準備委員長。 活字 1枚 p-69

222
民社党東京四区支部連合会
第七回定期大会のご案内

和田耕作 昭和49年4月25日 和田は民社党東京四区連委員長。 活字 1枚 c-72

223
畑ビル新築披露パーティー
御案内

畑昭三 和田耕作 昭和49年4月 畑は民社党東京第六区連合会委員長。 活字 1枚
封筒1点、
地図1枚

p-153

224
[風間丈吉君の七回忌を偲ぶ
会の案内]

鍋山貞親 和田耕作 [昭和49年5月1日] 鍋山は世界民主研究所代表理事。葉書表に「予定入れ」とあり。 活字 1枚 p-147

225
「第十四回中央執行委員会
開催通知」

民社党本部総務局 和田耕作 昭和50年10月22日 活字 1通 o-120

226
[都連・東京同盟三役会議開
催案内]

民社党東京都連合会 和田耕作 昭和50年10月25日 謄写 1通 o-120

227
「やあ！おめでとう　日出造さ
ん」パーティ開催の案内

「やあ！おめでとう　日
出造さん」発起人

和田耕作 昭和50年12月10日 近藤日出造の菊池寛賞受賞記念パーティの案内。 活字 1通 m-136

228
第16回中央執行委員会開催
通知

民社党本部総務局 和田耕作 昭和50年12月22日 定例中央執行委員会への出席を要請する葉書。 活字 1通 m-124

229
「時局懇談会十一月例会御
案内」

西尾末広 和田耕作 昭和50年 葉書。 活字 1通 o-120

230
同盟第12回定期全国大会の
ご案内について

天池清次
和田耕作事
務所

昭和51年1月12日
うち1点は上半部欠落。天池は全日本労働総同盟会長。定期全国
大会への参加要請。資料231と関係あり。

活字
同一2点
(各1枚)

m-128

231 同盟大会出席について
民社党総選挙対策本
部

昭和51年1月13日 同盟大会への出席要請。 活字 1枚 m-123

232
中小企業政策改善のための
懇談会開催についてのご案
内

民社党本部・民社中小
企業政治連合

昭和51年1月 中小企業団体指導者との懇談会の案内。 活字 1枚 送り状1枚 m-121

233
民社党杉並総支部第14回定
期大会開催通知

民社党杉並総支部長
和田耕作・
和田澄

昭和51年1月 杉並総支部定期大会への出席を要請する葉書。
謄写（手
書）

1通 m-125

234 1
創立三十周年記念パー
ティーの御案内

佐野博 和田耕作 昭和52年9月16日 活字 1枚 p-160
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234 2 和田耕作宛　佐野博書簡 佐野博 和田耕作 昭和52年9月24日
佐野は日本政治経済研究所所長、佐野学の甥。創立三十周年記
念パーティーの案内。

ペン 4枚 封筒1点 p-160

235
[憲法公布第三十一回記念
日記念集会]御案内状

憲法擁護新国民会議・
民社党・全日本労働総
同盟

和田耕作 [昭和52年10月15日] 封筒裏に日時の書込あり。 活字 1枚 封筒1点 p-181

236 中央執行委員会開催通知 春日一幸 和田耕作 昭和52年10月21日 葉書。春日は民社党中央執行委員長。 活字 1枚 p-198

237
[民社党東京ブロック会議開
催通知]

林永二・上野博
民社党東京
第四区連

昭和52年10月26日
葉書。林は民社党東京都連合会書記長、上野は組・教宣局長。民
社党東京第四区連は和田宅。

謄写（手
書）

1枚 p-199

238
[民社党東京ブロック会議開
催通知]

林永二・上野博 和田耕作 昭和52年10月26日
葉書。林は民社党東京都連合会書記長、上野は組・教宣局長。内
容は資料238と同一。

謄写（手
書）

1枚 p-200

239
[麻生良方『革命への挽歌』
出版記念パーティの案内]

宮崎吉政 和田耕作 昭和52年10月
宮崎は麻生良方君の出版を祝う会の発起人代表。出欠葉書は未
使用。封筒表に日時の書込あり。

活字 1枚

封筒1点、
地図1枚、
出欠葉書1
枚

p-178

240 顧問会議ご出席のお願い 大内啓伍 平成4年2月7日 大内は民社党中央執行委員長。 活字 1枚 c-56

　４－５　名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

241 「中小企業団体名簿」 民社党本部・民中連 昭和51年2月1日 小冊子。 活字 1点 c-155

242 [民社党国会議員名簿] 昭和51年12月20日 民社党所属の衆議院参議院議員の名簿。和田の名前あり。 活字
各3枚、
同一2部

c-161

243 「団体名簿一覧」 民社党本部 昭和52年2月10日 小冊子。表紙「和田先生」とあり。書込あり。 活字 1点 c-164

244
「民社党参議院議員候補者
一覧」

民社党参議院議員選
挙対策本部

昭和52年3月22日 小冊子。 活字 1点 c-11

245 「役員名簿」 民社党本部 昭和52年8月10日
小冊子。うち1冊には表紙「和田耕作」とあり。9頁、20頁などに和田
の名前あり。

活字 同一2点 送り状1枚 c-163

246
「昭和五十三年度　役員一
覧」

民社党本部 昭和52年11月28日
小冊子。民社党本部第二十二回臨時大会のもの。中央執行委員
に和田の名前あり。

活字 1点 n-139

247 一九七八年役員名簿 民社党東京都連合会 [昭和52年11月] 和田は東京都連合会執行委員長。資料261-3と同じ。 活字 2枚 p-209

248 「民社党総支部名簿」 民社党本部 昭和52年12月15日 小冊子。表紙「和田耕作」とあり。 活字 1点 追加表 1枚 c-162

249 都道府県連・区連一覧表 [民社党] 昭和53年2月20日 都道府県連の方は電子式複写。 活字 3枚 n-141

250 名簿 [和田耕作] [昭和58年3月1日]
昭和54～58年にかけての資料を収納したファイル。民社党役職名
簿や都道府県連名簿など、党関係の名簿が中心。

ファイル 1点 l-3

　４－６　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

251 「民主社会主義の問題点」 和田耕作 昭和35年8月15日 小冊子。第二回全国青年政治研修会での講義を纏めたもの。 活字 1点 m-41

252 「躍進全国大会議案」 民社党本部 昭和35年9月21日 小冊子。昭和35年の衆議院選挙への対策など。 活字 1点 d-82

253 「党再建へ懸念と希望と」 長田猪太郎 昭和48年4月28日 小冊子。長田は民社党山梨県連執行委員長。 活字 1点 a-88

254 通常国会冒頭の活動方針
民社党国会対策委員
会

[昭和48年11月] 書込あり。 活字 2枚 p-116

255
民社党　井上計　後援会のし
おり

井上計後援会 [昭和48年] 「井上計後援会入会推せん書」は未使用。 活字 1枚 p-118

256 [森戸辰男色紙] 森戸辰男 昭和49年1月1日 森戸辰男の色紙。 墨書 1枚 m-114

257
「国会議員の行動日程集約
についてのお願い」

民社党総選挙対策本
部

和田耕作 [昭和50年]
電子式
複写（手
書）

1枚

封筒1点、
「行動日程
予定表」1
枚

o-120
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258
総選挙準備活動ポスター作
成について

民社党総選挙対策本
部

昭和51年1月13日 党配布のポスターに対する回答の要請。
電子式
複写（活
字）

1枚 m-122

259 領収書 民社党本部教宣局 和田耕作 昭和51年10月28日 「歴史を偽造する日本共産党」の代金領収証。 ペン 1枚 p-253

260
「第十八回定期大会党務報
告並議案書」

民社党東京都連合会 昭和52年10月9日 小冊子。表紙「メイボ　和田耕作」とあり。和田は執行委員長。 活字 1点 c-10

261 1
民主社会主義を知る市民集
会へ向けての街頭行動及び
角逐市民集会開催一覧表

[民社党東京都連合会] 昭和52年11月5日
電子式
複写（手
書）

1枚 c-2

261 2
第二回　都連執行委員会報
告

民社党東京都連合会 昭和52年11月7日 和田は都連合会の執行委員長。
電子式
複写（手
書）

1枚
封筒1点 
「都連メイ
ボ」とあり

c-2

261 3 一九七八年役員名簿 民社党東京都連合会 [昭和52年11月] 和田は東京都連合会執行委員長。資料247と同じ。 活字 2枚 c-2

262 [花環代請求書]
民社党東京支部連合
会

和田耕作 昭和52年 払込票は未使用。封筒裏に「一万円送ること」との書込あり。 ペン 1枚

封筒1点、
領収書1
枚、払込票
1枚

p-182

263 [民社党本部からの封筒] 民社党本部 昭和53年2月18日 封筒のみ。
謄写（手
書）

1点 m-90

264
社会主義インター東京首脳
会議記録映画完成のご案内

大内啓伍 県・区連 昭和53年3月8日 大内は民社党本部教宣局長。本・教宣・文第二十二号。 活字 1枚 n-142

265 1
綱領草案並びに党改革につ
いてのアンケート

民社党東京四区連合
会

平成3年9月28日 那須自然村党学校におけるアンケートの回答。 活字 1枚 a-92

265 2 綱領草案についての意見
[民社党東京四区連合
会]

[平成3年] 活字 2枚 a-92

265 3 新生委員会報告 民社党 [平成3年] 小冊子。綱領草案を掲載。 活字 1点 a-92

265 4 [綱領草案] [民社党] [平成3年] 資料265-3の綱領草案とは微妙に差異あり。 活字 3枚 a-92

265 5 党再建への提言 [民社党] [平成3年] 「党首公選制を実施し党の活性化を」などの提言を掲載。 活字 9枚 a-92

265 6 [綱領私案送り状] 藤本泰民 平成3年10月7日 藤本は中野区議会議員。 活字 1枚
封筒　封筒
表「和田先
生」とあり

a-92

266 1
「国際軍事情勢と我が国の防
衛力整備」

防衛庁 平成4年12月15日 表紙「伊藤防衛政策課長」とあり。 活字 23枚

民社党本
部の封筒1
点　「重要
文書」とあり

b-85

266 2 「連合国側は自衛力を容認」 西修 平成4年12月 『THIS IS 読売』
電子式
複写（活
字）

12枚 b-85

266 3 「世界平和と憲法問題」 西修 平成5年2月9日 西は駒沢大教授。書込あり。 活字 9枚 b-85

266 4

「語る会提言を受けて　憲法
議論始まる」「党内に世界平
和と憲法問題特別委員会を
設置」

[平成5年1月] 掲載紙不明の新聞。
電子式
複写（活
字）

1枚 b-85

266 5 [メモ] 自衛権関係のメモ。 ペン 6枚 b-85
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267 1
「世界平和と憲法問題」に関
する民社党への提言

民社党と語る会 平成4年12月17日 小冊子。民社党と語る会の会長は関嘉彦。 活字 1点 b-61

267 2
「世界平和と憲法問題」に関
する民社党への提言〈要旨〉

[民社党と語る会] [平成4年12月17日] 資料267-1の要旨。 活字 1枚 b-61

267 3 新護憲常任理事会議案書 [民社党] 平成4年12月18日 会議日程や協議事項など。 活字 1枚 b-61

268 1
「西尾さんへの思いをこめて　
西尾末広先生没後20周年記
念」

西尾精神を語り継ぐ会 平成14年11月8日 小冊子。6項に和田耕作の文章あり。 活字 1点 j-57

268 2
出席者より一言/欠席者より
一言

[西尾精神を語り継ぐ
会]

[平成14年11月8日] 冊子〆切後に寄せられたものを収録。 活字 1枚 j-57

268 3 党歌 [民社党] [平成14年11月8日] 民社党歌。
電子式
複写（活
字）

1枚 j-57

269
極貧層の生活確立のために
全党をあげて斗う件

文中に「岸内閣」の文字あり。 活字 2枚 d-83

270
安保条約改定反対運動につ
き日本社会党に要望す

民主社会主義連盟思
想委員会

書込あり。60年安保運動の時の要望書。
謄写（手
書）

3枚 d-90

271
政治理念から見た日本の革
新政党

和田耕作 書込あり。和田の肩書きが講師とあり、講演の配付物と思われる。 活字 1枚 f-17

272 「文化活動資料第140号」 大和田寿雄
小冊子。裏面「和田耕作」とあり。労働組合の文化活動に関するも
の。

活字 1点 n-38

273 「（一）民主主義と社会主義」
表題のほか、「（二）現代資本主義の変貌」「（三）革命理論と前進
改革の理論」から構成。

謄写（手
書）

3枚 q-111

274 「民主主義と政党」 和田耕作
「（一）現代デモクラシーの課題」と「（二）民主社会主義の政治論」
から構成。

活字 1点 q-113

　５　民社党（民主社会党）関連団体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　５－１　東京政治研究所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

275 1 御挨拶 中村菊男など 昭和35年2月 政治研究所設立の挨拶と、東京政治研究所規約を掲載。 活字 1枚 d-93

275 2
「ドイツ社会民主党新綱領の
背景」

中村菊男・堀江湛 昭和35年3月1日 小冊子。 活字 1点 d-93

　５－２　核兵器禁止平和建設国民会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

276 『核禁新聞』第10号
核兵器禁止・平和建設
国民会議

昭和37年8月15日
1面の新役員氏名に企画部長として和田の名前あり。また5面の核
禁シンポジュウムでは和田耕作が司会。

活字 同一2点 q-52

277 『核禁会議』第19号 核禁会議 昭和38年5月15日 7頁に和田耕作「平和論の再考(2)」の掲載あり。 活字 同一2点 n-33

278 『南洋商報』 南洋商報株式会社 昭和40年10月29日
シンガポールの中国語新聞。3面の「日本核禁会議訪問団…」に和
田耕作を団長とする核禁平和使節団のことが報じられている。

活字 1点 q-84

279 『The Straits Times』
The Straits Times出版
有限会社

昭和40年10月29日
シンガポールの英字新聞。うち1点は5～6、19～20面のみ。5面の
「Anti-N Bomb mission from Japan in S'pore」に和田耕作を団長と
する核禁平和使節団のことが報じられている。

活字 同一2点 q-81

280
『Malayan Times Sunday 
News』4巻228号

Malayan Times有限会
社

昭和40年10月31日 マレーシアの英字新聞。文字の練習書のような書込あり。 活字 1点 q-87
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281 『中国報』第5774号 中国報有限公司出版 昭和40年11月2日
マレーシアの中国語新聞。4面の「日本核禁会議東南亜親善訪問
団…」に和田耕作を団長とする核禁平和使節団のことが報じられ
ている。

活字 同一2点 q-85

282 『南洋商報』 南洋商報株式会社 昭和40年11月2日

シンガポールの中国語新聞。うち1点は1～8面のみ。第6面に「日
核禁会議訪問団来馬…」に和田耕作を団長とする核禁平和使節
団のことが報じられている。また新聞社訪問の写真に和田の姿あ
り。

活字 同一2点 q-86

283
『The Bangkok Post』第20巻
297号

The Bangkok Post株式
会社

昭和40年11月4日
タイの英字新聞。18面の「Japanese antinuclear group in Bangkok」
に和田耕作を団長とする核禁平和使節団のことが報じられてい
る。

活字 1点 q-83

284 [東南アジア歴訪日記] 和田耕作 [昭和40年11月4日] 和田の東南アジア歴訪日記。10月23日から11月4日まで。 ペン 1冊 メモ3枚 r-2

285 『Bangkok World』第9巻270号
Bangkok World合資会
社

昭和40年11月5日
タイの英字新聞。8面の「Japanese Goodwill Mission Visit Here」に
和田耕作を団長とする核禁平和使節団のことが報じられている。

活字 1点 q-80

286 『同盟新聞』第595号 全日本労働総同盟 昭和40年11月12日
2面に掲載された核禁会議のアジア平和使節団の記事に和田の
名前あり。傍線あり。

活字 1点 q-19

287
「核禁平和使節団の任を果し
て」

和田耕作 昭和40年12月3日
新聞切抜。「民社12.3」との書込あり。和田の肩書きは核禁会議専
務理事。

活字 1点 q-14

288 『民社新聞』第292号 民主社会党本部 昭和40年12月3日
2面に和田耕作「核禁平和使節団の任を果して」の掲載あり。和田
の肩書きは核禁会議専務理事。掲載記事は資料287と同じ。

活字 同一3点 q-16

289 『核禁会議』41・42号
核兵器禁止平和建設
国民会議

昭和40年12月15日
冒頭に和田耕作を団長とする核禁東南アジア平和使節団の記事
あり。

活字 1点 d-69

290 『中外日報』第18851号 中外日報社 昭和40年12月17日
4面に和田耕作「核禁平和使節団の任を果たして」の掲載あり。掲
載紙は異なり細部に差異はあるが、基本的に資料287と同内容。

活字 同一6点
n-30
q-18

291 1
核兵器禁止平和建設アジア
国際会議開催趣意書

核兵器禁止平和建設
アジア国際会議

昭和41年2月 趣意書および日程案。封筒表「アジア核禁大会資料」とあり。 活字 2枚 封筒1点 n-121

291 2
アジア核禁会議　実行委員
氏名

核兵器禁止平和建設
アジア国際会議

昭和41年3月 和田耕作の名前あり。肩書は核禁会議専任理事。 活字 2枚 n-121

291 3
アジア核禁会議　開催委員
依頼者御氏名

核兵器禁止平和建設
アジア国際会議

昭和41年4月 学者や宗教家、政治家や実業家の名前が並ぶ。 活字 3枚 n-121

291 4 アジア核禁会議歳出予算案
核兵器禁止平和建設
アジア国際会議

[昭和41年] 会議の予算案。 活字
同一2点
（各2枚）

n-121

　５－３　憲法擁護新国民会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

292 『新護憲』第1号 憲法擁護新国民会議 昭和36年 1月15日
2面に和田耕作「『構造改革論』の問題点」の掲載あり。和田の肩
書は民社研事務局長。

活字 1点 q-57

293 『新護憲』第2号 憲法擁護新国民会議 昭和36年 2月15日 活字 1点 q-58

294 『新護憲』第3号 憲法擁護新国民会議 昭和36年3月20日 1面に和田耕作「社党の憲法完全実施とは」の掲載あり。 活字 1点 f-12

295 『新護憲』第33号 憲法擁護新国民会議 昭和39年8月15日
冒頭に和田耕作「憲法問題の取りあつかい」の掲載あり。また2頁
に和田の履歴、4頁に片山哲「和田耕作君に期待する」を掲載。

活字 1点 d-71

296 『新護憲』第35号 憲法擁護新国民会議 昭和40年2月1日
2面に和田耕作らによる「護憲運動の課題　新春座談会」の掲載あ
り。

活字 1点 f-31
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　６　国会議員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　６－１　国会資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

297
第十三回国会両院法規委員
会議録第十一号

参議院 昭和27年6月17日
衆議院の解散制度に関する勧告について抜出したもの。資料
301、資料303に関連資料あり。

電子式
複写（活
字）

同一2点
(各一枚)

n-59

298 参議院文教委員会会議録 衆議院 昭和39年2月13日
表紙に反し「第四十三回国会衆議院予算委員会公聴会議録」「第
四十六回国会衆議院予算委員会公聴会議録　第二号」を綴ったも
の。

活字 1点 n-47

299 公聴会公述原稿 和田耕作 昭和39年2月13日
第46回国会衆議院予算委員会での公述原稿。2月6日付衆院予算
委員会の中国政策論争に関する新聞切抜の挟込あり。

ペン
1綴(29
枚)

新聞切抜3
点

n-37

300 『民社新聞』第363号 民主社会党本部 昭和42年6月9日
1面の「健保特例法案、衆院で審議に」で議会での和田耕作の質
問を掲載。

活字 1点 q-106

301 四四年二月十三日予算委 衆議院 昭和44年2月13日
衆議院会予算委員会の議事速記録。和田耕作の発言部分を抜出
したもの。

電子式
複写（活
字）

同一2点
(各2枚)

n-58

302
「第六十一回国会衆議院　予
算委員会第三分科会議録」
第二号

衆議院事務局 昭和44年3月4日
和田の出席した予算委員会第三分科会議録。和田の発言部分に
は見出しラベルあり。

活字 1点 n-145

303 四五年二月十七日本会議 衆議院 昭和45年2月17日
衆議院会本会議の議事速記録。和田耕作の発言部分を抜き出し
たもの。

電子式
複写（活
字）

同一2点
(各2枚)

n-57

304
「第六十三回国会衆議院　物
価問題等に関する特別委員
会」第十九号

衆議院 昭和45年11月11日 和田耕作の発言あり。封筒表「国会」などの表記あり。 活字 1点 封筒1点 n-56

305

「第六十五回国会衆議院　物
価問題等に関する特別委員
会農林水産委員会商工委員
会連合審査会議録」第一号

衆議院事務局 昭和46年2月19日 和田の出席した衆議院委員会連合審査会議録。 活字 1点 n-135

306 1
「新防衛力整備計画（防衛庁
原案）について」

[防衛庁] 昭和46年4月26日
小冊子。第四次防衛力整備計画の要旨を説明したもの。封筒表
「和田耕作先生」とあり。

活字 1点 封筒1点 n-107

306 2 新防衛力整備計画所要経費 [防衛庁] 昭和46年4月26日 第四次防衛力整備計画の必要経費を表にしたもの。
謄写（手
書）

1枚 n-107

307
「第六十五回国会衆議院　内
閣委員会議録」第二十五号

衆議院事務局 昭和46年5月14日
和田の出席した衆議院委員会議事録。第四次防衛力整備計画に
対する反対演説を行った。封筒表「重要書類」「政界再編成の途
（二）原稿」「国会質問『防衛二法』」などの記述あり。

活字 1点 封筒1点 n-103

308
「官報号外　第六十五回国会　
衆議院会議録」第三十一号

国立印刷局 昭和46年5月17日
和田の出席した衆議院本会議議事録。第四次防衛力整備計画に
対する反対演説を行った。和田の発言部分に書込あり。

活字 1点 n-148

309
「官報号外　第六十五回国会　
衆議院会議録」第三十一号

大蔵省印刷局 昭和46年5月17日
欄外「重要」とあり。和田の出席した衆議院本会議議事録。第四次
防衛力整備計画に対する反対演説を行った。

活字 1点 n-104
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310
「衆議院特別委員会議録　物
価」

衆議院事務局 昭和46年5月27日
和田の出席した「第六十五回国会衆議院　物価問題等に関する特
別委員会議録」を綴ったもの。全十三号のうち三、四、九、十号が
欠落。和田の発言部分には見出しラベルあり。

活字
1綴（9
点）

n-149

311
[防衛二法案反対演説の原
稿]

和田耕作など [昭和46年5月]
資料309の演説原稿。和田以外の字で書かれているが、本人が修
正を入れている。

ペン 13枚 n-105

312
[防衛二法案反対演説の草
稿]

和田耕作 [昭和46年5月] 資料307の演説草稿。 ペン 11枚 n-106

313
「第六十七回国会衆議院　内
閣委員会議録」第七号

衆議院事務局 昭和46年11月29日 和田の出席した内閣委員会議録。 活字 1点 n-157

314 1 [四次防に関するメモ] 和田耕作 [昭和46年]
四次防や立川基地、沖縄物資輸送や国防会議に関するメモ。封筒
表「和田耕作先生」「内閣委防衛質問資料」とあり。

ペン 7枚 封筒1点 n-129

314 2 [立川市に関するメモ] [昭和46年] 市会議員選挙の日程や市議会議長の交代に関するメモ。 鉛筆 1枚 n-129

314 3
昭和四十七年度予算と四次
防の関係について

[内閣] [昭和46年]
他に「第四次防衛力整備五か年計画の取扱いについて」や「第四
次防衛力整備五か年計画の大綱」と一綴。

電子式
複写（活
字）

4枚 n-129

314 4
沖縄及び北方問題に関する
特別委員会会議録第五号

[参議院事務局] 昭和46年12月18日 四次防に関する参議院の会議録の抜粋。
電子式
複写（活
字）

2枚 n-129

314 5
日本国による沖縄局地防衛
責務の引受けに関する取極

久保卓也・ウォルター・
Ｌ・カーチス・ジュニア

昭和46年6月29日 久保・カーチス協定関連。英文と日本語訳からなる。 活字 1点 n-129

314 6 第一次沖縄向貨物のリスト 沖縄返還に伴い展開する、自衛隊の貨物リスト。
電子式
複写（手
書）

6枚 n-129

315
「第六十七回国会　参議院内
閣委員会会議録」第六号

参議院事務局 昭和47年1月8日 参議院の内閣委員会の会議録。 活字 1点 n-158

316
「第六十七回国会衆議院　物
価問題等に関する特別委員
会議録」第六号

衆議院事務局 昭和47年1月11日 和田の出席した特別委員会の会議録。 活字 1点 n-156

317
昭和45年基準　消費者物価
指数速報　全国　昭和47年3
月分

総理府統計局 昭和47年4月28日 小冊子。 活字 1点 n-153

318
家計調査報告　速報　昭和
47年2月分

総理府統計局 昭和47年4月28日 小冊子。 活字 1点 n-154

319
昭和45年基準　消費者物価
指数速報　東京都区部　昭
和47年4月分

総理府統計局 昭和47年4月28日 小冊子。 活字 1点 n-155

320
「第六十八回国会衆議院　内
閣委員会議録」第十七号

衆議院事務局 昭和47年5月18日 和田の出席した衆議院内閣委員の会議録。31～38頁が欠落。 活字 1点 n-136

321

「第六十八回国会衆議院　社
会労働委員会大蔵委員会物
価問題等に関する特別委員
会連合審査会議録」第一号

衆議院事務局 昭和47年5月25日
和田の出席した連合審査会の会議録。和田の発言部分には見出
しラベルあり。

活字 1点 n-146
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322

衆・運輸委、地方行政委、大
蔵委、社会労働委、農林水
産委、物価問題等に関する
特別委連合審査会提出資料
（和田耕作委員要求）

日本国有鉄道 昭和47年5月 国鉄退職者の関連事業への就職状況について。 活字 1枚 n-151

323
[第六十八回国会衆議院会
議録の一括]

衆議院事務局 昭和47年6月7日 うち同一2点。和田の発言部分には見出しラベルあり。 活字 28点 封筒1点 n-150

324 「ナンセンス四次防」 読売新聞社 昭和47年8月12日 『読売新聞』切抜。上・中・下の3回連載。 活字 3枚 o-155

325
「官報号外　第七十一回国会　
衆議院会議録」第十八号
（一）

国立印刷局 昭和48年3月27日
和田の出席した衆議院本会議の会議録。和田の発言部分には見
出しラベルあり。

活字
1綴（同
一5点）

n-147

326 1
「第七十一回国会衆議院　決
算委員会議録」第六号

衆議院事務局 昭和48年4月3日 和田の出席した衆議院委員会の会議録。封筒表「会ギ録」とあり。 活字 1点 封筒1点 n-98

326 2
「第七十一回国会衆議院　社
会労働委員会議録」第十二
号

衆議院事務局 昭和48年4月3日 和田の出席した衆議院委員会の会議録。 活字 1点 n-98

326 3
「第七十一回国会衆議院　物
価問題等に関する特別委員
会議録」第五号

衆議院事務局 昭和48年4月5日 和田の出席した衆議院委員会の会議録。 活字 1点 n-98

326 4
「第七十一回国会衆議院　物
価問題等に関する特別委員
会議録」第七号

衆議院事務局 昭和48年4月11日 和田の出席した衆議院委員会の会議録。 活字 1点 n-98

326 5
「第七十一回国会衆議院　物
価問題等に関する特別委員
会議録」第五号

衆議院事務局 昭和48年3月29日 和田の出席した衆議院委員会の会議録。 活字 1点 n-98

326 6
「第七十一回国会衆議院　社
会労働委員会議録」第六号

衆議院事務局 昭和48年3月6日 和田の出席した衆議院委員会の会議録。 活字 1点 n-98

327 新聞より [和田治子] 昭和48年5月11日 和田耕作の活動を掲載した新聞記事を筆写したノート。 ペン 1冊 n-83

328
「第七十一回国会衆議院　物
価問題等に関する特別委員
会議録」第十三号など

衆議院事務局 昭和48年6月14日
衆議院の議事録を綴ったもの。和田の発言部分には見出しラベル
あり。

活字 1綴(7点) n-144

329 『サンケイ新聞』第11106号
産業経済新聞東京本
社

昭和48年6月23日
2～3面が開かれた状態で、2面に「健保資料」と書かれたメモの貼
付あり、「『健保』“強行断念劇”ドキュメント」などの記事あり。

活字 1点 メモ1枚 q-53

330 『毎日新聞』第34929号 毎日新聞東京本社 昭和48年6月23日
2～3面が開かれた状態で、「強行採決ー国会空転　破られた“パ
ターン”」「自民カンカンー野党は絶賛　“信念”貫いた田川委員長　
『健保』の採決強行拒否」などの記事あり。

活字 1点 q-54

331 『読売新聞』第34779号 読売新聞社 昭和48年6月23日
2～3面が開かれた状態で、「国会攻防　複雑な曲折　自民『健保』
では誤算」などの記事あり。

活字 1点 紐1本 q-55

332 『衆議院公報』第228号 衆議院 昭和48年11月9日 電話番号や「杉並区長」など走書のメモあり。 活字 1点 p-135

333 委員会開会に関する件 山中吾郎 昭和48年11月22日 山中は物価問題等に関する特別委員長。 活字 1枚 p-125

334 『衆議院公報』第241号 衆議院 昭和48年11月26日 広告の民社党部分と思われる箇所が切抜かれている。 活字 1点 p-129

335
衆議院物価問題等に関する
特別委員派遣要領

[衆議院] 昭和48年11月 内容は版の違うもの2種類が各2枚づつあり。 活字 4枚 p-114

336 1
[「国保制度改善強化全国大
会」開催のお知らせ]

永山忠則 和田耕作 昭和48年11月
永山は国保制度改善強化全国大会会長、国民健康保険中央会会
長。

活字 1枚 封筒1点 p-77
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336 2 ご連絡とお願い
国保制度改善強化全
国大会事務局

昭和48年11月 活字 1枚 p-77

337
健康保険組合連合会設立3０
周年記念式典・昭和48年度
健康保険組合全国大会次第

大橋恭三 [昭和48年] 大橋は式典及び大会運営委員長。 活字 1枚 p-78

338
「昭和50年度の経済見通しと
経済運営の基本的態度」

経済企画庁 昭和50年1月24日 傍線あり。 活字 1冊 o-49

339
「労働組合もしくは労働者代
表による経営参加問題につ
いて」

社会経済国民会議理
事会

昭和50年2月3日 活字 3枚 o-50

340 1
「今年の賃上げ20％なら物価
上昇二ケタに」

朝日新聞社 [昭和50年]2月20日 朝日新聞切抜。 活字 同一2枚

封筒1点
「昭50,2 
2/20予算
委員会での
質問　新聞
記事」とあり

o-142

340 2
「雇用者所得の伸び率　17％
なら物価１ケタ」

産業経済新聞社 [昭和50年]2月20日 サンケイ新聞切抜。 活字 1枚 o-142

340 3
「雇用者所得伸び率17.1％以
下に」

中日新聞社 [昭和50年]2月20日 東京新聞切抜。 活字 1枚 o-142

340 4
「福田総理賃上げへブレー
キ」

東京タイムズ社 昭和50年2月20日 東京タイムズ切抜。 活字 1枚 o-142

340 5 「物価急騰が心配」 朝日新聞社 [昭和50年]3月7日 朝日新聞切抜。 活字 1枚 o-142

340 6
「賃上げ率が高くなると　実質
成長率は低下」

毎日新聞社 [昭和50年]2月20日 毎日新聞切抜。 活字 1枚 o-142

340 7
「雇用者所得上昇17.1％　賃
上げの判断材料に」

朝日新聞社 [昭和50年]2月20日 朝日新聞切抜。 活字 同一2枚 o-142

340 8 「賃上げ17％が妥当」 読売新聞社 [昭和50年]2月20日 読売新聞切抜。 活字 1枚 o-142

340 9
「賃上げ決定の重要な要因　
物価だけではない」

日本経済新聞社 [昭和50年]2月20日 日本経済新聞切抜。 活字 1枚 o-142

340 10 『国会ジャーナル』第131号 再建編集局 昭和50年1月25日
和田耕作・松浦利尚・松岡松平「独禁法改正の重要テーマを論ず
る」などの掲載あり。

活字
同一6点
（各1枚）

o-142

340 11 一般質問要項 和田耕作・和田治子 [昭和50年] 経済問題や労働問題に関する質問要項。筆跡は和田治子。 ペン 1枚 o-142

341 一般質問要項 和田耕作 [昭和50年]2月29日 書込あり。
謄写（手
書）

1枚 o-52

342
第75回国会『衆議院公報』第
108号

衆議院 昭和50年5月31日 活字 1点
和田幸作
宛速達封
筒 1点

m-89

343
第76回国会『衆議院社会労
働委員会議録』第5号

衆議院事務局 昭和50年12月12日
小冊子。委員会議事録。和田の発言部分に付箋がつけられてお
り、また「◎パンフレットにする」など記入されたメモが付されてい
る。

活字 1点 メモ1枚 j-23

344 [和田耕作の委員会発言] 昭和50年12月
資料343の和田発言部分を書出したもの。スト権ストに関する三木
首相とのやりとり。

ペン 34枚 j-24
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345 [スト権ストに関する書簡] 和田耕作
[昭和50年12月～昭和
51年3月]

昭和50年スト権ストに対する有権者からの書簡。 ペン 12通

封筒1点「ス
ト権の社労
委の手紙」
とあり。

o-143

346
雇用保険法施行についての
質問（メモ）

昭和50年
電子式
複写（手
書）

5枚 o-51

347 [本会議の原稿] 和田耕作・和田治子 [昭和50年]
最高裁判所による判決の権威について。独占禁止法運用と各行
政官庁の行政指導について。筆跡は和田治子。

ペン 15枚
封筒1点
「本会議の
原稿」とあり

o-156

348 [メモ] [和田治子] [昭和50年] 昭和42年から50年までの本会議質問について。 ペン 1枚 o-71

349
第77回国会『衆議院公報』第
58号

衆議院 昭和51年3月22日 衆議院公報。 活字 1点 封筒1点 n-29

350 1 [決議の送り状] 渡辺一九 和田耕作 昭和51年5月1日
渡辺は兵庫県医師会会長。兵庫県医師会定時代議員会で採択さ
れた決議の送り状。

活字 1枚 封筒1点 p-235

350 2 決議
兵庫県医師会定時代
議員会

昭和51年4月25日
「診療報酬の大巾再引上げ」「健保法改悪阻止」「医療の公共性を
認めた税制の確立」の三点。

活字 1枚 p-235

351
『医薬品の副作用による被害
者の救済制度研究会報告』

遠藤浩・大崎康・熊崎
正夫他

昭和51年6月25日 活字 1冊

封筒1点、
紙2枚（[研
究会報告
要旨]）

o-41

352 「最小の部屋でも夢は最大」 読売新聞社 昭和51年7月3日 「読売新聞」切抜。和田への言及あり。 活字 1枚 o-39

353
[国有鉄道運賃法及び日本国
有鉄道法の一部を改正する
法律案に対する反対討論]

和田耕作・和田治子 [昭和51年10月12日] 反対演説原稿。和田治子の筆跡。 ペン 8枚

封筒1点
「和田耕作
殿　本会議
代表質問」
とあり。

o-59

354
「第八十五回国会衆議院　社
会労働委員会議録　第3号」

衆議院事務局 昭和53年10月26日 和田の発言あり。書込あり。 活字 1点 b-89

355 医療問題小委員会 [和田耕作] [昭和54年]3月7日
昭和54年の資料を収納したファイル。衆議院社会労働委員会にて
配布された書類。

ファイル 1点 l-14

356 健保等 [和田耕作] [昭和54年4月27日]
昭和52～54年にかけての資料を収納したファイル。昭和54年の健
康保険法改正関係が中心。

ファイル 1点 l-4

357 社労関係法律案 [和田耕作] [昭和54年5月5日]
昭和54年の資料を収納したファイル。社会労働委員会に関わる法
律案や陳情書などの資料。

ファイル 1点 k-14

358 「最近のイラン情勢について」 中近東第二課 昭和55年1月9日 活字 4枚 o-61

359
「アフガニスタン問題に対す
る各国の反応振り」

中近東第二課 昭和55年1月12日 活字 17枚

封筒1点「イ
ラン・アフガ
ニスタン情
勢　外務
省」とあり。

o-60
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360
「最近のアフガニスタン情勢
について」

中近東第二課 昭和55年1月12日 活字 12枚 o-62

361 雑（中国） [和田治子・和田耕作] [昭和56年3月16日]
昭和54～56年にかけての資料を収納したファイル。中国残留孤児
関係、議員秘書の厚生関係、健康保険法関係などの書類や新聞
切抜。

ファイル 1点 k-9

362 雑 [和田耕作] [昭和56年4月1日]
昭和52～55年にかけての資料を収納したファイル。国会関係の事
務書類や案内など。

ファイル 1点 l-11

363
日米首脳会議に対する衆院
本会議質問要旨

和田耕作 昭和56年5月15日
一、日米同盟関係について、二、防衛についての日米の適切な役
割分担について、三、今後の平和戦略について。

電子式
複写（手
書）

1枚

封筒1点
「本会　和
田耕作殿」
とあり

o-145

364
[日米首脳会議に対する衆院
本会議質問草稿]

和田耕作・和田治子 [昭和56年5月15日] 書き直しなどあり。筆跡は和田治子。 ペン 17枚 o-146

365
[日米首脳会議に対する衆院
本会議質問草稿]

和田耕作 [昭和56年5月15日] 書き直しなどあり。資料364の草稿。 ペン 36枚 o-147

366 [メモ] [和田耕作] 外務省関連と思われるメモ。 ペン 1枚 n-152

　６－２　国際人口問題議員懇談会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

367 1
国際人口問題議員懇談会家
族計画母子保健部会開催御
案内の件

阿部昭吾 和田耕作 昭和52年10月21日
阿部は第二部（家族計画母子保健）会長。封筒裏に日時の書込あ
り。

活字 1枚 封筒1点 p-187

367 2 母性保健基本法（案） 法律案。 活字 5枚 p-187

368 1 日程（案）
[国際人口問題議員懇
談会]

昭和56年9月30日
「人口と開発に関するアジア国会議員会議（北京会議）」の日程
案。書込あり。

電子式
複写（手
書）

2枚
封筒 1点
「旅行資
料」とあり

b-75

368 2 旅券発給請求願 和田耕作 外務大臣 昭和56年10月9日 秘書であり娘の和田治子への旅券発給請願書。 活字 1枚 b-75

368 3
[搭乗便および出席分科会・
見学コース割当表]

[国際人口問題議員懇
談会]

和田の名前もあり。
電子式
複写（活
字）

2枚 b-75

368 4 住友の海外旅行保険 住友海上火災 昭和56年7月20日 小冊子。傍線あり。 活字 1点 b-75

369
ACPPD出席者　出発・帰国
日程　連絡先一覧

昭和56年10月16日
北京で開催された「人口と開発に関するアジア国会議員会議」出
席者の名簿。和田耕作。和田治子の名前あり。

電子式
複写（手
書）

2枚 j-25

370
Rooming and Carring in 
XI'AN / Summary Schedule 
in XI'AN

昭和56年10月
10月31日～11月2日のスケジュール。和田耕作。和田治子の名前
あり。

タイプ(電
子式複
写)

2枚 j-26

371 1
国際人口問題議員懇談会関
係組織図

国際人口問題議員懇
談会

平成4年8月31日 活字 1枚
封筒 1点 
民社党封
筒

b-53

371 2
国際人口問題議員懇談会会
員名簿

国際人口問題議員懇
談会

平成4年12月4日 活字 4枚 b-53

371 3
国際人口問題議員懇談会設
立趣旨

国際人口問題議員懇
談会

活字 1枚 b-53

371 4
国際人口問題議員懇談会活
動の歴史

国際人口問題議員懇
談会

小冊子。和田耕作の関係する部分に傍線あり。 活字 1点 b-53
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372 [航空機運行表]
[国際人口問題議員懇
談会]

「人口と開発に関するアジア国会議員会議（北京会議）」に関連す
る航空機運行表。

電子式
複写（手
書）

2枚 b-76

373 日本側出席予定者
[国際人口問題議員懇
談会]

和田の名前もあり。 活字 1枚 b-77

374 [中国での連絡先一覧]
[国際人口問題議員懇
談会]

北京、西安、上海での連絡先一覧。
電子式
複写（手
書）

1枚 b-78

　６－３　和田耕作政治レポート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

375 「和田耕作政治レポート」No.7 和田耕作 [昭和47年5月] 内容は「楢崎代議士をどなりつけた話」。 活字
同一138
点

m-33
m-81
n-9

376
「和田耕作政治レポート」No.7
～No.11

和田耕作 [昭和47年] 政治レポートNO.7～11をホチキス止めしたもの。
同一20
点

和田耕作
推薦討議
資料1部

n-2
n-14

377
「和田耕作政治レポート」No.7
～No.13

和田耕作 [昭和47年] 政治レポートNO.7～13をホチキス止めしたもの。 活字 1点

封筒1点
「和田政治
レポート」と
あり。

o-18

378 「和田耕作政治レポート」No.8 和田耕作 [昭和47年5月] 内容は「抗議受入れたNHK」。 活字
同一68
点

m-34
m-69
n-10

379 「和田耕作政治レポート」No.9 和田耕作 [昭和47年5月] 内容は「反戦自衛官の刑事責任」。 活字
同一13
点

封筒1点
「経歴書　
和田耕作
政治レポー
ト」とあり

m-71
o-196

380 「和田耕作政治レポート」No.9 和田耕作 [昭和47年5月] 内容は「反戦自衛官の刑事責任」。資料379と同一。 活字
同一60
点

新聞紙片1
枚

n-11

381
「和田耕作政治レポート」
No.10

和田耕作 [昭和47年] 内容は「あつかましい国鉄運賃値上げ」。 活字
同一34
点

m-72
n-12
o-197

382
「和田耕作政治レポート」
No.11

和田耕作 [昭和47年] 内容は「健保の問題点」。 活字
同一94
点

m-73
m-97
n-6

o-198

383
「和田耕作政治レポート」
No.12

和田耕作 [昭和47年] 内容は「忘れ得ない感謝の大会」。 活字
同一20
点

o-199

384
「和田耕作政治レポート」
No.13

和田耕作 [昭和47年] 内容は「『日本列島改造論』の正体をつく」。 活字
同一25
点

n-13
o-200

385
「和田耕作政治レポート」
No.13

和田耕作 [昭和47年] 内容は「”改造”すべきは政府・自民党の姿勢」。 活字
同一35
点

n-3

386 「和田耕作政治レポート」No.2 和田耕作 昭和48年 内容は「自民党論　伝統保守は任務を終えつつある」。 活字 同一3点 o-57
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　６－４　日韓議員連盟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

387
『国民運動の前進　日韓友好
運動の教訓から』

日韓友好条約批准促
進国民会議

昭和41年1月25日 活字 1冊 r-7

388 「私の見た韓国」 和田耕作 昭和50年8月1日 「朝日新聞」切抜。 活字 1枚 o-38

389 「私の見た韓国」 和田耕作 昭和50年8月1日
『朝日新聞』5面論壇欄の切抜。「50-8-1アサヒ」の書込と赤ペンで
チェック印あり。

活字 1点 q-109

390 和田耕作宛　金裕璋書簡 金裕璋 和田耕作 昭和50年8月8日
金は韓国国会議員、日韓議員連盟所属。日本文。日韓の認識の
ズレを指摘すると同時に、和田の新聞投稿に一定の評価。

ペン 3枚 封筒1点 p-213

391 研究会中止のお知らせ 船田中 和田耕作 昭和50年10月22日 船田は日韓議員連盟会長。 活字 1枚 封筒1点 o-120

392 研究会開催のお知らせ 船田中 昭和51年1月13日
船田は日韓議員連盟会長。昭和51年度第1回研究会開催の案
内。

活字 1通 封筒1点 m-129

393 理事会の開催について 原文兵衛 和田耕作 昭和52年10月15日
原は東京日韓親善協会理事長。傍線あり。封筒裏に日時の書込
あり。

活字 1枚 封筒1点 p-166

394 臨時総会の御案内 船田中 和田耕作 昭和52年10月20日 船田は日韓議員連盟会長。 活字 1枚 封筒1点 p-177

395 1 御招待
自由な新聞を守る国際
委員会、世界日報社

和田耕作 昭和52年10月
第一回世界言論指導者会議歓迎レセプションの招待状。封筒表に
「返事がほしい」とあり。

活字 1枚 封筒1点 p-164

395 2 第一回世界言論指導者会議
自由な新聞を守る国際
委員会、世界日報社

[昭和52年10月] 日程やテーマの記されたパンフレット。 活字 1枚 p-164

395 3 海外参加者
[自由な新聞を守る国
際委員会、世界日報
社]

[昭和52年10月] 19名の海外参加者の氏名や肩書を記載。 活字 1枚 p-164

395 4
[第一回世界言論指導者会
議歓迎レセプション出欠葉
書]

[自由な新聞を守る国
際委員会、世界日報
社]

[昭和52年10月] 未使用の葉書。 活字 1枚 p-164

396 1 韓国代表団表敬訪問の件 [民社党] 昭和53年1月20日 民社党側面会予定者に和田の名前あり。
電子式
複写（手
書）

1枚 d-73

396 2
第25次韓日親善協力協議会
訪日韓国代表団名単

[昭和53年] 活字 1枚 d-73

397
樺太抑留韓国人の帰還を促
進するために「忘却の海峡」
上映運動の展開について

民社党本部
県区連・青
年隊

昭和53年3月10日
塚本三郎、和田治夫、和田耕作、田渕哲也、米沢隆の連名。和田
の肩書は国民運動委員長。

活字 3枚 n-143

398 名簿 [和田耕作] [昭和56年1月30日]
昭和54～56年にかけての資料を収納したファイル。日韓議員連盟
や労働総同盟、宗教関係や地方議会議員候補者の名簿など。

ファイル 1点 l-1

399
「日本各地で8・15光復36周
年式典」

アジアニュースセンター 昭和56年9月 『今日の韓国』9月号の切抜。来賓として和田に関する記載あり。 活字 2枚 b-91

400
「在留韓国人の法的、社会的
地位向上について」

和田耕作 昭和56年 小冊子。修正あり。 活字 1点 b-87

401 『世界日報』 世界日報社 昭和57年1月14日
「ポーランド連帯支援委の世話人　和田耕作氏に聞く」の掲載あ
り。傍線あり。

活字 1点 b-86

402
[民韓党代表歓迎昼食会の
案内]

安井謙 和田耕作 昭和57年4月6日 封筒表「和田耕作先生」とあり。安井は日韓議員連盟の会長。 活字 1枚 封筒1点 a-55
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403 1
「在日韓国人の地位向上問
題」

和田耕作 [昭和58年9月] 小冊子。うち1点には書込・傍線あり。 活字 同一2点

封筒 1点
「法的地位
関係資料」
とあり

b-73

403 2
「在日韓国人の法的地位改
善に関して」

趙一済 昭和58年9月6日 小冊子。傍線あり。趙は韓国国会議員。 活字 1点 b-73

403 3 「韓国政治・経済事情」 在韓国日本大使館 昭和58年9月1日 小冊子。 活字 1点 b-73

403 4
「在日韓国人の地位向上問
題」

朴炳一 昭和58年9月1日 小冊子。うち1点には傍線あり。朴は韓国国会議員。 活字 同一1点 b-73

403 5
「韓日・日韓議員連盟　第11
次合同総会」

韓日議員連盟 昭和58年9月5～7日 小冊子。 活字 1点 b-73

403 6
「韓日・日韓議員連盟　第11
次合同総会　基調演説」

李相翊 昭和58年9月6日 小冊子。傍線あり。李は韓国国会議員。 活字 1点 b-73

403 7 委員会別名簿
日韓議員連盟第11回
総会日本議員団

[昭和58年9月] 和田の名前あり。傍線あり。 活字 1枚 b-73

403 8 MEMO 和田耕作 [昭和58年9月] 日韓議員連盟総会での関心事を記したメモ。 活字 1枚 b-73

403 9 [日本議員宿泊室割当] 新羅ホテル 昭和58年9月5日 英文。和田の名前あり。
電子式
複写（活
字）

2枚 b-73

403 10 トラベルマップ　韓国
大韓民国国際観光公
社

地図。 活字 1枚 b-73

404
「'83シンポジウム　在日韓国
人問題に関する主題及び意
見集」

在日本大韓民国居留
民団

昭和58年9月17日 和田耕作「在日韓国人問題の課題と将来の展望」の掲載あり。 活字 1冊 b-72

405
在日韓国人地位에関한“심
포지엄”実行企画（案）

[民団中央本部] 昭和58年9月17日
シンポジウムの企画案。書込あり。2枚目に議長として和田の名前
あり。

電子式
複写（手
書）

5枚 o-212

　６－５　日本北アフリカ協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

406 1
日本北アフリカ協会　昭和51
年度定期総会議事録

日本北アフリカ協会 昭和51年6月9日 2頁に和田耕作の名前あり。 活字 2枚 封筒1点 p-61

406 2 1975年度事務局報告 日本北アフリカ協会 活字 3枚 p-61

406 3 昭和50年度決算表 日本北アフリカ協会 昭和51年3月31日 活字 1枚 p-61

406 4 昭和51年度予算案 日本北アフリカ協会 活字 1枚 p-61

406 5 収支表
日本北アフリカ協会関
西支部

昭和51年3月31日 活字 1枚 p-61

406 6 昭和51年度事業計画 [日本北アフリカ協会] 活字 1枚 p-61

407 請求書 日本北アフリカ協会 和田耕作 昭和51年7月14日 昭和50年度分の会費請求書。 活字 1枚
振込用紙1
枚

p-63

408 「マグレーブ資料」第78号 日本北アフリカ協会 昭和51年7月15日 小冊子。 活字 1点 封筒1点 p-60

409
日本輸出入銀行総裁澄田智
氏のお話をきく会の御案内

日本北アフリカ協会 昭和51年7月15日 封筒表「和田先生」とあり。 活字 1枚 封筒1点 p-62

410
[日本輸出入銀行総裁澄田
智氏の話を聞く会出欠確認
葉書]

日本北アフリカ協会 未使用の出欠確認葉書。 活字 1枚 p-62
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　６－６　靖国神社関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

411 『レファレンス』210号
国立国会図書館調査
立法考査局

昭和43年7月
文協調査室・文教課「靖国神社に対する国家保護の問題」に付
箋、傍線などあり。

活字 1冊 o-203

412 1
靖国神社に対する国家保護
の問題

国立国会図書館調査
立法考査局文教調査
室文教課

[昭和43年]
「調査ダイジェスト」とあり。封筒表「靖国問題の資料　衆議院議員　
和田耕作」とあり。資料411の抜刷り。

電子式
複写（活
字）

5枚 封筒1点 n-122

412 2 陳情書 日本基督教会 昭和48年7月17日 靖国神社法案に反対の陳情書。
電子式
複写（活
字）

1枚 n-122

412 3
「靖国神社法案」に反対する
政治・公法学者の声明

「靖国神社法案」に反
対する政治･公法学者
の声明賛同者

昭和49年4月4日 靖国神社法案に反対の声明。
電子式
複写（活
字）

3枚 n-122

412 4 靖国神社法案の争点 毎日新聞社 昭和49年4月18日 靖国神社法案の記事。
電子式
複写（活
字）

2枚 n-122

413 [請願紹介議員引受の御礼] 庭野日敬・飯島正三 和田耕作 昭和48年10月5日
庭野は新宗連理事長、飯島は新宗連靖国神社問題特別委員会。
「靖国神社を国家管理しないことの請願」署名運動仲介の御礼。

活字 1枚 p-134

414
「靖国法案の強行採決　反対
声明を決議」

全日本仏教会 昭和49年5月1日 『全仏』のコピー。傍線あり。
電子式
複写（活
字）

1枚 p-152

415
「『靖国』で民社修正案を検
討」

読売新聞社 昭和49年5月18日 『読売新聞』のコピー。書込あり。
電子式
複写（活
字）

1枚 p-151

416
「津地鎮祭最高裁判決をめ
ぐって」

井門富二夫・伊藤正
巳・橋本公亘・古田光

昭和52年9月15日 『ジュリスト』No.648からの複写。
電子式
複写（活
字）

13枚 封筒1点 o-81

417 「政教分離と目的効果基準」 種谷春洋 昭和52年12月1日 『判例評論』第226号から複写。
電子式
複写（活
字）

4枚 o-84

418 「特集　国家と宗教」 林修三 昭和52年
『法律のひろば』から複写。副題「津地鎮祭最高裁判決を契機
に」。

電子式
複写（活
字）

4枚 o-82

419 靖国神社公式参拝問題
国立国会図書調査局
文教課など

昭和58年4月
昭和55～58年にかけての資料を収納した封筒。靖国神社参拝に
関する新聞や新聞のコピー、国会会議録のリストなど。

電子式
複写（活
字）

1袋 m-140

420 「ヤスクニとその周辺」
昭和58年12月/昭和59
年1月

副題「『公式参拝』は合憲？」他。『真宗』から複写。
電子式
複写（活
字）

3枚 o-83

421
一、靖国神社とはどういう性
格の神社か

和田耕作 [昭和59年]
「一、靖国神社とはどういう性格の神社か」「靖国神社と信教の自
由について」などの断片から構成。

墨書 16枚 o-207

422
「津地鎮祭違憲訴訟大法廷
判決」

『判例時報』第855号から複写。
電子式
複写（活
字）

6枚 o-85
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423 靖国神社国家保護の問題 和田耕作
「一　靖国神社の沿革」「二　靖国神社国家保護運動の経緯」。封
筒は日本青年遺骨収集団のもの。

墨書 5枚

封筒1点
「靖国神社
問題に対す
る資料」「和
田先生」と
あり。

o-201

424
「靖国神社法案についてのこ
れまでの経過とわが党の態
度」

民社党政策審議会 活字 2枚 o-202

425
靖国問題と信教の自由につ
いて

和田耕作
「(一）問題の重要性」「（二）靖国神社公的参拝問題について」から
構成。

墨書 20枚 o-204

426
(二）日本における信教の自
由について

和田耕作 文章断片。 墨書 3枚 o-205

427 靖国問題を理解する為に 和田耕作 墨書 11枚 o-206

428
キリスト教禁制と緩和の問題
点

和田耕作
うち1枚は白紙。「キリスト教禁制と緩和の問題点」｢幕末以降の仏
教について」から構成。

墨書 5枚 o-208

429 信教の自由について 和田耕作 文章断片。 墨書 5枚 o-209

430
(二）日本における信教の自
由について

和田耕作 資料426とは殆んど内容関連せず。文章断片。 墨書 5枚 o-210

431 信教の自由と靖国問題 和田耕作 墨書 13枚 o-211

432
一、憲法第二十条とその解
釈

和田耕作 信教の自由に関する文章。 墨書 6枚 o-215

　６－７　ベトナム関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

433 『ヴィエトナム』 外務省アジア局 昭和42年10月5日 世界各国便覧叢書23巻。 活字 1冊 n-65

434 「今日のベトナム」 ベトナム懇話会 昭和45年8月10日 ベトナム懇話会シリーズ第7集。 活字 1点 n-64

435 『朝日新聞　夕刊』第30484号 朝日新聞社 昭和45年11月2日 1面の「ベトナム戦争　新局面へ」に傍線あり。 活字 1点 n-62

436 南ベトナム印象記 [和田治子] [昭和45年]
殆ど利用されていないノート。南ベトナムを訪問時のユエ・サイゴン
などの印象や、テト攻勢に関する新聞の記述など。封筒裏「ベトナ
ム原稿」とあり。

ペン 1冊 封筒1点 n-60

437 南ベトナム関係 [和田治子] [昭和45年] 余り利用されていないノート。資料436の元になったと思われる。 ペン 1冊 n-61

438
「外務省よりも商社が熱心に
分析する　サイゴンが陥落す
る日」

産業経済新聞社 [昭和50年] 『週刊サンケイ』の切抜。 活字 3枚 n-63

439 ベトナム [和田治子] 破られている箇所の多いメモ帳。ベトナムの旅行記か。 ペン 1冊 c-1

　６－８　列国議会同盟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

440 「在外公館リスト」 外務省 昭和46年1月1日 小冊子。 活字 1点 p-7

441 各国事情 衆議院渉外部 昭和46年3月25日
小冊子。「一九七一年度列国議会同盟春季会議派遣議員団」とあ
り。会議がベネズエラのカラカスで開催されるため、アメリカ各国の
事情を説明している。

活字 1点 p-3

442
[列国議会同盟会議参加日
記]

和田耕作 昭和46年4月29日
ベネズエラのカラカスで開催された会議に参加した時の日記。4月
11日から29日までを記録した手帳。

ペン 1冊 r-96

443 [国際郵便の書き方] [昭和46年] 国際郵便の書き方を説明した書類。 活字 1枚 p-4
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444 [列国議会同盟関係一件] 和田耕作 [昭和46年]
和田が列国議会同盟会議に派遣された際に購入したと思われる
絵葉書や、パンフレットなど。アメリカ合衆国、ブラジルのものが中
心。封筒表に「和田耕作議員」とあり。

活字 1袋 封筒1点 p-5

　６－９　関係報道記事類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

445 『再建』第21巻3号 再建編集局 昭和42年4月1日 和田耕作「佐々木委員長の発言について」の掲載あり。 活字 1冊 栞1点 s-39

446 『再建』第21巻6号 再建編集局 昭和42年7月1日 和田耕作「健康保険法の抜本対策」の掲載あり。 活字 1冊 栞1点 s-31

447 『囲碁クラブ』第15巻2号 日本棋院 昭和43年2月1日
表紙に「和田執筆」とあり。和田耕作「昨年の他流試合」の掲載あ
り。

活字 1冊 r-33

448 『新経済』第337号 新経済社 昭和43年4月1日
表紙にチェック印あり。和田耕作「変革の地鳴りをききつつ」の掲載
あり。

活字 1冊 栞1点 r-69

449 『新経済』第337号 新経済社 昭和43年4月1日
表紙に「和田耕作執筆」とあり。和田耕作「変革の地鳴りをききつ
つ」の掲載あり。

活字 1冊 栞1点 s-26

450
『東京ポスト』日曜夕刊第129
号

東京ポスト 昭和44年3月2日
4～5面の「座談会　サラリーマン減税へ力合わせ闘い抜こう」に民
社党代表として和田耕作が出席。

活字 同一2点 q-100

451 『読売新聞』第33307号 読売新聞社 昭和44年6月8日
5面の五党公開討論会「土地問題　政党はこう取り組む」に民社党
都市問題特別委員長として和田耕作が出席。和田の発言にチェッ
ク印あり。和田の肩書は衆議院議員。

活字 1点 q-67

452
『日本青年団新聞』第54巻8
号

日本青年団協議会 昭和44年8月15日
4頁に和田も出席した紙上討論「日本の安全と日米安保条約」の
掲載あり。和田の肩書は衆議院議員。

活字 1点 f-21

453 『金属労働者』第17号
全国金属産業労働組
合同盟

昭和45年10月25日
表紙にチェック印、記事に書込あり。見出ラベルの貼付あり。和田
耕作「民主社会主義の任務と課題　七〇年代におけるわれわれの
選択」の掲載あり。

活字 1冊 r-40

454 『再建』第25巻3号 再建編集局 昭和46年4月25日
表紙にチェック印あり。和田耕作「物価対策を政府に糾す」の掲載
あり。

活字 1冊 s-69

455 『月刊　東乳商』第63号 東京都牛乳商業組合 昭和46年11月10日
1面に「和田耕作」、2面にチェック印あり。2面「和田顧問、ひょっこ
り　組合幹部で幹部らと懇談」の掲載あり。和田の肩書は衆議院
議員。

活字 1点 r-62

456 『念書レポート』第16号 念書レポート社 昭和47年5月10日
表紙に「和田耕作」とあり。和田耕作「極秘文書の暴露」の掲載あ
り。

活字 1冊 r-41

457 『日本老友』第15号 日本老友会 昭和47年9月1日 「五大政党の政策を聴く　その２」に和田耕作の寄稿あり。 活字 1点 o-34

458 スクラップブック [和田耕作] 昭和48年5月31日
和田の活動を掲載した新聞記事や議事堂通信を貼付けたファイ
ル。

活字 1冊 q-20

459 『自由』第16巻4号 自由社 昭和49年4月1日
表紙に「和田耕作」とあり。見出ラベルの貼付あり。「シンポジウム　
四党インフレ論争」に和田耕作が出席。

活字 1冊 r-56

460 「狂乱物価と政治の責任」 和田耕作 [昭和49年]
副題「特に国際価格の真相把握について」。雑誌切抜を原稿用紙
に貼付。和田の肩書は衆議院議員。

活字 5枚 o-124

461 『週刊とうきょう 22号』 週刊とうきょう 昭和50年1月1日
2面に和田耕作「政治の土台が変っている」と和田の広告の掲載あ
り。

活字 1点 e-24

462
「違法スト処分は当然」「衆院
社労質疑の要旨」

日本経済新聞社 昭和50年12月6日
『日本経済新聞』32405号の1、4面切抜。「12/6　日経」とあり。和田
の質問の様子も掲載されている。

活字 2枚 s-89

463 『自由』第206号 自由社 昭和52年3月1日
見出ラベルの貼付あり。和田耕作、末永基晴の対談「決意し、行動
する政治のために」の掲載あり。和田の肩書は衆議院議員。

活字 1冊 s-3

464 『自由』第206号 自由社 昭和52年3月
表紙に「和田耕作」とあり。見出ラベルの貼付あり。和田耕作、末
永基晴の対談「決意し、行動する政治のために」の掲載あり。和田
の肩書は衆議院議員。

活字 1冊 r-31
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465 『月刊時事』第22巻4号 月刊時事社 昭和52年4月1日
表紙に「和田耕作」とあり。見出ラベルの貼付あり。「月刊時事・囲
碁道場」に和田耕作が出演。和田の肩書は衆議院議員。

活字 1冊 s-53

466 『改革者』第229号
民主社会主義研究会
議

昭和54年4月1日 和田耕作「北方領土の現状と対策」の掲載あり。 活字 1冊 j-53

467 「北方領土の現状と対策」 和田耕作 昭和54年4月 『改革者』昭和54年4月号抜刷。 活字 1点 o-47

468 『労働レーダー』第33号 労働問題研究会議 昭和55年1月1日
和田耕作・宍戸寿雄・高橋正男・中島正樹・和田教美「一九八〇年　
日本経済と労働運動」の掲載あり。和田の肩書は衆議院議員。

活字 1冊 b-88

469 『サンデー毎日』第3251号 毎日新聞社 昭和55年7月13日 「新しい議員の徹底身上調書」の記事中、和田に関する記載あり。 活字 1冊 b-90

470 『朝日新聞』 朝日新聞社 昭和55年9月25日
和田耕作「論壇　ポーランドの苦渋を見る」の掲載あり。『激流に生
きる』にも掲載あり。

活字 1点 b-74

471 『毎日新聞』 毎日新聞社 昭和56年9月3日
2面「記者席」欄に和田耕作の身延山展望図設置許可の記事あ
り。

活字 1点 b-96

472 『季刊　教育法』 総合労働研究所 昭和56年10月10日
「五党座談会　教科書をどうする」に民社党を代表して和田が出
席。和田の肩書は衆議院議員・党文教部会長。

活字 1冊 r-10

473 『読売新聞』第38290号 読売新聞社 昭和58年2月14日
新聞の一部分。和田の活動を報じた「民社の代議士会長　『田中
擁護論』配る」の掲載あり。

活字 1点 j-55

474 『毎日新聞』 毎日新聞社 昭和58年2月15日
新聞切抜のコピー。和田の活動を報じた「記者席　言いたいこと
は、言わねば」の掲載あり。

電子式
複写（活
字）

1点 j-56

475 『言論春秋』第60号 中外ニュース社 昭和58年7月15日
和田耕作「マスコミと政治倫理」の掲載あり。和田の肩書は衆議院
議員･民社党代議士会長。

活字 同一3冊
b-1
r-8

476 「６・３ニュース　第155号」 六・三会 昭和59年9月3日 小冊子。巻頭は議員引退後の和田を囲む会の記事。 活字 1点 a-84

　６－１０　案内・依頼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

477 申込書
東京大学駒場祭実行
委員会

民社党本部
教宣部

昭和48年9月10日
4野党討論会「政権構想をめぐって」参加希望の申入れ。封筒1点
は駒場祭実行委員会から民社党本部教宣部宛、もう1点は民社党
本部から和田耕作宛。

ペン 1枚 封筒2点 p-65

478 1
「親イスラエル政策を捨てる
な」

手島郁郎 [昭和48年11月]
小冊子。手島はキリストの幕屋創始者、イスラエル救済実行委員
会。

活字 1点 p-76

478 2
[イスラエルのためのキャン
ペーン実行のお知らせ]

堀栄松・臼井義麿 昭和48年11月 イスラエル救済実行委員会の堀は委員長、臼井は事務局長。 活字 1枚 p-76

478 3
ヴァルトハイム宛　手島郁郎
書簡

手島郁郎
ヴァルトハイ
ム

昭和48年10月8日 ヴァルトハイムは国連事務総長。英文。返答の写しあり。
電子式
複写（活
字）

1枚 p-76

479 依頼書
東京大学駒場祭実行
委員会

和田耕作 昭和48年10月12日
第24回駒場祭本部企画「政権構想をめぐって」の出席依頼書と概
要の説明。封筒裏「要返事」などとあり。

青焼（手
書）

3枚
原稿用紙1
枚、封筒1
点

p-66

480
[大磯アカデミーハウス一〇
周年記念式の案内]

尾崎憲治 和田耕作 昭和48年10月15日
尾崎は日本クリスチャンアカデミー大磯アカデミーハウス所長。裏
面に挨拶文の下書の書込あり。

活字 1枚 封筒1点 p-83

481 1
[パネル・ディスカッションの案
内]

スウェーデン社会研究
所・日瑞基金

昭和48年10月27日 主催はスウェーデン大使館。 活字 1枚 封筒1点 p-113

481 2
ベールテイル殿下産業ミッ
ション日程

11月5～11日の日程表。 活字 1枚 p-113

29/95



和田耕作関係文書目録

請求番号 枝番号 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容･備考 記述法 点数 附属資料 箱-通番

481 3
[パネル・ディスカッションの案
内]

スウェーデン大使 昭和48年10月26日 英文。
タイプ
（電子式
複写）

2枚 p-113

482
[仏教タイムス社創刊一〇〇
〇号記念会の招待]

常光活然・沼田恵範 和田耕作 昭和48年10月30日 仏教タイムス社の常光は社主、沼田は取締役社長。 活字 1枚 案内図1枚 p-82

483
[笹本公江バレエ学園第十九
回発表会の案内]

笹本公江 和田耕作 昭和48年10月 活字 1枚 封筒1点 p-111

484 ご案内 福田赳夫など 和田耕作 昭和48年10月
福田は代表世話人。日本会および日本総調和連盟主催の「世界
総調和のつどい」の案内。和田は世話人の1人。

活字 1枚

世話人（順
不同敬称
略）1枚、封
筒1点

p-121

485
[自治体消防二十五周年記
念全国消防大会案内]

赤木宗徳・大川鶴二 和田耕作 昭和48年10月 赤木は日本消防協会会長、大川は全国消防長会会長。 活字 1枚

封筒1点、
会場地図1
枚、自動車
標章1枚

p-130

486 1 御招待 特許大学 昭和48年10月 博士号受賞者祝賀懇親大会の招待状。 活字 1枚
封筒2点、
記念品引
換券1枚

p-138

486 2
祝博士号受賞記念博士号受
賞者祝賀懇親大会（御案内）

特許大学 [昭和48年10月] 式次第、来賓招待、特許大学役員、会場案内など。 活字 9枚 p-138

487
[立石文夫・宇田川澄子結婚
披露宴の案内]

立石精・宇田川甚作 和田耕作 昭和48年10月 立石と宇多川は新郎新婦の父親。 活字 1枚
封筒1点、
会場地図1
枚

p-98

488
第28回WCCコンペ開催のお
知らせ

WCC運営委員会 和田耕作 [昭和48年10月] 和田は立正佼成会顧問。
電子式
複写（手
書）

1枚 p-86

489 [林海峰名人就位式案内] 有光次郎 和田耕作 昭和48年11月1日 有光は日本棋院の理事長。 活字 1枚 封筒 p-103

490 第七回　仏教講座御案内 玉村かよ 和田記代子 昭和48年11月1日 玉村は晃妙会会長。
青焼（手
書）

1枚 p-107

491 ごあんない 西田喜代子 和田耕作 昭和48年11月1日
西田は杉並区手をつなぐ親の会会長。社会福祉団体済美会の第6
回親子運動会の案内。

謄写（手
書）

1枚
封筒1点、
プログラム1
点

p-133

492
石井秀幸・土井マリ子結婚披
露次第

[明治記念館] 昭和48年11月3日 和田は祝辞を述べる来賓。 活字 1枚 p-96

493
[第十四回「親鸞と現代」講演
会の招待]

守山理々 和田耕作 昭和48年11月5日 中山は日本仏教鑽仰会理事長。
青焼（活
字）

1枚
封筒1点、
入場券2枚

p-81

494 [全国町村長大会の案内] 河津寅雄 和田耕作 昭和48年11月 河津は全国町村会長。 活字 1枚 封筒1点 p-122

495 八千代工場落成披露ご招待 森田久雄 和田耕作 昭和48年11月 森田は堀切バネ製作所取締役社長。 活字 1枚

封筒1点、
八千代工
場案内図1
枚、記念品
お引換券1
枚

p-79

496
昭和四十八年度臨時総会出
欠通知

全国クリーニング環境
衛生同業組合連合会

昭和48年11月 未使用の返答葉書。 活字 1枚 p-80

497 マイケル教授の特別講演会 アジア調査会 和田耕作 昭和48年11月 活字 1枚 封筒1点 p-84
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498
[小山恭弘君・尚子さんの結
婚を祝う会の案内]

山下文夫 和田耕作 昭和48年11月
山下は結婚を祝う会の世話人代表。新郎は同盟本部勤務、新婦
は民社党本部勤務。

活字 1枚
封筒1点、
会場地図1
枚

p-97

499
林海峰名人祝賀の集い御案
内

盛毓度 和田耕作 [昭和48年11月12日]
盛毓度は呉林会の代表、会場「留園」の経営者。往復葉書のうち
往信のみ。

活字 1枚 p-102

500
[第九回国際フォーラムレセ
プション開催の案内]

フリードリッヒ・エーベル
ト研究所

和田耕作 [昭和48年11月15日] 活字 1枚
封筒1点、
地図1枚

p-127

501 1
[第九回国際フォーラム開会
式と全体会議開催の案内]

フリードリッヒ・エーベル
ト研究所

和田耕作 [昭和48年11月15日] 活字 1枚
封筒1点、
地図1枚

p-128

501 2
[Draft Programme of the 
Opening Ceremony And 
Lectures]

Friedrich Ebert 
Stiftung

[昭和48年11月15日] 英文。 活字 1枚 p-128

502 [舞踊会開催の案内] 藤間流東扇会 和田耕作 [昭和48年11月16日] 葉書が座席の引換券となっている。 活字 1枚 p-105

503 朋斎会公開早碁ご案内 朋斎会 [昭和48年11月] 朋斎会は藤沢朋斎の後援団体。 活字 1枚 招待券1枚 p-100

504 講師依頼書 宮崎吉政 和田耕作 [昭和48年11月]
宮崎は政治革新懇話会代表幹事。テーマは「土地・物価問題につ
いて」、自民・小渕恵三、社会・阪上安太郎、公明・広沢直樹とあ
り。

活字 1枚 封筒1点 p-123

505 日・独シンポジウムの御案内
日本対外文化協会・フ
リードリッヒ・エーベルト
研究所

和田耕作 [昭和48年11月]
テーマは「環境と政治」、「環境問題の歴史的経緯と将来の展望」。
和田は日本側報告者の1人。資料1161と関連あり。

活字 1枚 p-126

506 ご案内 宮崎吉政 和田耕作 [昭和48年]
宮崎は政治革新懇話会代表幹事。テーマは「土地・物価問題につ
いて」、自民・中山太郎、社会・阪上安太郎、公明・北側義一、民
社・和田耕作とあり。

電子式
複写（活
字）

1枚 封筒1点 p-124

507 「朋斎会」ご案内 朋斎会 [昭和48年]
朋斎会は藤沢朋斎の後援団体。官製葉書に印刷されているが、
郵送されていない。

活字 1枚 p-101

508
73文化まつり　民踊・舞踊大
会

杉並民踊協会 [昭和48年] 大会のパンフレット。 活字 1点 p-106

509 朋斎会ご案内 朋斎会 [昭和48年] 朋斎会は藤沢朋斎の後援団体。 活字 1枚 封筒1点 p-99

510
[日本乳業協議会懇談会の
案内]

児玉由一 和田耕作 昭和49年5月1日 児玉は日本乳業協議会理事長。 活字 1枚 封筒1点 p-144

511
杉並区母子福祉団体連合会　
総会の御案内

児玉琴枝 和田耕作 昭和49年5月4日
児玉は杉並区母子福祉団体連合会会長。葉書表に「予定入れ」と
あり。封筒表「済　予定入れ」とあり。

謄写（手
書）

1枚 封筒1点 p-143

512 封筒 清水末弘 和田耕作 [昭和49年5月20日]
清水は東服中野支部中野洋服同業組合支部長。封筒のみ。封筒
表裏に「御招待」「予定入れ」「メイギ入れ」などの書込あり。

ペン 1点 p-155

513 月例研究会のお知らせ
日本評論家協会事務
局

和田耕作 [昭和49年5月23日] 講師は大谷恵教、演題は教育論争の問題点。 活字 1枚 p-149

514
丸井ニュー新宿店新築開店
披露ご招待

青井忠治・青井忠雄 和田耕作 昭和49年5月 忠治は取締役会長、忠雄は取締役社長。 活字 1枚

封筒1点、
記念品引
換券1枚、
駐車券1枚

p-154

515
[第９回総会及び懇親会の案
内]

田部清 和田耕作 昭和49年5月
田部は全国牛乳商業組合連合会会長。祝辞の下書と思われる書
込あり。

活字 1枚
封筒1点、
地図1枚

p-156

516 感謝決議 全国公立学校教頭会 和田耕作 昭和49年6月9日 第十六回全国公立学校教頭総会での感謝決議。
電子式
複写（墨
書）

1点 封筒1点 n-131

517
[関西牛乳乳製品B.B.B設置
のお知らせ]

児玉由一・前田恒子 和田耕作 [昭和49年] 児玉は日本乳業協議会理事長、前田は事務局長。 活字 1枚 封筒1点 p-146

31/95



和田耕作関係文書目録

請求番号 枝番号 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容･備考 記述法 点数 附属資料 箱-通番

518 1 [政治革新懇話会案内] 宮崎吉政 和田耕作 [昭和50年] 朝鮮問題について研究会を開催。 活字 1枚

封筒2点,
「予定の中
の案内状
の一部」と
あり。

o-120

518 2
[笹本公江バレエ団第21回発
表会案内]

笹本公江 和田耕作 昭和50年10月 活字 1通 封筒1点 o-120

518 3 [新宿御苑菊花展示案内] 小沢辰男 和田耕作 昭和50年10月 活字 1通
封筒1点、
引換券2枚

o-120

518 4
「普通選挙五〇年記念後援
会」

尾崎行雄記念財団 和田耕作 [昭和50年] 記念講演会講演者は細川隆元、永井道雄。 活字 1通 o-120

518 5 [封筒] [昭和50年] 封筒表「寸志　和田先生」とあり。 ペン 1点 o-120

518 6
「昭和50年度自衛隊観閲式
実施要領」

坂田道太 和田耕作 昭和50年11月2日 同一と思われる封筒あり。ただし未開封。 活字 1枚

封筒1点、
招待券1
枚、地図1
枚、留意事
項1枚

o-120

518 7
[全国腎臓病患者連絡協議
会封筒]

全国腎臓病患者連絡
協議会

和田耕作 昭和50年10月31日 封筒のみ。 ペン 1点 o-120

518 8
[日本テトラパック株式会社封
筒]

日本テトラパック株式
会社

和田耕作 [昭和50年] 封筒裏にメモあり。 ペン 1点 o-120

518 9 [健康保険組合連合会封筒] 安田彦四郎 和田耕作 [昭和50年] 封筒のみ。 活字 1点 o-120

518 10 「第17回定期大会のご案内」 高坂弘巳 和田耕作 昭和50年10月
高坂は日本自動車産業労働組合連合会・全日産自動車労働組合
組合長。名刺は副組合長佐野好男。

活字 1枚

地図1枚、
駐車券1
枚、名刺1
枚、封筒1
点

o-120

518 11 [特別試写会案内] 大塚達男 和田耕作 昭和50年10月31日 大塚は全国学童保育連絡協議会会長。
電子式
複写（手
書）

1枚
封筒1点、
映画パンフ
レット1点

o-120

518 12 [晃妙会仏教講座案内] 玉村かよ 和田耕作 [昭和50年]11月8日 ペン 1枚 o-120

518 13
「第七回年次大会開催のご
案内」

松永任弘 昭和50年10月27日 松永はオールジャパンオリリー労働組合組合長。
電子式
複写（手
書）

1枚 o-120

518 14 [メモ] [昭和50年] メモには「要請文、連絡、東京水道労働組合本部」など記述あり。 ペン 1枚 o-120

518 15 「厚生一般」 [昭和50年]11月13日 名簿。
電子式
複写（手
書）

1枚 o-120

518 16
「農地固定資産税対策関東
甲信越地区農協・農委代表
者大会について（ご案内）」

林辰衛・小串靖夫 和田耕作 昭和50年10月21日
林は関東甲信地区都県農業会議代表、小串は関東甲信地区都県
農協中央会連絡協議会会長。

活字 2枚 封筒1点 o-120

518 17 「（灯油問題）参考人」 昭和50年11月11日
電子式
複写（手
書）

3枚 o-120
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518 18 「懇親会ご案内」 経済政策研究協会 和田耕作 [昭和50年]11月11日 講演者は中林貞男。
電子式
複写（手
書）

1通 o-120

518 19
「年賀はがきのご予約につい
て」

参友会 [昭和50年] メモには「年賀はがき、予約どうしますか？」など記述あり。 活字 同一2枚 メモ1枚 o-120

518 20
「第二回定期総会とパー
ティーへのお誘い」

高木信幸 和田耕作 昭和50年10月 活字 1通

封筒1点、
入場整理
券1枚、は
がき1枚

o-120

518 21
「国会議員の秘書の給料等
支給規程の一部を改正する
規程」

[昭和50年] 切抜。 活字 1枚 o-120

518 22
「第三四回命光修養会お知ら
せ」

今村命光 和田澄子 [昭和50年] 謄写 1通 o-120

518 23 [メモ] [昭和50年] メモ帳の表紙。「民社、今年豊富」など記述あり。 鉛筆 1枚 o-120

518 24
[第十六回『親鸞と現代』講演
会案内]

中山理々 和田耕作 昭和50年11月 活字 1枚

封筒1点、
入場券2
枚、講演題
目案内2枚

o-120

518 25 [監査団発会案内]
東京中野公認会計士
監査団

和田耕作 昭和50年11月13日 活字 1通 封筒1点 o-120

518 26
「『年賀はがき』の購入案内
について」

天野商店 和田耕作 昭和50年10月 活字 1枚 o-120

518 27
[凸版印刷労働組合創設三
十周年式典案内]

加藤勇 和田耕作 昭和50年10月 加藤は全日本労働総同盟凸版印刷労働組合板橋支部支部長。 活字 1通 封筒1点 o-120

518 28
[国際婦人記念日本婦人問
題会議次第]

植木光教・長谷川峻・
小坂善太郎

和田耕作 昭和50年10月5日 活字 1枚

入場券1
枚、駐車券
1枚、地図1
枚、注意事
項1枚、昼
食会案内1
枚

o-120

518 29
[国際婦人記念日本婦人問
題会議]

植木光教・長谷川峻・
小坂善太郎

和田耕作 昭和50年10月 活字 1通
封筒1点、
開催要領1
枚

o-120

518 30 [モンゴル大使封筒] 和田耕作 [昭和50年] 未開封。封筒裏に「山口敏夫先生より」など記述あり。 o-120

519 元旦祭のおすすめ 八幡数霊学園 昭和50年12月 昭和51年元旦祭申込の勧誘。 活字 1枚 d-36

520
[日本民族舞踊団の講演案
内]

木村秀夫 和田耕作 昭和50年12月
封筒に「検討」と書込あり。木村は国際芸術家センター事務局長。
日本民族舞踊団の講演の案内と、各種方面への紹介の依頼。講
演パンフレットと返信葉書を同封。

活字 1通 m-135

521 お知らせ 第二議員会館課 昭和51年1月19日 議員会館各室の清掃の通知。 活字 1枚 m-130

522 [新年行事のお誘い] 満鉄会など 和田耕作 昭和51年1月 新年会など各種の新年行事への案内。 ペンなど 42通

封筒1点
「51年1月1
日～25日ま
で　手紙そ
の他」とあ
り。

m-119
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523
全国保険医団体連合会第14
回定期総会のご案内

中野信夫 和田耕作 昭和51年1月 中野は全国保険医団体連合会会長。定期総会への祝電依頼。 活字 1通 m-132

524

患者の力で作る難病キャン
ペーン『太陽は泣かない』製
作上映資金カンパチャリティ
映画会！

日本福祉映画協会 [昭和51年1月] 「あいさつ」など書込あり。映画会の案内。
電子式
複写（活
字）

1枚 m-137

525
[東京電力労働組合東京地
区協議会第4回総会開催通
知]

大塚彦次 和田耕作 昭和51年7月23日 大塚は東京電力労働組合東京地区協議会議長。
電子式
複写（手
書）

1枚 p-273

526 「第一回定時総会議案」
全国社会保険労務士
会東京会

昭和52年5月19日 小冊子。表紙に「和田耕作」とあり。 活字 1点 n-137

527
[第10回支部親睦旅行会の
招待]

東京都宅地建物取引
業協会杉並区支部

和田耕作 昭和52年9月10日 封筒表に日時の書込あり。 活字 1枚
旅行日程1
枚、封筒1
点

p-162

528 総会のお知らせ
全国多発性硬化症友
の会

和田耕作 [昭和52年9月21日] 往復葉書の往信のみ。葉書表に日時の書込あり。
謄写（手
書）

1枚 p-171

529
全国産業安全衛生大会ご招
待について

芦原義重 和田耕作 昭和52年9月25日
芦原は中央労働災害防止協会会長。封筒裏に日時の書込あり。
招待券は未使用。

活字 1枚
封筒1点、
招待券1枚

p-197

530
鉄道労働組合東京地方本部
結成大会の御案内

野上音三 和田耕作 昭和52年9月29日
野上は鉄道労働組合東京地方本部結成準備委員会準備委員長。
封筒表に日時の書込あり。

電子式
複写（活
字）

1枚 封筒1点 p-192

531 創立二十周年記念御案内 木下正治 和田耕作 昭和52年10月1日
木下は全国労働者共済生活共同組合連合会理事長。「祝電スミ」
との書込あり。封筒表に日時の書込あり。

活字 1枚

封筒1点、
地図1枚、
駐車サービ
ス券1枚、
記念品引
換券1枚

p-167

532
東京地方金属・青年婦人協
議会第一六回年次総会開催
の御案内

衣笠昭二 和田耕作 昭和52年10月3日
衣笠は全国金属産業労働組合同盟東京地方金属青年婦人協議
会議長。封筒表に日時の書込あり。

謄写（手
書）

1枚 封筒1点 p-175

533 和田耕作宛　織田幹雄書簡 織田幹夫 和田耕作 昭和52年10月3日
織田は東京教育大学体育学部移転跡地獲得渋谷区民連盟会長。
役員懇談会開催について。

謄写（手
書）

1通 p-50

534
北総支部第十二回定期大会
ご案内

高木信幸
民社党東京
第四区連合
会

昭和52年10月5日
高木は民社党北総支部長。民社党東京第四区連は和田宅。封筒
表に時間と場所の書込あり。

電子式
複写（手
書）

1枚 封筒1点 p-176

535 理事会開催について 福田赳夫・山岡荘八 和田耕作 昭和52年10月7日 福田は日本会総裁、山岡は会長。封筒裏に日時の書込あり。
電子式
複写（手
書）

1枚 封筒1点 p-170

536
全国心臓病の子供を守る会
第15回全国総会御案内

梅崎栄幸 和田耕作 昭和52年10月11日
梅崎は全国心臓病の子供を守る会会長。封筒表に「祝電11月6日
於福岡」とあり。

謄写（手
書）

1枚 封筒1点 p-190

537
ソ連邦建国六〇周年記念レ
セプション御案内

ソ連邦建国六〇周年祝
賀委員会

和田耕作 昭和52年10月12日 封筒裏に日時の書込あり。 活字 1枚 封筒1点 p-165

538
中曽根康弘自民党前幹事長
の特別講演会

アジア調査会 和田耕作 [昭和52年10月14日] 往復葉書の往信のみ。 活字 1枚 p-161

539 病院大会開催ご案内 左奈田幸夫 和田耕作 昭和52年10月15日 左奈田は日本病院会会長。
電子式
複写（墨
書）

1枚 p-168
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540
児童福祉法制共同募金運動
30周年記念全国社会福祉大
会ご案内

灘尾弘吉 和田耕作 昭和52年10月15日
灘尾は全国社会福祉大会会長。封筒裏に日時の書込あり。出欠
葉書は未使用。

活字 1枚
封筒1点、
出欠葉書1
枚

p-196

541
[支部親睦旅行会参加の御
礼]

東京都宅地建物取引
業協会杉並区支部

和田耕作 昭和52年10月21日 旅行参加の御礼と、切符及びお部屋割券の送り状。
電子式
複写（手
書）

1枚

封筒1点、
切符1枚、
お部屋割券
1枚

p-163

542 尾崎記念講演会のご案内 尾崎行雄記念財団 和田耕作 [昭和52年10月25日] 葉書。表に書込あり。 活字 1枚 p-195

543 講座御案内 わたつみ友の会 和田耕作 [昭和52年10月26日] 葉書裏の日時に傍線あり。 活字 1枚 p-172

544
[日中書道の会第1回総会の
案内]

日中書道の会 和田耕作 昭和52年10月27日 封筒裏に日時の書込あり。
青焼（手
書）

1枚 封筒1点 p-180

545
障害児にゆきとどいた教育と
卒業後の生活の保障をめざ
す要請について

尾堀元英・戸山進 和田耕作 昭和52年10月28日
尾堀は障害者と家族の生活と権利を守る都民連絡会会長、戸山
は東京都障害児学校教職員組合執行委員長。陳情訪問の通知。
封筒裏に日時の書込あり。

謄写（手
書）

1枚 封筒1点 p-191

546 [新宿御苑菊花展示の案内] 石原慎太郎 和田耕作 昭和52年10月
石原は環境庁長官。入苑券などは未使用。封筒裏に日時の書込
あり。

活字 1枚

封筒1点、
地図1枚、
入苑券など
1綴

p-179

547
青木一男・剣木享弘両先生
引退慰労国会議員囲碁大会

三室幸雄・大田武 和田耕作 昭和52年10月 三室は国会春秋社会長、大田は社長。封筒裏に日時の書込あり。 活字 2枚 封筒1点 p-185

548
[税理士制度三十五周年記
念祝賀会の案内]

波多野重雄 和田耕作 昭和52年10月 波多野は東京税理士会会長。
電子式
複写（活
字）

2枚 封筒1点 p-188

549
[笹本公江バレエ学園第二十
三回発表会の案内]

笹本公江 和田耕作 昭和52年10月 封筒表に「予定入レ」とあり。 活字 1枚 封筒1点 p-189

550
[宇都宮徳馬代議士の永年
在職議員表彰をお祝いする
会実行委員会からの封筒]

鳩山邦夫 和田耕作 [昭和52年]10月
鳩山は宇都宮徳馬代議士の永年在職議員表彰をお祝いする会実
行委員会の代表。封筒のみ。封筒裏に日時の書込あり。

封筒 1点 p-184

551 病院大会開催要領 左奈田幸夫 [昭和52年10月]
左奈田は日本病院会会長。「10/28　祝電スミ」とあり。封筒裏日時
の書込あり。

活字 1枚 封筒1点 p-169

552 緊急幹事会の御案内 毛利松平 和田耕作 昭和52年11月2日 毛利は日韓議員連盟幹事長。封筒裏に日時の書込あり。 活字 1枚 封筒1点 p-193

553 御案内 鉄道労働組合 和田耕作 昭和53年5月25日 第29回中央委員会への祝電依頼。 活字 1通 封筒1点 f-2

554

農業基本政策確立・要求米
価実現関東甲信地区農協代
表者大会臨席方お願いにつ
いて

関東甲信地区農協農
政対策協議会

和田耕作 昭和53年6月15日 大会出席の依頼。 活字 1通 封筒1点 f-1

555
清水港等視察ならびに新さく
ら丸乗船研修会

小坂善太郎 昭和57年4月14日 小坂は海事振興連盟会長。参加者への説明と日程表。 墨書 2枚 a-70

　６－１１　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

556 国会見学名ボ [和田耕作] 昭和45年2月 あまり使われていないノート。 ペン 1冊 d-11

557 要望書 村上通明 [昭和45年] 和田耕作の秘書が出した要望書。 ペン 2枚 n-120

558 [給料袋など] 衆議院 昭和46年10月
支出の内訳を記したとおもわれる封筒の中に、和田耕作の議員歳
費や和田澄子・治子の秘書給与袋など23点を封入したもの。

活字 23点 d-56

559
[日本青年遺骨収集団第13
次派遣]

[昭和48年] フィリピンに派遣される遺骨収集団のメモ。 ペン 1枚 p-139
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560 [市議から回された仲裁一件] [和田治子] [昭和48年] 建築に関する紛議の仲裁のメモ。 ペン 4枚 p-132

561 [愛知揆一の連絡先] [昭和48年] 愛知揆一の住所と電話番号を記したメモ。 ペン 1枚 p-140

562 [封筒印刷見本] [和田耕作] [昭和48年] 封筒に印刷された住所などに、ペンで修正を加えたもの。 活字 1点 p-104

563 陳情処理（控）帳 [和田耕作] 昭和49年 和田耕作に対する陳情を記録したノート。 ペン 1冊 n-130

564 [区長公選等実現決起大会] 朝日新聞社 [昭和49年]
「区長公選等実現決起大会」の写真。裏面に無断使用を禁じる印
字あり。

写真 同一2枚 m-133

565 1
日本コロンビア友好議員連盟
設立趣意書（案）

岸信介など 和田耕作 昭和52年10月
国際人口問題議員懇談会の封筒を利用。設立発起人会の開催通
知。封筒裏に日時の書込あり。

活字 2枚 封筒1点 p-186

565 2
日本コロンビア友好議員連盟
規約（案）

[岸信介など] [昭和52年10月]
国際人口問題議員懇談会の封筒を利用。設立発起人会の開催通
知。封筒裏に日時の書込あり。

活字 1枚 p-186

566 陳情処理（控） 和田耕作 昭和53年1月 陳情者の名前と陳情内容を記したノート。 ペン 1冊 j-49

567 [中南米歴訪日記] 和田耕作 [昭和53年9月10日] 和田の中南米歴訪日記。9月3日から10日まで。 ペン 1冊 r-6

568 [封筒] 和田耕作 「衆議院議員和田耕作」と印刷された封筒。未使用。 活字 1点 d-19

569 メモ
秘書のものと思われるメモ帳。議会関係者の名前や行動予定な
ど。

鉛筆 14枚 d-75

570 中央アジア [和田治子] ソ連領中央アジアの旅行を記録したノート。 ペン 1冊 e-2

571 [議員秘書日記] [和田治子] 9月10日～11日の会合などを記録したノート ペン 1冊 e-3

572 君に捧ぐ　処伏す野辺 [和田治子] 書きかけの草稿。インド旅行と森鴎外について。うち一枚は白紙。 ペン 3枚 n-66

　７　選挙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

573 『民社新聞　第261号』 民主社会党本部 昭和40年4月9日
3面に「血の気多い実践家　東京地方区　和田耕作氏」の掲載あ
り。また4面に「民社党幹部　根っこの新会員を激励　西尾、和田両
氏ら」の記事、1面に和田耕作『私の昭和史』の広告あり。

活字 同一2点 f-32

574 『毎日新聞』夕刊32033号 毎日新聞社 昭和40年6月19日 3～10面のみ。3面の「参院選の裏方さん」に和田耕作の写真あり。 活字 1点 q-70

575
「ラストスパート　３　必死の
電話作戦」

産業経済新聞社 昭和40年6月29日 産経新聞の新聞切抜。 活字 1枚 f-40

576 わたくしの決意 [和田耕作] [昭和40年6月]
第7回参議院議員総選挙の政見放送放送原稿。本文は和田治子
の筆跡ｈ。時間や場所に関するメモあり。

活字 5枚 q-75

577 『朝日新聞』 朝日新聞社 昭和40年7月2日
新聞の一部分。書込あり。16面に「都民の心はどう決まった　本社
調査　参院地方区終盤の模様」に和田の名前あり。

活字 1点 f-27

578 『朝日新聞』第28554号 朝日新聞東京本社 昭和40年7月2日
3～14面のみ。8～9面が開かれた状態。第7回参議院議員総選挙
の終盤調査記事で和田耕作や民社党関係にチェック印あり。

活字 1点 q-68

579 1 『京葉文化タイムズ』第5号 京葉文化タイムズ社 昭和40年7月5日 2面の「宗教戦線異状あり」に和田への言及あり。 活字 1点 f-39

579 2 「宗教戦線異状あり」 京葉文化タイムズ社 昭和40年7月5日
新聞切抜。書込あり。資料579-1に掲載された記事を切抜いたも
の。

活字 1枚 f-39

580 『朝日新聞』 朝日新聞社 昭和40年7月6日
新聞の一部。夕刊。3面の「全国区候補者の都道府県別得票一
覧」に書込あり。

活字 1点 f-37

581 『毎日新聞』 毎日新聞社 昭和40年7月7日
新聞の一部。16面の「やはり組織に　参院選、東京の投票　結ぶ
全国区」に和田への言及あり。

活字 1点 f-38

582 『毎日新聞』夕刊第32051号 毎日新聞社 昭和40年7月7日
2～3面が開かれた状態。3面の萩原延寿「数字と空想　参院東京
地方区の場合」で和田耕作への言及あり。

活字 1点 q-79

583 『中央新聞』第342号 中央新聞社 昭和40年12月18日
1面に和田耕作の衆議院選出馬と民社党支部結成の記事を掲
載。

活字 1点 q-17
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584
「明日の時代を切りひらく平
和と福祉の民社党　和田耕
作後援会しおり」

和田耕作後援会事務
所

[昭和40年] パンフレット。推薦討議資料とあり。 活字
同一10
点

o-19
f-10
m-30
m-99
n-55

585 「和田耕作事務所開き」 [和田耕作選挙事務所] 昭和41年3月1日 事務所開きの芳名帳。贈答品の記録もあり。 ペン 1冊 c-151

586 『全繊新聞』第912号 全国繊維産業 昭和41年10月31日 2面に「総選挙にはこの人たちを　東京四区　和田耕作」掲載あり。 活字 1点 f-29

587
民社党　和田耕作　安心でき
る革新勢力の創設のため一
生を捧げる

和田耕作 昭和42年1月
第31回衆議院議員総選挙の選挙公報掲載原稿。封筒表「公報在
中」とあり。

活字 1枚 封筒1点 n-48

588
衆議院議員選挙(東京都第4
区）選挙公報

東京都選挙管理委員
会

昭和42年1月
第31回衆議院議員総選挙の選挙公報。資料587が掲載されてい
る。

活字 1枚 n-49

589 わたくしの決意 和田耕作 [昭和42年1月] 第31回衆議院総選挙時の原稿。 ペン 14枚

封筒 1点 
「文化放送 
15日11時
半-12時」と
あり

f-22

590 私の経歴 和田耕作 [昭和42年1月] 第31回衆議院議員総選挙時の原稿。資料587の原型と思われる。 ペン 10枚 n-54

591
「和田耕作君当選祝賀出席
者芳名簿」

昭和42年2月14日 和田の衆議院議員当選祝賀会の出席者名簿。 ペン 1冊 c-153

592 『中刷新報』第426号 印刷出版研究所 昭和42年4月13日 連載記事「先生こんにちは　永田町を訪ねて」が和田を取材。 活字 1点 n-53

593 『毎日新聞』 毎日新聞社 昭和42年4月17日 第二部、統一地方選挙特集号。 活字 1点 n-52

594 [後援会結成の報告] 和田耕作 昭和43年 未使用の後援会結成の報告。 活字 1枚 m-84

595
「民社党政策発表　沖縄・安
保演説会」

和田耕作事務所 昭和44年11月 政策演説会の案内を兼ねたパンフレット。 活字 同一2点
m-31
n-22

596 [紹介者への挨拶状] 和田耕作 昭和44年11月 支援者から紹介された人物への挨拶状。
謄写（手
書）

1枚 n-19

597
民社党政策発表　沖縄・安保
演説会案内葉書

民社党東京四区支部
連合会

[昭和44年]11月23日 表に「27日高円寺　5-9土田さん　根津会館」と書込あり。 活字 1枚 n-26

598
｢10選挙区の情勢分析」（朝
日）/「焦点金子氏の追上げ」
（毎日）

朝日新聞・毎日新聞 昭和44年12月24日 『朝日新聞』と『毎日新聞』の切抜。 活字 2枚

メモ2枚
（「朝日新
聞（12月19
日～20日）
世論調
査」）、封筒
1点

o-16

599 スクラップブック [和田耕作] 昭和44年12月
昭和44年の第32回衆議院議員総選挙における和田関連の新聞記
事を貼付けたファイル。

活字 1冊 q-21

600 1
「民社党衆議院議員候補者
一覧」

民社党総選挙対策本
部

昭和44年12月 小冊子。8頁に和田の名前あり。 活字 1点 d-16

600 2 私の決意 参議院選挙に臨んでの決意表明。 ペン 2枚 d-16

601 [選挙公報]
東京都選挙管理委員
会など

昭和44年12月
昭和38～44年にかけての衆参議員選挙公報。和田を掲載したも
のもあり。

活字 4点 n-50

602 [テレビ演説原稿] 和田耕作 [昭和44年12月] 第32回衆議院総選挙時の原稿。 ペン 8枚 f-45
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603
「安心できる革新の政治をめ
ざして　衆議院議員和田耕作
の国会報告と歩み」

民社党東京四区支部
連合会

[昭和44年] パンフレット。推薦討議資料とあり。 活字
同一33
点

d-66
m-29
n-25
o-20

604
「あなたの一票は、活かされ
ている　民社の和田耕作後
援会のしおり」

和田耕作後援会事務
所

[昭和44年]
パンフレット。和田耕作後援会のしおり。1点を除きそれぞれ和田
耕作後援会入会申込葉書の挟込あり。

活字
同一14
点

葉書11枚

m-64
m-96
n-23
o-25

605
和田耕作君を再び国会へお
くろう！

和田耕作選挙事務所 [昭和44年] 第32回衆議院議員総選挙の際の和田耕作推薦葉書。未使用。 活字 同一4枚
m-75
n-24
s-84

606 和田耕作の経歴
和田耕作後援会事務
所

[昭和44年] 資料604の最終頁部分を切り離したもの。訂正あり。 活字 1点 m-65

607 領収書 山水堂 昭和45年11月4日 山水堂からの領収書。 ペン 1枚 m-86

608
「今こそ安心できる革新の政
治を　民社党衆議院議員和
田耕作　歩みと横顔」

和田耕作後援会事務
所

[昭和46年] パンフレット。 活字
同一70
点

m-32
m-63
m-79
m-88
n-4
n-8
o-35

609
民社党衆議院議員和田耕作　
歩みと横顔

和田耕作事務所 [昭和46年] パンフレット。推薦討議資料とあり。 活字 同一3点 m-5

610 「福祉国家をめざして」 民社党本部 [昭和47年3月] パンフレット。 活字 1点 m-80

611 「心配にっぽん」 近藤日出造 昭和47年5月20日 小冊子。民社党支援の漫画。 活字 1点 m-74

612
民社党衆議院議員和田耕作
を励まそう　プログラム

[和田耕作] 昭和47年6月8日 中野公会堂で行われた会のプログラム。 活字 1点 m-76

613
『週間民社』　東京四区版号
外

民社党本部 昭和47年6月23日 和田耕作を特集した号。 活字 同一4点 m-27

614
「衆議院議員和田耕作を励ま
そう」

和田耕作を激励する会 昭和47年9月28日
和田耕作著『70年代の政権構想』出版記念会（於・杉並公会堂）案
内状。

活字 1枚
封筒1点、
書籍申込
書1枚

o-24

615 『中央新聞』第577号 中央新聞社 昭和47年11月26日
特集は東京四区立候補者の紙上政見発表。和田の政権の掲載あ
り。

活字 1点 n-7

616 読売新聞 [和田耕作] 昭和47年12月
第33回衆議院議員総選挙に関する読売新聞切抜を貼付つけたス
クラップブック。

活字 1冊 q-122

617
サンケイ　東京新聞　日本経
済新聞

[和田耕作] 昭和47年12月
第33回衆議院議員総選挙に関するサンケイ新聞・東京新聞・日本
経済新聞などの切抜を貼付つけたスクラップブック。

活字 1冊 q-123

618 毎日新聞 [和田耕作] 昭和47年12月
第33回衆議院議員総選挙に関する毎日新聞切抜を貼付つけたス
クラップブック。

活字 1冊 q-124

619 朝日新聞 [和田耕作] 昭和47年12月
第33回衆議院議員総選挙に関する朝日新聞切抜を貼付つけたス
クラップブック。

活字 1冊 q-125

620 [ポスター掲示に関する礼状] 和田耕作 昭和47年 未発送の郵便葉書。 活字 1枚 o-22

621 「47年度金銭出納帳」 [和田耕作] 昭和47年 政治資金の出入を記した出納帳。 ペン 1冊 m-35

622 私の決意 和田耕作 [昭和47年] 第33回総選挙に向けた草稿。 ペン 3枚 n-124
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623
あなた様の知友人をご紹介
下さい

和田耕作 [昭和47年] 未使用の知友人紹介名簿。 活字 同一2点

封筒1点 民
社党東京
四区支部
連合会行

m-37
n-5

624
あなた様の知友人をご紹介
下さい

和田耕作・吉田秀英 [昭和47年]
未使用の知友人紹介名簿。資料623とほぼ同一だが、作成者が若
干異なる。吉田は民社党渋谷支部長。

活字 1枚 封筒1点 o-32

625 [企業献金リスト] [和田耕作事務所] 昭和48年1月26日 昭和44～48年にかけての企業献金リスト。 ペン 1冊 m-93

626
「あなたの一票は、活かされ
ている　民社党和田耕作後
援会のしおり」

和田耕作後援会事務
所

[昭和49年] 小冊子。和田耕作後援会のしおり。中に「入会葉書」あり。 活字
同一15
点

m-56

627
「和田耕作後援会」結成のお
願い

蝋山正道 [昭和49年] 資料627に表題の書類がつき、封筒に入ったセット。 活字 同一4点 m-57

628 和田耕作宛　藤原書簡 藤原 和田耕作 [昭和50年11月15日]
封筒裏「満鉄社員有志の『和田耕作後援会』趣意書」とあるが、該
当文書見当たらず。人名と世話人選定に関する意見の記述あり。

ペン 2枚 封筒1点 p-246

629 50.12.贈物控 和田耕作 昭和50年12月 人名を記した殆ど使用済のノート。年賀状やメモの挟込多数あり。 ペン 1冊 p-212

630 [選挙資金提供の御願い] 和田耕作 昭和51年9月23日 総選挙に向けた政治資金寄付依頼。
謄写（手
書）

1枚 e-19

631 [選挙資金提供の御願い] 和田耕作 昭和51年9月23日 総選挙に向けた政治資金寄付依頼。
謄写（手
書）

同一9枚 m-49

632
和田耕作宛　杉並区医師会
封筒

杉並区医師会 和田耕作 昭和51年10月4日 封筒のみ。表面「推せん状」とあり。 ペン 1点 p-276

633
和田耕作宛　東京都宅地建
物取引業協会杉並区支部封
筒

東京都宅地建物取引
業協会杉並区支部

和田耕作 昭和51年10月6日 封筒のみ。表面「推薦状」とあり。 ペン 1点 p-277

634 『日本経済新聞』第32749号 日本経済新聞社 昭和51年11月21日
3～18面欠。2・19面が開かれた状態。第34回衆議院議員総選挙と
保革連合構想に関する記事を掲載。

活字 1点 q-60

635 「中盤…候補者一斉にムチ」 日本経済新聞社 昭和51年11月24日 『日本経済新聞』の切抜。 活字 1点 q-64

636 『日本経済新聞』第32752号 日本経済新聞社 昭和51年11月25日
3～22面欠。2・23面が開かれた状態。第34回衆議院議員総選挙と
保革連合構想に関する記事を掲載。

活字 1点 q-66

637 [支援者記録カード] [和田耕作事務所] 昭和51年11月 ペン 2枚 p-279

638 [宛先不明による返送封筒] 和田耕作 昭和51年11月
うち7点は封筒のみ。事務所開き来臨の御礼と選挙活動への協力
依頼。

活字 10点 p-250

639
「衆議院議員選挙（東京都各
選挙区）候補者開票区別得
票数調」

東京都選挙管理委員
会

昭和51年12月5日
小冊子。表紙「51年12月選挙メイボ」とあり。和田は東京都第四区
で当選。

活字 1点 c-9

640 『サンケイ』第12345号
産業経済新聞東京本
社

昭和51年12月7日
箱には「保存用」とあり。第34回衆議院議員総選挙の結果を報道し
た新聞。書込みあり。19面に和田の選挙結果あり。

活字 1点 箱1点 q-1

641 [当選祝いの熨斗一括] 和田耕作 昭和51年12月
第34回衆議院選挙当選祝いに付属していた熨斗を袋に保存した
もの。

墨書 1袋 p-240

642
和田耕作激励パーティ　51年
度　金銭出納簿

和田耕作 昭和51年 大量の名刺と封筒の挟込あり。政治資金パーティの金銭出納簿。 ペン 1冊 m-92

643 激励団名簿 [昭和51年] 第34回衆議院議員総選挙のものと思われる選挙激励者の名簿。 墨書 1冊 p-201
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644 [名刺、メモ類] [昭和51年]
第34回衆議院議員総選挙のものと思われる選挙応援者の名刺、
差入れのメモなど。

活字 一括 p-202

645 「和田耕作は訴える」 和田耕作 [昭和54年8月]
パンフレット。見出しは「もっと愛国心をもとう」。『激流に生きる』に
も掲載あり。

活字 1点 a-66

646 選挙関係 [和田耕作] [昭和54年6月28日]
昭和54年の資料を収納したファイル。第35回衆議院議員総選挙関
係のリスト、パンフレット「衆議院議員総選挙と読売新聞（54年版）」
など。

ファイル 1点 l-8

647 [第35回衆議院議員総選挙] [和田耕作] [昭和54年]
昭和54年の資料を収納したファイル。第35回衆議院議員総選挙に
関する新聞報道や演説草稿、パンフレットや政見放送の案内な
ど。

ファイル 1点 k-5

648
「今こそ安心できる革新の政
治を」

和田耕作事務所 [昭和54年] 小冊子。和田の経歴などを掲載。 活字 1点 a-65

649 1980年総選挙資料 和田耕作 昭和55年 昭和55年の第36回衆議院議員総選挙関係の新聞記事が中心。 活字 1冊 a-99

650 [地図類] 12月
主に渋谷区の個人宅への行き方を示した地図。12/7、9、10、12、
16～19の日付が振られている。

ペン 8枚 r-89

651 [封筒] 和田耕作
民社党東京四区支部連合会の封筒15点(うち5点には切手あり)、
和田耕作の封筒2点。

封筒 17点 c-149

652 「来訪者芳名録」 和田耕作選挙事務所 来訪者の芳名帳。 ペン 1冊 c-152

653 支援団体名簿 [和田耕作]
殆ど未使用のノート。各種団体の名前が並ぶ。和田の選挙結果の
切抜が挿入されている。

ペン 1冊 d-27

654 [7円葉書] [和田耕作]
資料1842とはデザインの違う葉書。裏面に後援会入会の御礼文
が書込んであるが、未使用。

ペン 同一2枚 m-23

655 [民社党封筒]
[和田耕作後援会事務
所]

和田耕作と渋谷支部長吉田秀英の名が印刷された封筒。 活字 1点 m-28

656 金子の礼状 和田耕作 未使用の御礼状。標題は封筒表紙の表記より。 活字
同一49
枚

白紙2枚　
封筒1点

m-40

657 [和田耕作後援会封筒] [和田耕作後援会] 和田耕作後援会の連絡先が印刷された未使用の封筒。 活字
同一12
点

m-58

658 [和田耕作色紙] 和田耕作
和田耕作の揮毫色紙。付属封筒表「和田耕作後援会しおり原稿関
係」とあり。

墨書 1点 封筒1点 m-59

659 「だれでもできる選挙運動」 民社党 パンフレット。選挙運動の説明。 活字 1枚 m-60

660 和田民主政治研究会　要綱 和田民主政治研究会 研究会を説明した書類。 活字 1枚 m-61

661
民社党　和田耕作衆議院議
員を励まそう

民社党中野支部 トークショーなどの案内が書かれた直筆色紙引換券。 活字 1枚 m-62

662
高知県出身者関係衆議院議
員和田耕作後援会趣意書

高知県関係者へ向けた後援会案内の草稿。 鉛筆 2枚 m-66

663 請求書 和田民主政治研究会 未使用の領収書。 活字 1枚 m-67

664 [中原俊之の名刺] 中原俊之 中原の肩書は日本の教育を守る会代表、作家。 活字 1枚 m-68

665 和田耕作後援会入会申込書 和田耕作後援会 未使用の和田耕作後援会入会申込書。 活字 1枚 m-83

666 『週刊民社』ご購読のお願い 和田耕作・中村富雄 未使用の週刊民社購読依頼。 活字 1枚 m-85

667 [和田耕作差出封筒] 和田耕作 和田耕作を差出人として印した未使用の封筒 活字 1点 m-87

668
「物価を安定し税金を下げ
る」

民社党本部教宣局 パンフレット。「衆議院議員和田耕作」の印あり。 活字 同一7点 n-16
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669 アンケートのお願い 民社党東京四区連
アンケート葉書。送付者には、和田耕作『70年代の政権構想』の抜
刷をプレゼント。

活字 1枚 n-18

670 「平和と生活を守る」 民社党本部教宣局 パンフレット。 活字 1点 n-21

671 請求書 和田民主政治研究会 未使用の和田民主政治研究会の請求書。 活字
同一20
枚

封筒1点 n-27

672 請求書添付用手紙文 和田民主政治研究会
メモには「請求書添付用手紙文」とあり。未使用の賛助費請求書添
付用手紙文。

活字
同一27
枚

メモ1枚 n-28

673
伝統保守は任務を終えつつ
ある

和田耕作・和田治子
第33回総選挙後の田中内閣に関する草稿。和田治子による清
書。封筒表「原稿在中」とあり。

電子式
複写（手
書）

30枚 封筒1点 n-123

674 [演説草稿] 和田耕作 他議員の演説草稿を添削したものと思われる。2～5ページのみ。 ペン 5枚 o-26

675 [企業表] [和田耕作] 企業名を書き連ねた表。パーティなどの記載あり。 ペン 5枚 p-207

676 [篠崎氏の来訪関係メモ] [和田耕作事務所]
篠崎は東亜研究所での和田の同僚。連絡先と選挙応援の言伝。
「メイボ入れ」とあり。

ペン 1枚 p-271

677 [支援者整理用カード] 外国文献社 未使用。四辺に整理用の穴あり。資料637とは書式が異なる。 活字 10枚 u-98

　８　予定表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

678 [昭和41年手帳] 和田耕作 昭和42年1月 昭和41年1月から昭和42年1月までの予定を記入した手帳。 ペン 1冊 r-5

679 [昭和41～42年メモ帳] 和田耕作など [昭和42年]
昭和41年から42年のノート。人名や連絡先、予定や調べ物などを
記録している。

ペン 1冊 r-97

680 4月予定　5月～21日まで [和田耕作など] 昭和44年5月21日
殆ど使用済みのノート。かなり郵便物などの挟込みあり。4月1日～
5月21日の予定を記録。

ペン 1冊 g-10

681 予定帳　44年10月1日 [和田耕作など] 昭和44年12月1日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。10月1日
～12月1日の予定を記録。

ペン 1冊 e-34

682 予定　和田 [和田耕作など] [昭和45年1月1日]
少し使用済みのノート。昭和44年12月4日～昭和45年1月1日の予
定を記録。選挙演説地などが記されている。

ペン 1冊 g-9

683 予定 [和田耕作など] 昭和45年4月1日
殆ど使用済みのノート。多少郵便物などの挟込みあり。1月1日～4
月1日の予定を記録。

ペン 1冊 g-12

684 雑記帳 [和田耕作など] [昭和45年]
殆ど使用済みのノート。大量に名刺や請求書などの挟込みあり。
請求書の年は昭和45年。

ペン 1冊 g-16

685 予定表　3月　内3137 [和田耕作など] 昭和46年5月20日
殆ど使用済みのノート。多少郵便物などの挟込みあり。3月4日～5
月20日の予定を記録。

ペン 1冊 g-8

686 予定表　和田 [和田耕作など] 昭和46年7月24日 殆ど使用済みのノート。5月12日～7月24日の予定を記録。 ペン 1冊 g-14

687 予定帳　事務所 [和田耕作など] [昭和46年8月2日] 殆ど未使用のノート。7月20日～8月2日の予定を記録。 ペン 1冊 g-6

688 予定表　7月19日～9月27日 [和田耕作など] 昭和46年9月27日 殆ど使用済みのノート。多少郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 g-24

689 予定表 [和田耕作など] [昭和46年12月12日]
殆ど使用済みのノート。多少郵便物などの挟込みあり。9月25日～
12月12日の予定を記録。

ペン 1冊 g-5

690 予定表　12月13日～2月29日 [和田耕作など] 昭和47年2月29日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。昭和46
年12月13日～昭和47年2月29日の予定を記録。

ペン 1冊 g-11

691 予定表　3月1日～5月20日 [和田耕作など] 昭和47年5月20日 殆ど使用済みのノート。多少郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 g-25

692 予定表　8.1-10.11 [和田耕作など] 昭和47年10月11日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。7月30日
～10月11日の予定を記録。

ペン 1冊
紐 1点 封
筒 1点

i-1

693 メモ 4月30日- 自宅用 [和田耕作など] 昭和47年10月 殆ど使用済みのノート。大量に領収書所などの挟込みあり。 ペン 1冊 e-23

694 済　10月12日～12月29日 [和田耕作など] 昭和47年12月29日 封筒に該当期間中の約40点の書簡、書類などを保管。 ペンなど 1袋 h-1

695 予定表　10.12日-12.29 [和田耕作など] 昭和47年12月29日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペンなど 1冊 h-20
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696 （使用済）予定表資料在中 [和田耕作など] 昭和48年1月
封筒に昭和47年12月～48年1月の約70点の書簡、書類などを保
管。

ペンなど 1袋 h-17

697 予定表　12月13日-3月1日 [和田耕作など] 昭和48年3月1日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 e-36

698 予定表　使用済資料 [和田耕作など] 昭和48年3月 封筒に昭和48年3月の約40点の書簡、書類などを保管。 ペンなど 1袋 h-15

699 予定表　2月26日-4月30日 [和田耕作など] 昭和48年4月30日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊
封筒の切
れ端　1点

e-5

700 予定表　済の分 [和田耕作など] 昭和48年5月
封筒に昭和48年4月～5月の17点の書簡、書類などを保管。封筒
表に10人の氏名住所などのメモ書きあり。

ペンなど 1袋 h-14

701 予定表　5月2日-6月30日 [和田耕作など] 昭和48年6月30日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 e-30

702 予定表済 [和田耕作など] 昭和48年6月 封筒に昭和48年3月～6月の約65点の書簡、書類などを保管。 ペンなど 1袋 h-18

703 使用済資料在中 [和田耕作など] 昭和48年7月 封筒に昭和48年7月の25点の書簡、書類などを保管。 ペンなど 1袋 h-16

704 予定表　7月1日-8月31日 [和田耕作など] 昭和48年8月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-2

705 予定表　9月1日-10月31日 [和田耕作など] 昭和48年10月31日 大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 e-1

706
予定表資料（使用済）　9月1
日～10月31日

[和田耕作など] 昭和48年10月31日 封筒に該当期間中の13点の書簡、書類などを保管。 ペンなど 1袋 紐 1点 h-13

707 [予定表一括] 和田耕作 昭和48年12月1日
11月15日～12月1日の断続的な予定表の束。封筒表「48.11～12」
とあり。

ペン 10枚 封筒1点 p-64

708 予定表　11月1日-12月31日 [和田耕作など] 昭和48年12月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊
封筒 1点 
「予定表
(古)」とあり

h-12

709 予定表　1月1日-2月15日 [和田耕作など] 昭和49年2月15日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 d-77

710 予定表　49.2.27-4.15 [和田耕作など] 昭和49年4月15日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 封筒 1点 g-23

711 予定表　2月1日-4月16日 [和田耕作など] 昭和49年4月16日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 封筒 1点 e-20

712 予定表　昭49.5.16-8.2 [和田耕作など] 昭和49年5月16日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐 1点 h-9

713 予定表　4-5月 [和田耕作など] 昭和49年5月
表に「予定表」と記された封筒に、該当期間中の書簡、新聞切抜、
書類などを保管。

ペンなど 1袋 g-29

714 予定表　49.3月29日- [和田耕作など] 昭和49年6月11日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。3月29日
～6月11日の予定を記録。

ペン 1冊 封筒 1点 g-26

715 予定表　7月4日-8月6日 [和田耕作など] 昭和49年8月6日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 封筒　1点 e-6

716 予定表　昭和49.8.7日 [和田耕作など] 昭和49年10月23日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-11

717 予定表　9月17日- [和田耕作など] 昭和49年11月20日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 e-4

718
予定表　1974.11.8-
1974.12.16

[和田耕作など] 昭和49年12月16日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-10

719 予定表　昭和49.10.3.- [和田耕作など] 昭和49年12月20日
殆ど使用済みのノート。かなり郵便物などの挟込みあり。10月3日
～12月20日の予定を記録。

ペン 1冊 i-18

720 予定表　49.10.17- [和田耕作など] 昭和49年12月31日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。10月17
日～12月31日の予定を記録。

ペン 1冊 紐 1点 i-3

721 予定表　1974.12.3-1975.1.10 [和田耕作など] 昭和50年1月10日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-13

722 予定表　50.2.13- [和田耕作など] 昭和50年2月13日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。2月13日
～3月21日の予定を記録。

ペン 1冊 h-11

723 予定表　1975-1-22 [和田耕作など] 昭和50年3月1日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。1月22日
～3月1日の予定を記録。

ペン 1冊 h-8

724
予定表　75年3月3日-4月11
日（金）

[和田耕作など] 昭和50年4月11日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 g-27

725
予定表　3月26日（水）-5月2
日（金）

[和田耕作など] 昭和50年4月30日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。3月26日
～4月30日の予定を記録。

ペン 1冊 h-10
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726 予定表 [和田耕作など] 昭和50年6月26日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。4月29日
～6月26日の予定を記録。

ペンなど 1冊 紐 1点 h-19

727 予定表　5,20-6,27 [和田耕作など] 昭和50年6月27日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐 1点 g-21

728 予定表　6月17日-7月29日 [和田耕作など] 昭和50年7月29日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 g-22

729 予定表　8月30日-10月1日 [和田耕作など] 昭和50年10月1日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐　1点 e-33

730 予定表 和田耕作・和田治子 昭和50年12月 ノート。その他はがき、封筒など挿入。 ペン 1冊 o-121

731 予定表　12月8日- [和田耕作など] 昭和51年1月10日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。昭和50
年12月8日～昭和51年1月10日の予定を記録。

ペン 1冊 i-14

732 予定表　51年1月 [和田耕作など] 昭和51年2月8日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。1月1日
～2月8日の予定を記録。

ペン 1冊 e-9

733 予定表　51年3月 [和田耕作など] 昭和51年5月22日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。3月24日
～5月22日の予定を記録。

ペンなど 1冊 h-21

734 予定表　51年6月14日 [和田耕作など] 昭和51年7月14日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。6月14日
～7月14日の予定を記録。

ペン 1冊 封筒　1点 e-7

735 予定表　51年7月15日 [和田耕作など] 昭和51年8月20日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。7月15日
～8月20日の予定を記録。

ペン 1冊 e-8

736 予定表　昭和51年9月14日 [和田耕作など] 昭和51年10月22日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。9月14日
～10月22日の予定を記録。

ペン 1冊 紐　1点 e-12

737
予定表　昭和51年10月15日-
11月20日

[和田耕作など] 昭和51年11月20日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐　1点 e-10

738 予定表　昭51年12月8日- [和田耕作など] 昭和52年1月1日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。昭和51
年12月8日～昭和52年1月1日の予定を記録。

ペン 1冊 紐　1点 e-35

739 予定表　52年1月1日-30日 [和田耕作など] 昭和52年1月30日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐　1点 e-21

740
予定表　52年　2月1日～3月
9日　社労、定例日　火・木

[和田耕作など] 昭和52年3月9日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐 1点 g-17

741 予定表　52年3月1日-4月8日 [和田耕作など] 昭和52年4月8日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐 1点 g-18

742 予定表　52年5月4日-6月9日 [和田耕作など] 昭和52年6月9日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐 1点 g-19

743
予定表　昭和52年7月7日-昭
和52年8月14日

[和田耕作など] 昭和52年8月14日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐　1点 e-11

744 予定表　3月　53.3.1～ [和田耕作など] 昭和53年4月6日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。3月1日
～4月6日の予定を記録。

ペン 1冊 i-9

745
予定表　4月 昭和53年 53年
4月1日-

[和田耕作など] 昭和53年5月7日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。4月1日
～5月7日の予定を記録。

ペン 1冊 e-16

746
予定表　5月 53年5月1日-53
年6月8日

[和田耕作など] 昭和53年6月8日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 e-14

747 予定表　昭53年6月1日 [和田耕作など] 昭和53年7月2日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。6月1日
～7月2日の予定を記録。

ペン 1冊 e-31

748 予定表　1978 53年7月1日- [和田耕作など] 昭和53年7月31日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。7月1日
～7月31日の予定を記録。

ペン 1冊 h-3

749 予定表　8月1日-8月29日 [和田耕作など] 昭和53年8月29日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 e-22

750
予定表　9月　8月30日-9月
30日

[和田耕作など] 昭和53年9月30日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐 1点 h-2

751
予定表　10月 昭53年10月1
日-10月31日

[和田耕作など] 昭和53年10月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 e-15
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752
予定表　昭和53年11月1日-
11月30日

[和田耕作など] 昭和53年11月30日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 e-32

753
予定表　12月　12月1日-12
月31日

[和田耕作など] 昭和53年12月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-5

754
予定表　1月　1月1日-1月31
日

[和田耕作など] 昭和54年1月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-15

755
予定表　2月　2月1日-2月28
日

[和田耕作など] 昭和54年2月28日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-20

756
予定表　3月　3月1日-3月31
日

[和田耕作など] 昭和54年3月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-8

757
予定表　4月　4月1日-4月30
日

[和田耕作など] 昭和54年4月30日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-21

758
予定表　1979 5月 5月1日-5
月31日

[和田耕作など] 昭和54年5月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 e-13

759
予定表　1979 6月　6月1日-6
月30日

[和田耕作など] 昭和54年6月30日 殆ど使用済みのノート。かなり郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-17

760
予定表　1979 ７月　7月1日-
7月31日

[和田耕作など] 昭和54年7月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐 1点 i-16

761
予定表　8月　8月1日-8月31
日

[和田耕作など] 昭和54年8月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 h-5

762
予定表　1979　9月　9月1日-
9月30日

[和田耕作など] 昭和54年9月30日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 h-7

763
予定表　10月　10月10日-10
月31日

[和田耕作など] 昭和54年10月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-12

764
予定表　11月　11月1日-11
月30日

[和田耕作など] 昭和54年11月30日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐 1点 i-6

765
予定表　12月分　1979年　12
月1日-12月31日

[和田耕作など] 昭和54月12月31日 殆ど使用済みのノート。多少郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 h-4

766
1月予定 1980年 1月1日-1月
31日

[和田耕作など] 昭和55年1月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 e-17

767
2月予定　1980年　2月1日-2
月29日

[和田耕作など] 昭和55年2月29日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 紐 1点 i-19

768
3月予定　1980年　3月1日-3
月31日

[和田耕作など] 昭和55年3月1日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 h-6

769 4月予定　1980年　4月1日-4月30日[和田耕作など] 昭和55年4月30日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-7

770 予定表　5月1日-5月31日 [和田耕作など] 昭和55年5月31日 殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。 ペン 1冊 i-4

771
予定表　1980年7月　7月1日
-7月31日

[和田耕作など] 昭和55年7月31日
殆ど使用済みのノート。大量に郵便物などの挟込みあり。7月1日
～31日の予定を記録。

ペン 1冊 g-7

772 1986-9-12 [和田治子] 昭和61年12月 半分ほど使用済みのノート。9月～12月の記録。 ペン 1冊 t-9

773 1988 4月 [和田治子] 昭和63年4月 殆ど使用済みのノート。家族内の連絡や個人的なメモなど。 ペン 1冊 g-15

774 [新聞切抜] 平成1年3月
久和ひとみ「ひとみの瞳」1点、新刊広告2点。セロテープの跡あり。
予定表からの欠落物と思われる。

活字 3点 t-8

775
[昭和64年、平成元年カレン
ダー]

和田治子・和田耕作 平成1年
カレンダーに予定などを書き込んだもの。大量に新聞切抜などが
貼り付けられている。

ペン 1点 q-2

776 Memorandum Book [和田耕作] 殆ど未使用の手帳。1頁分の行動予定と、鎌倉仏教関係のメモ。 ペン 1冊 d-59
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　９　ファイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

777 スクラップブック [和田耕作] 昭和35年12月
昭和35年の国内外の出来事を掲載した新聞記事を貼付けたファイ
ル。

活字 1冊 q-22

778 和田耕作 [和田耕作] [昭和51年8月23日]
昭和35～51年にかけての資料を収納したファイル。和田宛の書簡
や和田に言及する新聞切抜のほか、著作抜刷やパンフレットな
ど。

ファイル 1点 k-15

779 高齢者対策 [和田耕作] [昭和53年1月31日]
昭和52～53年にかけての資料を収納したファイル。高齢者雇用対
策の書類や、雇用と賃金関連の新聞切抜など。

ファイル 1点 l-13

780 沖特関係 [和田耕作] [昭和54年6月11日]
昭和54年の資料を収納したファイル。沖縄や尖閣諸島、北方領土
に関する新聞切抜や書類など。

ファイル 1点 l-12

781 名簿 [和田耕作] [昭和54年]
昭和54年の資料を収納したファイル。厚生省辞令や日韓親善協会
の名簿など。

ファイル 1点 l-2

782 ポーランド情勢　No.1 [和田耕作] [昭和55年11月28日]
昭和55年の資料を収納したファイル。ポーランド民主化運動関係
の新聞切抜。

ファイル 1点 l-20

783 ポーランド情勢　No.2 [和田耕作] [昭和55年12月7日]
昭和55年の資料を収納したファイル。ポーランド民主化運動関係
の新聞切抜。

ファイル 1点 l-21

784 ポーランド情勢　No.3 [和田耕作] [昭和55年12月17日]
昭和55年の資料を収納したファイル。ポーランド民主化運動関係
の新聞切抜。

ファイル 1点 l-22

785 校内暴力　No.1 [和田耕作] [昭和56年1月27日]
昭和55～56年にかけての資料を収納したファイル。校内暴力に関
する新聞切抜やメモ類、草稿など。

ファイル 1点 k-7

786 和田耕作　No.4 [和田耕作] [昭和56年4月5日]
昭和55～56年にかけての資料を収納したファイル。中国残留孤児
や教科書問題に関する新聞切抜のほか、和田に言及する新聞切
抜など。

ファイル 1点 k-17

787 ポーランド情勢　No.5 [和田耕作] [昭和56年4月5日]
昭和56年の資料を収納したファイル。ポーランド民主化運動関係
の新聞切抜。

ファイル 1点 l-24

788 有事法制　No.1 [和田耕作] [昭和56年4月23日]
昭和56年の資料を収納したファイル。有事法制に関する新聞切
抜。

ファイル 1点 k-11

789 特集記事（連載など） [和田耕作] [昭和56年5月16日]
昭和55～56年にかけての資料を収納したファイル。「私の履歴書」
「問い直される教育」などの新聞連載記事切抜。

ファイル 1点 k-12

790 原発問題　No.1 [和田耕作] [昭和56年6月26日]
昭和55～56年にかけての資料を収納したファイル。スウェーデン
の原発国民投票や敦賀原発事故に関する新聞切抜。

ファイル 1点 k-6

791 教科書問題　No.1 [和田耕作] [昭和56年6月28日]
昭和55～56年にかけての資料を収納したファイル。教科書問題関
係の新聞切抜。

ファイル 1点 l-18

792 愛国心　No.1 [和田耕作] [昭和56年9月01日] 昭和55～56年にかけての資料を収納したファイル。 ファイル 1点 l-19

793 校内暴力　No.2 [和田耕作] [昭和56年9月2日]
昭和56年の資料を収納したファイル。校内暴力に関する新聞切
抜。

ファイル 1点 k-8

794 防衛問題　No.1 [和田耕作] [昭和56年12月7日] 昭和56年の資料を収納したファイル。防衛問題関係の新聞切抜。 ファイル 1点 l-5

795 和田耕作　No.3 [和田耕作] [昭和56年12月14日]
昭和55～56年にかけての資料を収納したファイル。和田に言及す
る新聞切抜のほか、著作抜刷やパンフレットなど。

ファイル 1点 k-16

796 ポーランド情勢　No.6 [和田耕作] [昭和56年12月15日]
昭和56年の資料を収納したファイル。ポーランド民主化運動関係
の新聞切抜。

ファイル 1点 l-25

797 特集記事（連載）　No.2 [和田耕作] [昭和56年12月24日]
昭和54～56年にかけての資料を収納したファイル。「私の履歴書」
のほか、改憲問題や防衛問題などの新聞連載記事切抜が中心。

ファイル 1点 k-13
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798
[村崎芙蓉子関連のスクラッ
プブック]

[和田治子] [昭和56年]
昭和53～56年にかけての資料を収納したファイル。和田治子の高
校時代の同級生である村崎芙蓉子関連の新聞や雑誌が中心。一
部労働関係の新聞あり。

ファイル 1点 j-2

799 文教問題　No.1 [和田耕作] [昭和57年1月5日]
昭和55～57年にかけての資料を収納したファイル。教育問題関係
の新聞切抜。

ファイル 1点 l-6

800 教科書問題　No.2 [和田耕作] [昭和57年1月7日]
昭和56～57年にかけての資料を収納したファイル。教科書問題関
係の新聞切抜。

ファイル 1点 l-17

801 ポーランド情勢　No.4 [和田耕作] [昭和57年1月11日]
昭和55～57年にかけての資料を収納したファイル。ポーランド民主
化運動関係の新聞切抜。

ファイル 1点 l-23

802 原稿 [和田耕作] [昭和57年3月16日] 昭和55～57年にかけての原稿を収納したファイル。 ファイル 1点 l-9

803 原稿 [和田耕作] [昭和57年3月] 昭和54～56年にかけての原稿を収納したファイル。 ファイル 1点 l-10

804 [特集記事（連載）] [和田耕作] [昭和57年7月5日]
昭和57年の資料を収納したファイル。「衝撃！税収不足」「私の履
歴書」などの新聞切抜。

ファイル 1点 l-16

805 教科書問題 [和田耕作] [昭和57年9月4日]
昭和57年の資料を収納したファイル。教科書問題関係の新聞切抜
が中心。

ファイル 1点 l-26

806 教科書問題 [和田耕作] [昭和57年9月5日]
昭和56～57年にかけての資料を収納したファイル。教科書問題に
関する新聞切抜が中心。

ファイル 1点 k-10

807
[和田耕作関連のスクラップ
ブック]

[和田耕作・和田治子] [昭和57年]

昭和54～57年にかけての資料を収納したファイル。選挙関係の新
聞やパンフレット、民社党の推薦依頼状などのほか、収集者の興
味に関連した新聞や雑誌など。村崎芙蓉子関連の雑誌切抜も少し
あり。

ファイル 1点 j-5

808
[和田治子関連のスクラップ
ブック]

[和田治子] [昭和57年]
昭和43～57年にかけての資料を収納したファイル。和田耕作関係
のポスターなどもあるが、治子関係の資料が中心。高校の同期で
ある清水礼子ほか、同年代の人物に関する雑誌など。

ファイル 1点 j-12

809 アンケート等 [和田耕作] [昭和58年8月9日]
昭和51～58年にかけての資料を収納したファイル。新聞社に提出
したアンケートの写しが中心。

ファイル 1点 l-15

810 和田耕作　No.5 [和田耕作] [昭和58年11月24日] 昭和53～58年にかけての資料を収納したファイル。 ファイル 1点 k-18

811 和田耕作　No.2 [和田耕作] [昭和58年]
昭和52～58年にかけての資料を収納したファイル。和田耕作関連
の新聞が中心。日韓関係や社会主義に関するものが多い。

ファイル 1点 j-9

812 [スクラップブック] [和田耕作・和田治子] [昭和58年]
昭和53～58年にかけての資料を収納したファイル。和田耕作関連
以外にも、収集者の興味に関連した新聞や雑誌、書類など。

ファイル 1点 j-1

813
[和田治子関連のスクラップ
ブック]

[和田治子・和田耕作] [昭和58年]
昭和53～58年にかけての資料を収納したファイル。和田耕作の高
知高校同窓関係のものもあるが、治子関係の資料が中心。高校
や大学の同窓関係のほか、同年代の人物に関する雑誌など。

ファイル 1点 k-4

814 [スクラップブック] [和田耕作、和田治子] [昭和59年]
昭和53～59年にかけての資料を収納したファイル。田中角栄告発
に関する原稿ほか、沖縄問題、労働問題や収集者の興味に関連
した新聞や雑誌、書類など。

ファイル 1点 j-8

815
[村崎芙蓉子関連のスクラッ
プブック]

[和田治子] [昭和58年]
昭和55～58年にかけての資料を収納したファイル。和田治子の高
校時代の同級生である村崎芙蓉子関連の新聞や雑誌が中心。

ファイル 1点 j-3

816
[和田耕作関連のスクラップ
ブック]

[和田耕作] [昭和58年]
昭和58年の資料を収納したファイル。和田耕作関連の新聞や書簡
が中心。和田引退後の東京第四区に関するものが多い。

ファイル 1点 j-11

817
[和田耕作関連のスクラップ
ブック]

[和田耕作] [昭和58年]
昭和58年の資料を収納したファイル。和田耕作関連の新聞や小冊
子、パンフレットや書簡が中心。

ファイル 1点 j-4

818
[和田耕作関連のスクラップ
ブック]

[和田耕作] [昭和59年]
昭和58～59年にかけての資料を収納したファイル。和田耕作関連
の新聞や書簡や小冊子など。

ファイル 1点 j-10
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819
[和田耕作関連のスクラップ
ブック]

[和田治子・和田耕作] [昭和59年]
昭和41～59年にかけての資料を収納したファイル。選挙出馬声明
や革新政権協議会設立要綱、政界引退に関する報道や挨拶状の
下書など。治子関係の資料もあり。

ファイル 1点 k-3

820
[和田治子関連のスクラップ
ブック]

[和田治子・和田耕作] [昭和59年]

昭和57～59年にかけての資料を収納したファイル。角栄擁護記事
など和田耕作関係のものもあるが、治子関係の資料が中心。高校
時代の同級生である村崎芙蓉子関連や同年代の人物に関する雑
誌など。和田耕作の自伝的草稿11枚あり。

ファイル 1点 k-2

821
[和田治子関連のスクラップ
ブック]

[和田治子・和田耕作] [昭和60年]
昭和56～60年にかけての資料を収納したファイル。和田耕作関係
の対ソ関連のものもあるが、治子関係の資料が中心。高校の同窓
関係のほか、同年代の人物に関する雑誌など。

ファイル 1点 k-1

822 雑 [和田耕作] [昭和60年]
昭和60年の資料を収納したファイル。中野区の教育委員準公選制
度に関する新聞や、民社党区議の質問状など。

ファイル 1点 j-7

823 和田耕作 [和田耕作] [昭和62年]
昭和58～62年にかけての資料を収納したファイル。和田耕作関連
の新聞のほか、「和田耕作先生の傘寿を祝う会」の案内など。

ファイル 1点 j-6

824 [新聞スクラップブック] [和田耕作] 平成2～4年 平成2～4年を中心に構成される新聞スクラップ。 活字 1冊 a-89

　１０　各種団体・活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１０－１　高知県関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

825 九月月例会ご案内
旧制高知高等学校同
窓会関東支部

和田耕作 [昭和24年] 葉書。
謄写（手
書）

1枚 p-214

826 『高知県人』第16巻9号 高知県人社 昭和42年9月10日 人物と風土欄で和田耕作を紹介。 活字 1冊 栞1点 s-19

827 『土佐時報』第707号 土佐時報社 昭和43年4月25日 1面「顔」欄で和田耕作の記事と特大の顔写真の掲載あり。 活字 1冊 q-115

828
安芸高等学校東京同窓会役
員名簿

[安芸高等学校東京同
窓会]

昭和43年6月1日 理事に和田耕作の名前あり。
青焼（活
字）

1枚 r-94

829 「東京藤蔭会員名簿」 東京藤蔭会 昭和43年 26頁に和田澄子の名前あり。 活字 1冊 p-210

830
「昭和45年10月作成　吉良川
町出身東京在住者名簿」

[室戸市役所] 昭和45年10月 小冊子。和田の名前あり。 ペン 1冊 n-20

831
「第22回（昭和45年度）東京
高知県人大懇親会　出席届
者名簿」

東京商工会議所 昭和45年11月7日 28頁に和田の名前あり。 活字 1冊 m-82

832 「吉良川会連絡名簿」 [吉良川会] 昭和46年10月30日 相談役として和田の名前あり。 活字
同一3点
（各1枚）

付箋2枚 d-1

833 『高知県人』第20巻11号 高知県人社 昭和46年11月10日
「私のアルバム」欄に和田耕作の寄稿と写真あり。栞かわりに青地
晨「マスコミのリンチ」（掲載紙不明）の挟込あり。

活字 1冊

『昭和同
人』第61号
が水濡れに
より貼り合
わさってい
る。

r-65

834 「東京藤蔭会会員名簿」 東京藤蔭会 昭和47年8月
小冊子。高知第一高等女学校の卒業生名簿。12頁に和田澄子の
名前あり。

活字 1冊 c-130

835 1
第25回高知県人大懇親会ご
案内

島崎敬夫ほか [昭和48年9月26日] 島崎は高知県人会幹事長。問合せ先に囲み印あり。 活字 1枚 封筒2点 p-93

835 2
[第25回高知県人大懇親会
への寄附依頼]

島崎敬夫ほか 和田耕作 昭和48年9月26日 島崎は高知県人会幹事長。場所などに下線あり。 活字 1枚 p-93
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835 3 [和田耕作広告写] [高知県人会]
第24回高知県人会に利用した広告の写。「衆議院儀委員　和田耕
作」とあり。

活字 1枚 p-93

835 4
[高知県人大懇親会宛　返信
封筒]

[高知県人会] 未使用の返信用封筒。
謄写（手
書）

1点 p-93

836 1 [個展応援依頼] 高橋虎之助 [昭和48年11月2日] 裏面は高橋虎之助洋画個展の案内絵葉書。高橋は高知県出身。 墨書 1枚 封筒1点 p-92

836 2 高橋虎之助個展目録 [高橋虎之助] 活字 1枚 p-92

836 3 高橋虎之助略歴 [高橋虎之助] 活字 1枚 p-92

837 高知県人会例会ご案内 浜口雄彦 昭和48年11月20日
浜口は高知県人会会長。有光次郎「最近の中国を見て」を議題と
する第五三一回例会の案内。

謄写（手
書）

1点 p-94

838
新年特集号発行に当り御挨
拶旁々

福本守栄 和田耕作 昭和48年11月
福本は高知県人社の社長。紙面への名前掲載の件について。封
筒裏に「諾」とあり。

活字 1点 封筒1点 p-95

839
「旧制高知高等学校運動部・
文化部員名簿」

旧制高知高等学校同
窓会

昭和50年5月1日
小冊子。裏表紙に同窓会の連絡先の書込あり。1頁に和田の名前
あり。

活字 1冊 d-9

840
「旧制高知高等学校同窓会　
会員名簿訂正表」

旧制高知高等学校同
窓会

昭和50年7月31日 小冊子。 活字 1冊 c-38

841 高知県人会例会御案内 浜口雄彦 和田耕作 昭和50年10月25日 浜口は高知県人会会長。講師は藤田三郎。 活字 1点 o-120

842
『高知県立高知丸ノ内高等学
校同窓会　会員名簿　第2
号』

高知県立高知丸ノ内高
等学校同窓会

昭和50年11月1日
高知第一高等女学校の卒業生名簿。58頁に和田澄子の名前あ
り。

活字 1冊 c-137

843 「土佐二十日会会員名簿」 土佐二十日会 昭和50年11月26日 小冊子。和田の名前あり。幾人かに丸印あり。 活字 1冊 c-37

844
「旧制高知高等学校関東支
部名簿　第11号」

旧制高知高等学校同
窓会関東支部

昭和50年 小冊子。3頁に和田の名前あり。 活字 1冊 c-131

845
「安芸高等学校東京同窓会
会員名簿」

高知県立安芸高校東
京同窓会事務局

昭和51年4月30日 小冊子。3頁に和田の名前あり。 活字 同一9冊
c-67
d-18
d-53

846
「旧制高知高等学校同窓会　
会員名簿訂正表　第18号(補
遺4)」

旧制高知等学校同窓
会

昭和51年6月10日 小冊子。1頁に和田の名前あり。 活字 1冊 c-132

847
「高知県関係中央官庁等職
員録」

高知県東京事務所 昭和51年9月1日 小冊子。4頁に和田耕作の秘書として和田治子の名前あり。 活字 1冊
送り状1枚　
正誤表1枚

c-128

848
「第28回(昭和51年度)東京高
知県人大懇親会」

高知県人会 昭和51年10月30日 小冊子。30頁に和田の名前あり。 活字 1冊
寄付金の
仮領収書 1
枚

c-129

849 「高知県人会名簿」 高知県人会 昭和52年7月7日 小冊子。表紙に「和田耕作」とあり。13頁に和田の名前あり。 活字 1冊 c-150

850 『週刊朝日』3080号 朝日新聞社 昭和52年7月22日
見出ラベルの貼付あり。綱淵謙錠「青春風土記」53回で高知高等
学校を題材にした際、和田耕作への言及あり。

活字 1冊 s-80

851 「東京藤蔭会会員名簿」 東京藤蔭会 昭和52年9月 小冊子。表紙「和田耕作」とあり。10頁に和田澄子の名前あり。 活字 同一2冊
c-147
d-8

852
「第29回東京高知県人大懇
親会　出席届者名簿」

高知県人会 昭和52年10月1日 小冊子。30頁に和田の名前あり。 活字 1冊 c-79

853
『母校創立五十五周年記念 
会員名簿 第19号』

旧制高知高等学校同
窓会

昭和52年10月1日 本編8頁、職業別索引31頁などに和田の名前あり。 活字 1冊 d-52

854 『吉良川の御田祭』 御田祭保存会 昭和54年3月31日 和田耕作の出身地関係。 活字 1冊
レコード1
枚、封筒1
点

o-157
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855 [胸像建立の御礼葉書] 和田耕作 昭和61年4月15日
吉良川町の支持者へ和田胸像建立に対する御礼を印刷した未使
用の葉書。

活字 同一4枚 m-44

856 「南溟　第20号　時の流れに」 南溟会 平成4年10月1日 小冊子。旧制高知高等学校70周年記念号。 活字 1冊 d-65

857 「高知高等学校寮歌集」
旧制高知高等学校同
窓会

平成4年11月1日 小冊子。創立70周年記念に作成されたもの。 活字 1冊 d-64

858
「旧制高知高等学校創立七
十周年記念祭プログラム」

[旧制高知高等学校同
窓会]

平成4年11月7日 小冊子。 活字 1冊 d-12

859
[室戸市長・室都市議会議長
連絡先]

[和田耕作] 室戸市長と室都市議会議長の名前と連絡先を記録したメモ。 ペン 1枚 p-9

　１０－２　東京河上会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

860 1 和田耕作宛　河上会書簡 河上会 和田耕作 昭和48年10月20日 会費不足分納入の催促 ペン 1枚
振込用紙1
枚

p-119

860 2 「東京河上会会報」第33号 東京河上会 昭和48年10月 小冊子。 活字 1点 p-119

861
77年秋季例会開会について
のお知らせ

東京河上会 和田耕作 [昭和52年10月7日] 往復葉書の往信のみ。表裏面に書込や傍線あり。 活字 1枚 p-159

　１０－３　満鉄関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

862 『随筆　あゆ酒』 室賀定信 昭和46年7月1日
室賀は満鉄会理事。帯に和田耕作の推薦文あり。35頁に和田へ
の言及あり。

活字 1冊 r-22

863
[『大連物語』出版のお知ら
せ]

木村遼次 和田耕作 [昭和48年10月23日] 往復葉書のうち往信のみ。 活字 1枚 p-88

864 あかしや会開催のご案内 あかしや会 和田耕作 昭和48年10月25日 往復葉書のうち往信のみ。あかしや会は満鉄会の関係団体。 活字 1枚 p-89

865 懇話会開催ご案内 佐藤晴雄 和田耕作 [昭和48年10月29日]
佐藤は満鉄会の理事長。往復葉書のうち往信のみ。十一月の月
例昼食懇話会の案内。講演は甲斐政治の「革命者　勝海舟」。裏
面全体に取消の斜線あり。

活字 1枚 p-90

866
月例懇話会の講師変更につ
いて

佐藤晴雄 和田耕作 [昭和48年11月2日]
佐藤は満鉄会の理事長。十一月の月例昼食懇話会の講演は、荻
原極「松岡洋右氏の伝記編纂について」に変更。

活字 1枚 p-91

867 「満鉄若葉会会員名簿」 満鉄若葉会 昭和49年8月31日 小冊子。 活字 1点 c-154

868 「あかしや会開催のご案内」 あかしや会 和田澄子 昭和50年10月25日 活字 1通 o-120

869
日中友好親善中国訪問旅行
実施について

佐藤晴雄 和田耕作 [昭和50年12月]
佐藤は満鉄会理事長。「ゆきたいと返事した」と書込あり。中国旅
行を案内した葉書。

活字 1通 m-134

870 旧満鉄調査関係者の名簿 昭和52年4月10日
存命者と物故者に分けられた名簿。存命者に和田の名前あり。書
込あり。

電子式
複写（手
書）

同一2点
c-119
c-166

871 1 「山中四郎の1000日」 奥野定通 昭和52年5月
『統計』1977年5月号抜刷。山中四郎は満鉄時代の後輩であり義
弟。

活字 1冊

封筒1点
「山中四郎
遺稿在中」
とあり

o-190

871 2 書評「山中四郎遺稿集」 森田優三 昭和53年1月
『農林統計調査』（農林統計協会）1978年1月号掲載の書評。森田
は亜細亜大学経済学部教授。

電子式
複写（活
字）

2枚 o-190

871 3
「原爆記念日にあらためて山
中四郎君を偲ぶ」

安藤鎮正 昭和52年9月8日 『瑞陵』第275号。
電子式
複写（活
字）

1枚 o-190
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871 4 「山中四郎遺稿集」 小杉信得 昭和53年2月 『国立国会図書館月報』No.203掲載の書籍紹介。
電子式
複写（活
字）

1枚 o-190

872 名簿訂正一覧表 満鉄若葉会 昭和52年7月
上部に「満鉄若葉会」の記述あり。若葉会は満鉄育成学校の同窓
会。

活字 1枚 c-80

873 『満鉄会報』第118号 満鉄会 昭和52年10月15日 ペン 1点 p-183

874 『週刊朝日』第3183号 朝日新聞社 昭和54年5月4日
表紙に「和田耕作」とあり。草柳大蔵「実録満鉄調査部」に傍線あ
り。

活字 1冊 b-3

875 『満鉄会報』第145号 満鉄会 昭和58年10月1日 小冊子。和田耕作「中曽根内閣と田中問題」の掲載あり。 活字 1点 b-67

876 1 [送り状] 有馬勝良 昭和59年12月 『満鉄研究会資料情報』発刊の経緯を説明した送り状。
電子式
複写（手
書）

1枚 s-87

876 2 「満鉄資料雑感」 有馬勝良 昭和59年10月1日 『満鉄会報』第148号のコピー。
電子式
複写（活
字）

1枚 s-87

876 3 『満鉄研究資料情報』第1号 龍渓書舎 昭和59年10月20日 表紙に「贈呈」とあり。 活字 1冊
料金払込
票1枚

s-87

877 和田耕作宛　加納健一書簡 加納健一 和田耕作 平成3年10月7日
加納は満鉄会専務理事。昨日訪問の御礼と十五日の招待に関す
る連絡。

ペン 1枚 封筒1点 p-215

878 『満鉄会報』第169号 満鉄会 平成4年1月1日
小冊子。和田耕作「歴史の中の帝国日本（大東亜戦争は避けられ
なかった）」の掲載あり。『歴史の中の帝国日本』を紹介したもの。
本部通信欄にも和田の行動あり。資料1628に関連資料あり。

活字 1点 b-95

879 『満鉄会報』第186号 満鉄会 平成8年7月15日
2頁に顧問として和田耕作の名前あり。払込取扱票のうち1点は
『満鉄社員終戦記録』予約申込用。

活字 1点
封筒1点、
払込取扱
票3点

p-40

　１０－４　企画院関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

880 「私の履歴書」29 植村甲午郎 昭和43年1月30日
『日本経済新聞』切抜。企画院事件関連で和田耕作への言及あ
り。

活字 1点 n-95

881 「私の履歴書」30 植村甲午郎 昭和43年1月31日 『日本経済新聞』切抜。 活字 1点 n-96

882 「資料　農業祭縁起」 大竹啓介 昭和49年10月
副題「第一回新穀感謝祭と和田博雄」。大竹は農林大臣官房調査
課調査専門官。

電子式
複写（活
字）

3枚
封筒1点｢和
田博雄」と
あり。

o-111

883
「資料　素描　和田博雄氏
（一)」

大竹啓介 昭和49年5月
「『米配協』49年5月号」とあり。17～19ページ。和田博雄は企画院
時代からの知人。

電子式
複写（活
字）

2枚 o-113

884
「資料　素描　和田博雄氏
（二）」

大竹啓介 昭和49年6月 「『米配協』49年6月号」とあり。12～15ページ。
活字（電
子式雨
複写）

2枚 o-114

885
「資料　素描　和田博雄氏
（三）」

大竹啓介 昭和49年7月 「『米配協』49年7月号」とあり。22～27ページ。
電子式
複写（活
字）

3枚 o-115

886 「和田博雄交遊抄（二）」 大竹啓介 昭和50年9月
副題「和田博雄と池田勇人」。「『米配協』昭和五十年九月号」とあ
り。

電子式
複写（活
字）

4枚 o-112

887 「旧企画院懇談会名簿」 旧企画院懇談会 昭和51年2月 小冊子。最終頁に和田の名前あり。 活字 1点 c-156
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　１０－５　東三会（東亜研究会第三部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

888
[東三会第八回例会開催の
案内]

東三会 和田耕作 昭和48年10月27日
謄写（手
書）

1枚
東三会出
席に関する
メモ1枚

p-87

889 「東三会名簿（第4回）」 [東三会] 昭和60年10月 小冊子。書込あり。3頁に和田耕作の名前あり。 活字 1点 t-10

890 [日本出版クラブ会館の封筒] [平成3年1月]
封筒のみ。封筒表「東三会名簿（91年1月現在）」、封筒裏に人名
などの書込あり。

ペン 1点 p-223

　１０－６　昭和研究会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

891
『統計から見た雇用と失業　
第四部　統計』

昭和同人会 昭和32年9月10日 活字 1冊 s-76

892
『ソ連の平和共存と対外貿易
（ニ）』

昭和同人会 昭和39年1月15日 活字 1冊 s-78

893 『文藝春秋』第42巻10号 文藝春秋新社 昭和39年10月1日
表紙にチェック印、「昭和研究会」などとあり。酒井三郎「『昭和研究
会』の悲劇」に栞あり。

活字 1冊 栞1点 u-8

894
『矛盾および矛盾論の歴史的
意義　中ソ弁証法批判』

昭和同人会 昭和41年1月20日 表紙に面会の予定と思われるメモ書あり。 活字 1冊 s-77

895 1 「昭和塾友名簿」 [昭和塾] 昭和52年8月 小冊子。5頁に和田の名前あり。 活字 1点 c-165

895 2
昭和塾名簿資料についてご
依頼

[昭和塾] 昭和52年8月
電子式
複写（手
書）

1枚 c-165

895 3 追記　訂正追加 [昭和塾]
電子式
複写（手
書）

1枚 c-165

895 4 [写真] [昭和塾] 和田の写った写真。 写真 1枚 c-165

896 1
「終戦後の満州と中央銀行の
動向」

武田英克 昭和58年 著者は和田の昭和研究会での知己。 活字 1冊

封等1点、
「武田英克
氏の満洲
中銀記」と
あり

o-186

896 2 「私の中銀時代」 武田英克 昭和58年 著者は和田の昭和研究会での知己。 活字 1冊 o-186

　１０－７　ソ連抑留関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

897 『三つの敗戦』 淡　徳三郎 昭和23年12月15日 満鉄関係者の抑留部分に栞あり。 活字 1冊 栞1点 s-83

898
『中央アジア抑留記　天山山
脈を仰いで』

今古賀繁 昭和63年9月
和田と同じくアルマアタに抑留された人物の手記。63頁に和田の
記述あり。

活字 同一3冊 送り状 １枚
a-98
c-95
r-29

899
ソ連抑留中死亡者名簿　第
40地区（アルマ・アタ）

平成3年7月25日 「月刊Asahi 3巻8号　日本遺族会保管名簿対象表」とあり 活字 2枚 c-88

900 「私の終戦始末記　Ⅱ」 成田鋼一 平成4年12月 小冊子。 活字 1点 c-86

901 「私の終戦始末記　Ⅲ」 成田鋼一 平成6年4月 小冊子。 活字 1点 c-87

902
「旧ソ連で抑留死の父　個人
初の遺骨収集」

読売新聞社 平成6年7月23日 『読売新聞』夕刊切抜のコピー。
電子式
複写（活
字）

1枚 c-91

903 アルマータ会の皆様へ！ 稲垣泰彦 平成6年8月26日
資料902と関係あり。個人で遺骨収集を行った人物の報告。うち1
枚はカザフスタン側からのメッセージ。

活字 2枚 c-93
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904 アルマ・アタ会出席者 アルマ・アタ会 平成6年8月26日 和田の名前あり。書込みあり。 活字 1枚 c-97

905
アルマ・アタ会欠席者のご近
況

アルマ・アタ会 [平成6年] 活字 4枚 c-96

906
[アルマ・アタ第三ラーゲリ見
取図]

蛍光ペンでの線引あり。
電子式
複写（手
書）

2枚 c-89

907
[アルマ・アタ第三ラーゲリ近
辺地図]

現在の地図に第三ラーゲリと墓地の場所を書込んだもの
電子式
複写（活
字）

1枚 c-90

908
アルマ・アタ市墓地埋葬位置
略図

略図と墓碑番号対応表。
電子式
複写（手
書）

2枚 c-92

909
ロシア紙に見る　カザフスタン
の民族問題

活字 3枚 c-94

　１０－８　協和協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

910 月例会・部会活動状況 財団法人　協和協会 平成3年1月1日 部会の趣旨や活動成果など。 活字 1枚 m-54

911 二月例会御案内 財団法人　協和協会 平成4年2月21日 協和協会の会長は福田赳夫。 活字 1枚 c-57

912 1 個人会員入会要項 財団法人　協和協会 [平成4年] 協和協会の会長は福田赳夫。 活字 1枚
封筒 1点　
振込み用
紙2枚

b-59

912 2
平成3年度　月例会　講話記
録

財団法人　協和協会 [平成4年] 活字 1枚 b-59

912 3 月例会・部会活動状況 財団法人　協和協会 平成4年7月1日 活字 1枚 b-59

912 4
財団法人協和協会　趣旨・構
成ならびに活動状況

財団法人　協和協会 活字 1枚 b-59

912 5
引続き年会費を納入賜りたき
御願い

財団法人　協和協会 平成4年11月 活字 1枚 b-59

913
「PKO協力に関する諸地域の
提案とこれを早急に進めてい
ただきたき要請」

政治団体　時代を刷新
する会・財団法人　協
和協会

細川護煕(内
閣総理大臣)

平成5年11月
小冊子。時代を刷新する会の会長は木村睦男、協和協会の会長
は福田赳夫。

活字 1点 b-56

　１０－９　衆議院前議員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

914
第17回　衆議院・前議員会総
会

衆議院前議員会総会 平成3年10月22日 小冊子。総会式次第や長寿者名簿、物故者名簿、会計報告など。 活字 1点 c-116

915 庶務小委員会報告書 衆議院前議員会総会 [平成3年] 小冊子。国会議員互助年金法、叙勲基準の改定について。 活字 1点 c-117

　１０－１０　立正佼成会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

916 『雲の柱』第9号 雲柱会 昭和40年2月20日
2面に「参議院選挙にみる話題　和田耕作氏（民社党候補）を賀川
の影響を受けた庭野日敬氏（立正佼成会会長）が支援」の掲載あ
り。

活字 同一3点 f-28

917 『雲の柱』第9号 雲柱社 昭和40年2月20日
2面に「参議院選挙にみる話題　和田耕作氏（民社党候補）を賀川
の影響を受けた鹿野日敬氏（立正佼成会会長）が支援」の掲載あ
り。

活字 1点 q-105

918 『佼成新聞』第345号 佼成新聞社 昭和40年5月21日
『佼成新聞』東京版。4面に第7回参院選挙における和田耕作支援
を呼びかける記事を掲載。

活字 1点 q-23
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919 『躍進』第3巻7号 佼成出版社 昭和40年7月1日
見出ラベルの貼付あり。和田耕作「コミュニズムから法華経へ　私
の宗教観」の掲載あり。和田の肩書は民社党政審副会長・大田支
部。

活字 同一2点 s-15

920 『佼成』第190号 佼成出版社 昭和41年4月1日
和田耕作「安保改定と民主主義の危機」の掲載あり。和田の肩書
は民社党政策審議会副会長。

活字 1冊 s-7

921 『現代の眼』第7巻12号 現代評論社 昭和41年12月1日
表紙に「和田耕作」とあり。猪野健治「捲土重来、立正佼成会の
謎」に和田耕作への言及あり。

活字 1冊 栞1点 s-10

922 『ウパーサカ』No.9
立正佼成会港支部壮
年部

昭和42年3月1日 和田耕作｢勝利の感激」の掲載あり。 活字 1枚 o-17

923
『立正佼成会における本尊勧
請の経緯とその意義』

佼成出版社 昭和43年3月5日 活字 1冊 栞1点 u-34

924 『佼成』第220号 佼成出版社 昭和43年10月1日 座談会「明日の日本を考える（下）」に和田耕作が参加。 活字 1冊 栞1点 s-35

925 『佼成』第228号 佼成出版社 昭和44年6月1日 活字 同一3点 u-10

926 1
[庭野会長第六十七回誕生
祝典の招待]

長沼基之 和田耕作 昭和48年10月 長沼は立正佼成会理事長。 活字 1枚

封筒1点、
記念品引
換券1枚、
駐車整理
番号券など
1枚

p-85

926 2
ご来賓のお車駐車について
のお願い

[立正佼成会] [昭和48年10月]
青焼（活
字）

1枚
お茶・食事
券1枚、

p-85

927 和田耕作宛　富田充男封筒 富田充男 和田耕作 昭和50年10月6日
富田は立正佼成会千葉教会長。封筒表「出席」、封筒裏「メイボ入
れ」とあり。

墨書 1点 p-291

　１０－１１　生長の家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

928 『生命の實相』第25巻 谷口雅春 昭和39年10月10日 活字 1冊 r-30

929 『甘露の法雨・天使の言葉』 谷口雅春 昭和45年5月1日 作成年は初版。生長の家の経典。 活字 1点 d-55

　１０－１２　昭和史懇談会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

930
公開講演会　「昭和天皇の独
白録を読んで」

和田耕作 平成3年9月17日 主催は昭和史懇話会、共催は杉並区教育委員会。 活字 1枚 b-93

931 昭和史懇話会10月会報 昭和史懇話会 平成3年10月4日
小冊子。和田の講演「昭和天皇の独白録を読んで」に関する記述
あり。和田は昭和史懇話会の新入会員。

活字 1点 c-115

932 昭和史懇話会11月会報 昭和史懇話会 平成3年11月5日
小冊子。和田の講演「昭和天皇の独白録を読んで」の記録が完成
したことが掲載されている。

活字 1点 封筒1点 p-6

933
和田耕作先生著『大戦争の
表と裏』読後感想集

昭和史懇話会 平成14年6月16日 小冊子。 活字 1点 j-90

　１０－１３　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

934
大東亜戦争を考える会第16
回月例会開催のお知らせ

大東亜戦争を考える会
事務局

平成3年9月 報告は原信芳「アメリカの経済制裁に対する日本の対応」。 活字 2枚 t-2

935 初午祭「のぼり」のお願い
永福町商店街振興組
合

平成4年1月 活字 2枚 c-58

936 [盂蘭盆会の案内] 杉並教会 平成4年7月5日 講演者は禅宗僧侶の盛永宗興。 活字 1枚 c-55
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　１１　住所録・名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

937 鈴木とく子（ときわ会） 昭和43年1月25日 女性の名前と連絡先の並んだ名簿。稽古ごと関連と思われる。 ペン 1枚 r-93

938 新宗連　組合 [和田耕作など] [昭和44年]
少し使用済みのノート。宗教団体の連絡先を記載。昭和42～44年
の郵便物などの挟込みあり。

ペン 1冊 f-44

939 住所録 [和田耕作] [昭和46年]
殆ど使用済の住所録。挟込まれた郵便物の年代は昭和42～46
年。

ペン 1冊 d-13

940 『組合員名簿』

東京都クリーニング環
境衛生同業組合・東京
都クリーニング商工業
協同組合

昭和47年11月 活字 1冊 d-54

941 「百働会東京支部会員名簿」 百働会東京支部 昭和49年11月21日
小冊子。27頁に和田の名前あり。表紙「カードスミ 50,4,19 記号B」
「和田耕作」とあり。

活字 1点 c-157

942
「社団法人国際善隣協会会
員名簿」

国際善隣協会 昭和49年 小冊子。 活字 1点 c-141

943
「永福町商店街振興組合会
員名簿」

[永福町商店街振興組
合]

昭和49年 小冊子。書込あり。1頁に顧問として和田の名前あり。 活字 1点 d-7

944 「会員名簿」 永福自治協力会 昭和50年1月1日 小冊子。2頁に和田の名前あり。 活字 1点 c-49

945 「会員名簿」
全日本冠婚葬祭互助
協会

昭和50年6月1日 小冊子。 活字 1点 c-68

946 「百働会東京支部会員名簿」 百働会東京支部 昭和50年11月21日 小冊子。14頁に和田の名前あり。 活字 1点 c-158

947 メイボ入レ　整理 和田耕作 昭和50年12月 喪中欠礼挨拶を中心とする郵便物を袋に保存したもの。 ペン 1袋
封筒1点
「諸口　乾
用」とあり

p-241

948 住所録 [和田耕作] [昭和50年] 殆ど未使用の住所録。挟込まれた郵便物の年代は昭和50年。 ペン 1冊 d-14

949
「国鉄OB会東京城西支部会
員名簿」

国鉄OB会東京城西支
部

昭和51年4月1日 小冊子。 活字 1点
会員名簿
加除訂正
表 2枚

c-134

950 1 各種団体名ボ [和田耕作] 昭和52年1月 あまり使われていないノート。各種団体の連絡先が並ぶ。 ペン 1冊 d-30

950 2
渋谷区優良商店主表彰者名
簿

渋谷区商店会連合会 昭和52年1月11日 小冊子。 活字 1点 d-30

951 各種団体名ボ [和田耕作] 昭和52年1月 あまり使われていないノート。各種団体の連絡先が並ぶ。 ペン 1冊 d-28

952 各種団体名ボ [和田耕作] 昭和52年1月 あまり使われていないノート。各種団体の連絡先が並ぶ。 ペン 1冊 d-29

953 「笹塚楽寿会会員名簿」 笹塚楽寿会 昭和52年4月1日 小冊子。和田の広告あり。 活字 同一2点
領収書 1枚 
「名簿広告
代」とあり

c-148

954 荻窪地区発展協議会役員表 [荻窪地区発展協議会] 昭和52年4月1日 2頁に相談役として和田の名前あり。 活字 2枚 d-26

955 「杉並区民謡連盟役員名簿」 杉並区民謡連盟 昭和52年6月 小冊子。表紙裏に和田の広告あり。表紙に書込あり。 活字 同一2点 c-145

956 「清山会会員名簿」 日本民謡杉並清山会 昭和52年6月
小冊子。1頁に顧問として和田の名前あり。表紙に「和田耕作」とあ
り。

活字 1点 n-138
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957
「杉並区身体障害者福祉協
会会員名簿」

杉並区身体障害者福
祉協会

昭和52年7月16日 小冊子。52頁に特別会員として和田の名前あり。 活字 1点
杉並区身
障協会会
報 1枚

c-133

958
「東京都杉並区議会議員名
簿」

杉並区議会事務局 昭和52年8月 小冊子。 活字 1点 d-61

959
「杉並区馬橋商興会会員名
簿」

杉並区馬橋商興会 昭和52年9月 小冊子。和田の広告あり。 活字 1点 c-140

960
「中野区若宮一丁目町会会
員名簿」

中野区若宮一丁目町
会

昭和52年9月 小冊子。6頁に和田の広告あり。 活字 1点 c-143

961
「杉並区馬橋商興会会員名
簿」

馬橋商興会 昭和52年9月 小冊子。和田の広告あり。 活字 1点 d-10

962
「杉並洋服組合創立五十周
年記念　組合員名簿」

杉並洋服組合 昭和51年10月 小冊子。32頁に和田の広告あり。 活字 1点 c-127

963 「杉並区成二町会会員名簿」 杉並区成二町会 昭和51年11月 小冊子。43頁に和田の広告あり。 活字 1点 c-139

964
「弥生町五丁目町会会員名
簿」

弥生町五丁目町会 昭和52年11月 小冊子。和田の広告あり。 活字 1点 c-136

965 「渋谷第一町会会員名簿」 渋谷第一町会 昭和52年12月 小冊子。和田の広告あり。 活字 1点 c-144

966
「代々木五丁目町会会員名
簿」

代々木五丁目町会 昭和52年12月 小冊子。和田の広告あり。 活字 1点 c-142

967 住所録 [和田耕作] [昭和53年]
殆ど使用済の住所録。挟込まれた郵便物の年代は昭和50～53
年。

ペン 1冊 b-98

968 住所録 [和田耕作] [昭和53年]
殆ど使用済の住所録。挟込まれた郵便物の年代は昭和51～53
年。

ペン 1冊 b-97

969
「永福町商店街振興組合会
員名簿」

[永福町商店街振興組
合]

昭和55年 小冊子。書込あり。1頁に顧問として和田の名前あり。 活字 1点 d-5

970 [連絡リスト] [和田治子] 殆ど未使用のノート。各種団体の連絡先を記載。 ペン 1冊 c-6

971 [備忘録] [和田治子] 殆ど未使用のノート。数名の人名と必要な対応を記載。 ペン 1冊 c-7

972 [人名記録] [和田治子] 殆ど未使用のノート。数名の人名が記載されるのみ。 鉛筆 1冊 c-8

973 [名刺] 太陽神戸三井銀行 太陽神戸三井銀行永福町支店の社員の名刺。 活字 2枚 d-3

974 Name Card Holder [和田耕作] 殆ど使用済の名刺ホルダー。多くの白紙の挟込あり。 活字 1冊 d-60

975 祝電 [和田耕作] 国会議員や財界人などの肩書が並ぶ人名リスト。 ペン 13枚 m-6

976 [メモ帳] 人名や団体名を記したメモ帳。1枚以外未使用。 ペン 1冊 p-206

977
[クリーニング環境衛生同業
組合連絡先]

東京都・神奈川県・静岡県クリーニング環境衛生同業組合の連絡
先を記載した表。

電子式
複写（活
字）

1枚 p-275

978 [名刺] 柔道整復師らの名刺。書込みあり。 活字 5枚 p-281

979 メモ [和田耕作] 「黄　メイボ　すみ」とあり。 ペン 1枚 p-284

980
[ホールソートカード請求書な
ど]

外国文献社
和田耕作事
務所

納品書、請求書、出荷ご案内書とお取引代金の銀行振込お願い。
封筒表に「カードを注文いたしました。1000枚」とあり。

ペン 4枚 封筒1点 p-294

981 [名刺一括] 表面「切手入れ」とある封筒に保存。一部に用件などの書込あり。 活字 48枚 封筒1点 p-303

982 [中川寿一名刺] 中川寿一 「理事」の書込あり。税理士中川寿一の名刺。 活字 1枚 r-78

983 [議員関係住所メモ] [和田治子]
衆議院の第一、第二議員会館、参議院議員会館の住所を記録し
たノートの切れ端。

ペン 1枚 t-11
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　１２　草稿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１２－１　抑留原稿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

984 序文 和田耕作 昭和25年5月10日 自分の経歴や共産主義について。 ペン 21枚 b-43

985 序 [和田耕作] 資料984を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 12枚

封筒 1点 
衆議院議
員時代の
封筒

b-42

986 一、アルマ・アタの街 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 12枚 b-45

987 一、アルマ・アタの街 [和田耕作] 資料986を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 8枚 b-44

988 ニ、検疫期間 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 16枚 b-47

989 ニ、検疫期間 [和田耕作] 資料988を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 11枚 b-46

990
三、最初の仕事　－メーデー
を目指す社会主義競争－

和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 32枚 b-49

991
三、最初の仕事　－メーデー
を目指す社会主義競争－

[和田耕作] 資料990を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 20枚 b-48

992
四、強制労務管理の典型　
－ストッキー小隊の人々－

和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 20枚 b-51

993
四、強制労務管理の典型　
－ストッキー小隊の人々－

和田耕作 資料992を清書したもの。 ペン 14枚 b-50

994 五、農場と内閣病院 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 17枚 b-27

995 五、農場と内閣病院 [和田耕作] 資料994を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 11枚 b-26

996 六、捕虜と一般抑留者 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 13枚 b-25

997 六、捕虜と一般抑留者 [和田耕作] 資料996を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 8枚 b-24

998 七、最悪の冬季作業 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 32枚 b-23

999 七、最悪の冬季作業 [和田耕作] 資料998を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 19枚 b-22

1000 八、モスクワからの査察官 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 18枚 b-21

1001 八、モスクワからの査察官 [和田耕作] 資料1000を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 11枚 b-20

1002
九、四〇〇名の栄養失調患
者

和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 11枚 b-19

1003
九、四〇〇名の栄養失調患
者

[和田耕作] 資料1002を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 7枚 b-18

1004
十、抑留者民主運動の指導
者の一人として

和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 19枚 b-17

1005
十、抑留者民主運動の指導
者の一人として

[和田耕作] 資料1004を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 13枚

封筒 1点 
衆議院議
員時代の
封筒

b-16

1006
十一、再び作業へ（一七五工
場）

和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 14枚 b-5

1007
十一、再び作業へ（一七五工
場）

[和田耕作] 資料1006を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 9枚 b-4

1008 十二、外科病棟の改築 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 9枚 b-7
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1009 十二、外科病棟の改築 [和田耕作] 資料1008を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 6枚 b-6

1010
十三、中隊長罷免さる－懲罰
労働へ

和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 10枚 b-9

1011
十三、中隊長罷免さる－懲罰
労働へ

[和田耕作] 資料1010を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 7枚 b-8

1012 十四、地区政治学校 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 11枚 b-11

1013 十四、地区政治学校 [和田耕作] 資料1012を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 8枚 b-10

1014
十五、喜びの帰還と悲しみの
残留

和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 20枚 b-13

1015
十五、喜びの帰還と悲しみの
残留

[和田耕作] 資料1014を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 14枚 b-12

1016 一、カラガンダへの移動 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 15枚 b-29

1017
第二部　カラガンダ/一、カラ
ガンダへの移動

[和田耕作] 資料1016を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 11枚

封筒 1点 
封筒表「カ
ラガンダ」と
あり。

b-28

1018 ニ、カラガンダ 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 16枚 b-31

1019 ニ、カラガンダ [和田耕作] 資料1018を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 11枚 b-30

1020 三、楽しい二十四分所 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 19枚 b-33

1021 三、楽しい二十四分所 [和田耕作] 資料1020を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 12枚 b-32

1022
四、興味深き十九分所ー民
主運動の相貌

和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 30枚 b-35

1023
四、興味深き十九分所ー民
主運動の相貌

[和田耕作] 資料1022を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 20枚 b-34

1024
五、「ブラン」吹き狂う冬期作
業

和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 8枚 b-37

1025
五、「ブラン」吹き狂う冬期作
業

[和田耕作] 資料1024を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 6枚 b-36

1026 六、サランの二十収容所 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 19枚 b-39

1027 六、サランの二十収容所 [和田耕作] 資料1026を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 13枚 b-38

1028 七、帰還の興奮 和田耕作 ソ連抑留時の収容所の様子などを記したもの。 ペン 45枚 b-41

1029 七、帰還の興奮 [和田耕作] 資料1028を清書したもの。筆跡は和田耕作ではない。 ペン 30枚 b-40

　１２－２　激流に生きる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1030
三、敗戦と流亡/四、戦後　再
出発から国会え(ママ)

和田耕作
『激流に生きる』の草稿、修正あり。内容的には「五、国会生活所
感」まで含む。

ペン 99枚 a-54

1031 [『激流に生きる』初校] 和田耕作
『激流に生きる』第一章から第二章の半分位までの初校。和田に
よる修正多数あり。封筒表「コピーして持参」とあり。

活字 17枚 封筒1点 n-117

　１２－３　私の昭和史　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1032 私の昭和史 和田耕作 昭和39年11月15日 『私の昭和史』の原稿（2～3ページ）。 墨書 2枚 o-46

1033 私の昭和史　第一部関係 和田耕作
『私の昭和史』の草稿。刊行されたものとは異なる記述も確認され
る。

ペン 1袋 n-34

1034 尾崎秀実と昭和研究会 和田耕作
雑誌『論争』掲載の草稿と思われる。後に『私の昭和史』に収録。１
～63ページまで。

ペン 4点 o-169

1035
企画院事件とそのころの日
本

和田耕作
雑誌『論争』掲載の草稿と思われる。後に『私の昭和史』に収録。1
～48ページ。

ペン 1点 o-170
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1036 野戦の思い出 和田耕作
雑誌『論争』掲載の草稿と思われる。後に『私の昭和史』に収録。1
～49ページまで。表紙に「尾崎秀実と昭和研究会」のゲラあり。

ペン 1点 o-171

1037 （一）敗戦流亡 和田耕作
雑誌『論争』掲載の草稿と思われる。後に『私の昭和史』に収録。1
～58ページ。

ペン 1点 o-172

1038 敗戦流亡 和田耕作
雑誌『論争』掲載の草稿と思われる。後に『私の昭和史』に「敗戦流
亡（その２）と収録。2～43ページ。

ペン
1点（43
枚）

o-173

1039 [ソ連抑留中について] 和田耕作
雑誌『論争』掲載の草稿と思われる。収容所での成績別食事等級
のメモ書きなどあり。

墨書 19枚

封筒2点
「『私の昭
和史』原
稿」「私の
昭和史　第
一部関係」
などとあり。

o-166

　１２－４　70年代の政権構想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1040 田中内閣の歴史的意味 和田耕作 昭和47年8月 『70年代の政権構想』草稿の一部。 ペン 9枚 o-151

1041 保・革の分離結合 和田耕作 昭和47年8月 『70年代の政権構想』草稿の一部。 ペン 4枚 o-153

1042 「70年代の政権構想」 和田耕作 昭和47年9月1日
副題「平和と福祉をめざす新連合政権を論ず」。初校か二稿ぐらい
の草稿。朱筆などあり。

活字 6枚 o-125

1043
[『七〇年代の政権構想』草
稿]

和田耕作 [昭和47年] 『70年代の政権構想』の草稿ノート。 ペン 1冊 n-113

　１２－５　大戦争の表と裏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1044
一、私の育った時代　明治と
大正

和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

6枚 j-29

1045 ニ、京大左翼の一員として 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

5枚 j-30

1046 三、転向と結婚と就職 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

6枚 j-31

1047 三、転向と結婚と就職 和田耕作
『大戦争の表と裏』第3章の草稿。刊行本と表現の異なる部分あ
り。多くの修正あり。

活字 6枚 b-66

1048 四、京都市役所時代 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

4枚 j-32

1049 五、満鉄経済調査会 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

5枚 j-33

1050 六、企画院と東亜研究会 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

7枚 j-34
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1051
七、昭和研究会と大政翼賛
会

和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

8枚 j-35

1052 八、まぼろしの企画院事件 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

7枚 j-36

1053 九、獄中応召　比島戦線へ 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

5枚 j-37

1054 十、野戦の想い出 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

7枚 j-38

1055 十一、満鉄事件 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

7枚 j-39

1056
十二、保釈出所　束の間の
安らぎ

和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

5枚 j-40

1057
十三、新京（長春）で迎えた
終戦

和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

4枚 j-41

1058 十四、ソ連軍との接触 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

8枚 j-42

1059 十五、中共との接触 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

5枚 j-43

1060 十六、ソ連軍警による検挙 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

6枚 j-44

1061
十七、中央アジア　アルマー
ターへの護送

和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

12枚 j-45

1062 十八、アルマータ収容所 和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

11枚 j-46

1063
十九、カラカンダ収容所と帰
還

和田耕作
『大戦争の表と裏』の原稿。「初校」とあり。訂正など書込みが多
い。

電子式
複写（活
字）

6枚 j-47

1064
[『大戦争の表と裏』草稿断
片]

和田耕作 『大戦争の表と裏』第7～12章の一部の草稿。 墨書 53枚 b-71

1065 ニ、運・不運の問題について 和田耕作 『大戦争の表と裏』の序とあと書きに類似の文章あり。 墨書 16枚 a-56

1066 ニ、運・不運の問題について 和田耕作 『大戦争の表と裏』の序とあと書きに類似の文章あり。 墨書 16枚 a-57

1067
三、般若心経と観音経との出
会い

和田耕作 『大戦争の表と裏』第12章に類似の文章あり。 墨書 3枚 a-58

1068 三、心の美化　共産主義と私 和田耕作 『大戦争の表と裏』あと書きの一部。 墨書 18枚 a-59
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　１２－６　歴史の中の帝国日本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1069
[『歴史の中の帝国日本』紹
介文草稿]

[平成3年] 和田以外の人物によると思われる紹介文の草稿。 墨書 3枚 b-64

1070 自序 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の序文の原型の一つ。 墨書 19枚
原稿用紙 1
冊

a-36

1071 序文 和田耕作 [平成3年]5月26日
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「5/26　要再」とあ
り。

活字 3枚 a-43

1072 序文 和田耕作 [平成3年]7月20日
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「最終校正用
7/20」とあり。21を起こしたもの。22～24でほぼ完成稿となる。

活字 2枚 a-22

1073 序文 和田耕作 [平成3年]7月20日
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。序文未定稿の一つ。欄
外に「7/20 最終校正用」とあり。

活字 3枚 a-26

1074 序文 和田耕作 [平成3年]7月20日 『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「7/20」とあり。 活字 2枚 a-45

1075 序文 和田耕作 [平成3年]7月27日
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。序文完成稿。欄外に
「7/27 最終校正用」とあり。22～24をまとめたもの。

活字 4枚 a-25

1076 序文 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「要三枚」とあり。 活字 5枚 a-44

1077 [序文] 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。 墨書 7枚 a-21

1078 [序文] 和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。序文未定稿の一部。24
の一つ前の版。

墨書 3枚 a-27

1079 [序文] 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。序文完成稿の一部。 墨書 6枚 a-23

1080 [序文] 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。序文完成稿の一部。 墨書 8枚 a-24

1081 [序文] 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。序文の一部。 墨書 4枚 a-41

1082 [序文] 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。序文の一部。 墨書 1枚 a-42

1083 あとがき 和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。内容的には序文の一
部。

墨書 11枚 a-46

1084 推薦の辞(長)/推薦の辞(短) 小堀桂一郎 [平成3年]8月29日
『歴史の中の帝国日本』カバー裏推薦文の原稿。送り状は電子式
複写。

ペン 4枚 送り状1枚 b-63

1085 第一章　明治維新 和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「再校」「酒井さん
訂正分」とあり。

活字 17枚 紐1本 a-3

1086 第一章　明治維新 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 121枚 a-50

1087 第二章　列強の極東進入 和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「再校」「酒井さん
訂正分」「林さん」とあり。

活字 7枚 a-4

1088 第三章　明治政府の発足 和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「再校」「林」とあ
り。

活字 8枚 a-5

1089 第三章　明治政府の発足 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 55枚 a-40

1090
第四章　朝鮮をめぐる日本と
清国

和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「再校」「高沢さ
ん」とあり。

活字 8枚 a-6

1091
第四章　朝鮮をめぐる日本と
清国

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。欄外「済」とあり。 墨書 49枚 a-51

1092
第五章　日清戦争、三国干
渉と朝鮮

和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「再校」「酒井さ
ん」「９項が欠」とあり。

活字 10枚 a-7

1093
第五章　日清戦争、三国干
渉と朝鮮

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 65枚 a-52

1094
第六章　日露戦争前の列強
と満州、朝鮮

和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「初稿」「訂正ずみ
2/23」とあり。

活字 9枚 a-8
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1095
第六章　日露戦争前の列強
と満州、朝鮮

和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「初稿直しすみ」
「もう一度直しすみ3/26」などとあり。

活字 9枚 a-39

1096
第六章　日露戦争前の列強
と満州、朝鮮

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 59枚 a-53

1097
第七章　日露戦争と帝国日
本の確立

和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「再」「林さん」とあ
り。

活字 11枚 a-9

1098
第七章　日露戦争と帝国日
本の確立

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 79枚 a-37

1099
第八章　藩閥政治から政党
政治へ

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。 活字 15枚
メモ帳 1枚 
テープにて
貼付

a-10

1100
第八章　藩閥政治から政党
政治へ

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 104枚 a-2

1101
第八章　藩閥政治から政党
政治へ

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。線引あり。
電子式
複写（墨
書）

104枚 a-49

1102
第九章　社会主義運動と大
正デモクラシー

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿の一部。 活字 3枚 a-81

1103
第九章　社会主義運動と大
正デモクラシー

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 34枚 a-80

1104
第十章　中華民国の誕生と
日本

和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「再校」「再」「林」
とあり。

活字 10枚 a-11

1105
第十章　中華民国の誕生と
日本

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 68枚 a-32

1106
第十一章　ソ連の出現と米国
の興隆

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。 活字 12枚 a-12

1107
第十一章　ソ連の出現と米国
の興隆

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 78枚 a-28

1108
第十二章　陸軍軍縮と　原外
交

和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。欄外「要再訂正すみ3/17」とあ
り。単行本では「陸軍軍縮と幣原外交」となっている。訂正あり。

活字 6枚 a-13

1109
第十二章　陸軍軍縮と幣原
外交

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 39枚 a-30

1110
第十三章　中国統一と田中
内閣

和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。欄外「初稿訂正ずみ3/26」とあ
り。訂正あり。

活字 7枚 a-14

1111
第十三章　中国統一と田中
内閣

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 46枚 a-33

1112
第十四章　満州事変－大陸
政策の終着点

和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。欄外「要再校」「訂正ずみ3/26」と
あり。訂正あり。

活字 21枚 a-15

1113
第十四章　満州事変－大陸
政策の終着点

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 111枚 a-31

1114 第十五章　権力主体の動揺 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。 活字 11枚 a-17

1115 第十五章　権力主体の動揺 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 70枚 a-34

1116
第十六章　二・二六事件から
近衛内閣へ

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「富士子」とあり。 活字 9枚 a-18

1117
第十六章　二・二六事件から
近衛内閣へ

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 63枚 a-38
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1118
第十七章　支那事変と三国
同盟

和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「再校」「酒井さ
ん」などあり。

活字 13枚 a-19

1119
第十七章　支那事変と三国
同盟

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 90枚 a-35

1120
第十八章　大東亜戦争は避
けられなかった｜本書の要
約｜

和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。単行本「第十九章　運
命的な大東亜戦争」の内容。

活字 38枚 a-16

1121
第十八章　大東亜戦争は避
けられなかった。-本書の要
約-

和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 111枚 a-29

1122 第十八章　大東亜戦争へ 和田耕作 [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「再すみ」「訂正ず
み」などあり。

活字 11枚 a-20

1123 第十八章　大東亜戦争へ 和田耕作 [平成3年] 『歴史の中の帝国日本』の原稿。 墨書 76枚 a-1

1124
第十九章、運命的な大東亜
戦争　明治・大正・昭和、ひと
すじの道

和田耕作 [平成3年]6月19日 『歴史の中の帝国日本』の原稿。訂正あり。欄外「6/19」とあり。 活字 19枚 b-14

　１２－７　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1125 ソビエト･ロシヤの印象 和田耕作 [昭和26年]
罫紙は「国民経済研究協会」。寄稿先不明の原稿。訂正あり。ソ連
抑留からの帰国直後に書きとめた印象をまとめたもの。全十章。
資料1216に関連資料あり。

ペン 53枚 a-72

1126
十七、従業者住宅の四つの
区別

和田耕作 [昭和26年]
罫紙は「国民経済研究協会」。寄稿先不明の原稿。訂正あり。アル
マアタでの等級別住居格差について。資料1219に関連資料あり。

ペン 9枚 a-76

1127 光明への糸口 和田耕作 [昭和26年] 罫紙は「日本フェビアン研究所」。電源開発と食糧増産を主張 ペン 4枚 o-182

1128 1
総理に無制限な解散権はな
い

和田耕作 [昭和53年]
副題「正しい解散ルールを定着させよう」。「朝日『論壇』原稿」とあ
り。

ペン 9枚

封筒1点
「原稿資料
（在中）」と
あり

o-141

1128 2
「第四編　国会及び内閣の問
題」

佐藤功 『憲法解釈の諸問題』から複写。142～195ページのみ。
電子式
複写（活
字）

26枚 o-141

1128 3
「論壇　首相の解散権を問い
直す」

岡田春夫 昭和53年6月14日 朝日新聞切抜。 活字 1枚 o-141

1128 4 「解散権の法理」 宮沢俊義 昭和27年1月1日 『ジュリスト1号』より複写。
電子式
複写（活
字）

1点 o-141

1128 5 「衆議院解散権」 鈴木法日児 昭和53年5月2日 『ジュリスト』増刊「憲法の争点」より複写。
電子式
複写（活
字）

1枚 o-141

1128 6 「ミニ解散史」 日本経済新聞 昭和51年1月1日 『日本経済新聞』より複写。
電子式
複写（活
字）

1枚 o-141

1129
第四章　労働党の機構/第五
章　計画経済

和田耕作 [昭和27年]
F.W.ベイトソン著『社会主義とイギリス農業』の翻訳原稿。
  

ペン 64枚 o-1

1130 イタリー社会主義運動 和田耕作 昭和30年3月12日 半分ほど使用済のノート。外国新聞・雑誌の翻訳と思われる。 ペン 1冊 n-132
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1131 [イタリア政界の動向] 和田耕作 [昭和30年]
イタリア政界と社会主義政党の動向に関する草稿。「最近イタリア
の政治には……」で始まる。

ペン 26枚 n-133

1132 スターリン格下問題 和田耕作 [昭和31年] 半分ほど使用済みのノート。原稿用紙4枚の挟込みあり。 ペン 1冊 g-20

1133 [社会主義のノート] 和田耕作 [昭和32年]
ノート。内容は「ドイツ社会民主党の右寄り」、「蜂起後の4ヶ年」、
「組合への共産党の影響力」等。

ペン 1冊

原稿9枚
（社会主義
政党の組
織につい
て）

o-2

1134
[民主社会主義と新保守主義
について]

和田耕作 [昭和34年] 民主社会主義と新保守主義に関する草稿。 鉛筆 4枚 n-118

1135 1
民主社会主義新党の組織に
ついての研究課題

[新党準備会] [昭和34年]
鉛筆によるチェック印、裏面に「党組織」と書込あり。封筒は日本文
化フォーラムからで、「党組織」と書込あり。

タイプ
（謄写）

2枚 封筒1点 q-90

1135 2 [党組織への意見書] 和田耕作 [昭和34年] 掲載先不明の原稿。赤鉛筆で修正あり。 ペン 7枚 q-90

1136
「社会党の行きづまりと民社
党の誕生」

和田耕作 昭和35年8月10日
『学習テキスト第二集民主社会主義の問題点』を原本にした草稿。
朱筆などあり。

活字 21枚 o-126

1137 各国社会党 和田耕作 [昭和35年] 少し使用済のノート。ドイツ社会民主党に関する記述が中心。 ペン 1冊 m-117

1138
[民社党激励の会への賛同
のお願い]

[和田耕作] [昭和37年]
うち1枚は白紙。1962年7月の参議院選挙にむけた、民社党激励
の会への賛同を依頼する文章。

ペン 10枚 n-93

1139
[労働生産性と賃金に関する
メモ]

[和田耕作] [昭和37年] 労働生産性と賃金に関するメモ。 ペン 1枚 n-94

1140 [区長・区議選に際して] 和田耕作 [昭和42年] 掲載先不明の草稿。「藤本泰民氏にわたした原稿」とあり。 ペン 4枚 o-135

1141 五ヵ年計画批判 和田耕作 [昭和42年]
「要請」（祖国訪問東京朝鮮中高級学校サッカー･チーム団長　韓
明沫）の裏面を利用。

ペン 1枚 o-152

1142 政界再編成の途（二） 和田耕作 昭和45年 「（四）二大政党による政権交代の問題」で始まる草稿。 ペン 15枚 n-108

1143 国勢提出 和田耕作 昭和47年
うち白紙1枚。(1)大転換の様相が露呈しはじめた、(2)数々の基調
の変化、(3)野党の現状、(4)マスコミの問題点からなる。

ペン 25枚 e-27

1144 国政のご報告 和田耕作 昭和47年 資料1143の(1)部分の原型。 ペン 4枚 e-28

1145
[「民主社会主義とは何か」、
「私の決意」など草稿]

和田耕作 [昭和47年]
殆んど使用済のノート。「一、力の政治に対する評価　二、日本の
安全保障のためには」「民主社会主義とは何か」「私の決意」など
の草稿。

ペン 1冊 c-159

1146 自民党論＝保守連合の役割 和田耕作・和田治子 [昭和47年]
最初の3枚は治子の清書だが、残りはすべて耕作が執筆してい
る。田中内閣に至るまでの自民党政治論。封筒表「『自民討論』
『原稿在中』」とあり。

ペン 21枚 封筒1点 n-99

1147 自民党論＝保守連合の役割 和田耕作・和田治子 [昭和47年]
最初の28枚は治子が資料1146を清書したもの。残りの2枚は耕作
が新たに執筆している。

ペン 30枚 n-100

1148 自民党論＝保守連合の役割 和田耕作・和田治子 [昭和47年] 資料1147を複写したもの。
電子式
複写（手
書）

30枚 n-101

1149 1 [演説草稿] 和田耕作 [昭和47年] 和田の演説草稿。 ペン 9枚 n-114

1149 2 [演説草稿] 和田耕作・和田治子 [昭和47年]
資料1149-1を清書したもの。後半欠落。また1頁目の前面に取消
線が入っている。

ペン 6枚 n-114

1150 福祉四倍増は愛国的行動 和田耕作 [昭和47年] 第33回総選挙に向けた草稿。文の途中で閣筆。 ペン 2枚 n-125

1151 [田中内閣に対する批判] 和田耕作 [昭和47年]
田中内閣を批判した草稿。文の途中で閣筆。「政治の大きな転換
の時代を迎えておりますので……」で始まる。

ペン 6枚 n-126

1152
[物価政策、四次防に対する
批判]

和田耕作 [昭和47年]
田中内閣を批判した草稿。前半部欠落。「の公害に対する無神経
さというか……」で始まる。

ペン 4枚 n-127
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1153
[衆議院解散反対論と田中内
閣批判]

和田耕作 [昭和47年]
田中内閣を批判した草稿。うち2枚は和田治子による清書。「私は
この機会に、国の政治で当面改めなければ……」で始まる。

ペン 9枚 n-128

1154 [田中内閣の今後について] [和田耕作] [昭和47年]
参議院公報などの裏紙を利用した草稿。田中内閣の日中国交回
復・国民生活中心への転換を評価。

ペン 2枚 n-159

1155 [台湾との関係について] 和田耕作 [昭和47年] 日中国交正常化後の日本と台湾の関係について。寄稿先不明。 ペン 5枚 o-42

1156 1
[和田耕作政治レポート草稿
他]

和田耕作 [昭和47年]
原稿箋ノート。政治レポートNo.8「抗議を受入れたＮＨＫ」、No.9「反
戦自衛官の刑事責任」、No.11「健保の問題点」、「私の国会報告」
他。

ペン 1冊

封筒1点
「七十年代
の政権放
送」などと
あり

o-148

1156 2
生命力あふれる玄米につい
て

中山光義 昭和47年 中山は田無保健所所属。
謄写（手
書）

1枚 o-148

1157 1 [日本列島改造論批判] 和田耕作 [昭和47年] その他「限度を知らない成長の危険」など草稿あり。 ペン 15枚 o-150

1157 2
「日本列島改造についての意
見」

（民社党） [昭和47年] 活字 3枚 o-150

1157 3
「日本列島改造論批判と対案
の提唱」

民社党 [昭和47年] 活字 3枚 o-150

1158 1
[月刊総合雑誌『X』創刊アン
ケート ]

時評出版社 [昭和48年5月]
自由民主党の政治を問う10行コメント集。封筒表「エックス　アン
ケート在中　5/17受領」とあり。

活字 1枚 封筒1点 n-102

1158 2
[『X』創刊アンケート回答下書 
]

和田耕作 昭和48年5月 アンケート回答の下書と、田中政権に対する採点など。 鉛筆 7枚 n-102

1158 3
媒体資料　月刊総合雑誌　X 
エックス

時評出版社 [昭和48年5月] 小冊子。発刊の趣旨を説明したもの。 活字 1点 n-102

1159
「日・独環境問題シンポジウ
ム　環境と政治」

和田耕作 昭和48年11月28日 活字 5枚 o-55

1160
「Symposium on Environment 
and Politics」

和田耕作 昭和48年11月28日 資料1159の英文版
電子式
複写（活
字）

10枚 o-56

1161 環境と政治 和田耕作 [昭和48年11月28日] 資料1159の草稿。資料505と関係あり。
電子式
複写（手
書）

27枚 封筒1点 o-54

1162 党再建のために 和田耕作・和田治子 [昭和48年] 内容は総選挙の敗北について。校正などあり。和田治子の筆跡。
電子式
複写（手
書）

16枚 o-27

1163 危機の責任と対策 和田耕作 昭和49年1月 新年の挨拶と物価対策への言及。 ペン 4枚 e-29

1164 狂乱物価と政府の責任 和田耕作 昭和49年 副題「特に国際価格の真相把握について」。 ペン 20枚

紙片1枚
（「再建の
原稿」とあ
り）、封筒1
点

o-58

1165 和田耕作先生講述速記 [和田耕作] [昭和49年]
和田ではない字で記述された速記録。第10回参議院選挙を前にし
た講演の筆記。

電子式
複写（手
書）

1点 n-111

1166 1
変化する事態と変化しない心
情

和田耕作 [昭和49年] 和田の字で書かれた草稿。第10回参議院選挙後の状況を説明。 ペン 5枚 n-112
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1166 2
変化する事態と変化しない心
情

和田耕作 [昭和49年] 資料1166-1の清書。和田耕作の字ではない。 ペン 5枚 n-112

1167 [韓国訪問記] 和田耕作 昭和50年7月
南進トンネル視察や日韓議員連盟総会出席を記録した韓国訪問
記。

ペン 8枚 e-26

1168 悪事はすれど非道はせず 和田耕作 [昭和50年]
寄稿先不明の原稿。スト権ストへの言及あり。資料1224に関連資
料あり。

ペン 2枚 封筒 1点 j-14

1169 悪事はすれど非道はせず 和田耕作 [昭和50年]
寄稿先不明の原稿。スト権ストへの言及はなく、善悪への記述が
中心。

ペン 4枚 j-15

1170 悪事はすれど非道はせず 和田耕作 [昭和50年]
寄稿先不明の原稿。コクヨ原稿用紙の表紙などが付属。スト権スト
や政党への記述あり。

ペン 9枚 j-16

1171 第一問 和田耕作 [昭和50年]
国会質問の原稿の一部と思われる。後半部分欠落。国会情勢に
ついて。

ペン 2枚 j-19

1172 第二問 和田耕作 [昭和50年] 国会質問の原稿と思われる。不況問題について。 ペン 3枚 j-20

1173 [満鉄勤務時代のこと ] 和田耕作 [昭和50年] 満鉄会でのスピーチ原稿と思われる。朱筆あり。
電子式
複写（手
書）

16枚（同
一2点）

o-48

1174
墓苑にぬかづく/千鳥ヶ渕墓
園にぬかづいて

和田耕作 [昭和50年] 終戦日に際しての草稿。掲載先不明。 ペン 7枚 o-140

1175 [明治の人物列伝] 和田耕作 [昭和50年] 西園寺公望、伊藤博文、大隈重信などについての文章。 墨書 13枚 o-213

1176 [幕末維新期の年表] 和田耕作 [昭和50年] 表題のほか「日本におけるキリスト教」の文章断片を含む。 墨書 6枚 o-216

1177 [明治の人物列伝] 和田耕作 [昭和50年] 伊藤博文、板垣退助についての文章。 墨書 2枚 o-218

1178 臨時国会をかえり見て 和田耕作 [昭和50年11月] 寄稿先不明の原稿。昭和50年の国会の状況を説明。 ペン 4枚 j-18

1179 6.3会の新年広告 和田耕作 [昭和50年12月]
資料1180のコピー。文中に国会議員年賀状自粛の件があり、昭和
50年末のものと推定。

電子式
複写（手
書）

同一2点
（各1枚）

d-42

1180 6.3会の新年広告 和田耕作 [昭和50年12月]
資料1179の原本。文中に国会議員年賀状自粛の件があり、昭和
50年末のものと推定。

ペン 1枚 d-43

1181
今こそ安心できる革新の政
治をめざそう

和田耕作 [昭和51年12月]
本文は6枚で2枚は書損じ。三木内閣の成立に際して、ロッキード
事件を振り返ったもの。

ペン 8枚 m-50

1182 [和田耕作選挙演説原稿] 和田耕作 [昭和51年] 昭和51年の第34回衆議院選挙における和田の選挙演説原稿。 ペン 8枚 用箋挟 1点 a-85

1183 総選挙の意味いろいろ 和田耕作 [昭和51年] 昭和51年の第34回衆議院選挙における和田の選挙講評。
電子式
複写（手
書）

同一2点
(各5枚)

a-86

1184 影のない男 和田耕作 [昭和52年]
副題「服部周平君をしのぶ」。『生涯一野人　服部周平追悼録』（追
想・服部周平を偲ぶ会、1978年）の草稿と思われる。

電子式
複写（手
書）

3枚 o-128

1185 原稿用紙 [和田耕作] [昭和52年11月] 「52 11-」と書かれた原稿用紙。 ペン 1枚 紐1点 p-158

1186 [終戦三十三周年を迎えて] 和田耕作 [昭和53年] 掲載先不明の草稿。後半部欠落。 ペン 1枚 o-137

1187 [革新・原稿] 和田耕作 [昭和57年] 中村菊男への追悼文草稿。
電子式
複写（手
書）

8枚 o-138

1188 [民社研] 和田耕作 [昭和57年] 中村菊男への追悼文草稿。
電子式
複写（手
書）

4枚 o-139

1189
[廖承志の葬儀に関する草
稿]

和田耕作 [昭和58年]
「廖承志の葬儀」「廖承志の葬儀に参加して」などの断片から構
成。

墨書 11枚 o-214
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1190
明治時代は意外に自由で
あった

和田耕作 [昭和60年] 尾崎記念財団『世界と議会』投書用草稿。
電子式
複写（墨
書）

13枚 o-116

1191 1
明治時代は意外に自由で
あった

和田耕作 [昭和60年] 尾崎記念財団『世界と議会』へ寄稿。
電子式
複写（活
字）

同一2点
封筒1点、
送状1枚

o-118
o-119

1191 2 維新の革命に想う 和田耕作 尾崎記念財団『世界と議会』へ寄稿。
電子式
複写（活
字）

同一2点
o-118
o-119

1192 [代議士引退後について] 和田耕作 [昭和60年] 文章断片。資料1193と関係あり。 墨書 1枚 o-217

1193
明治時代は如外に自由で
あった

和田耕作 [昭和60年] 文章断片。資料1192と関係あり。 墨書 10枚 o-219

1194 ドーア氏の論文批判 [和田耕作] [昭和61年]
うち1枚は白紙、また別の論文用紙1枚がまぎれこんでいる。ドーア
氏の論文「日本社会党と構造改革」について。

ペン 23枚 n-110

1195
亜細亜の強国をめざす帝国
日本の戦い -大東亜戦争は
避けられなかった-

和田耕作 [平成2年]
表紙に「これはダイヤモンドタイム社に渡した原稿のコピイです」と
あり。

活字 12枚 b-58

1196

[亜細亜の強国をめざす帝国
日本の戦い -大東亜戦争は
避けられなかった- 前半部草
稿]

和田耕作 [平成2年] 資料1195よりも前の段階の草稿。後半部欠落。多くの修正あり。 活字 5枚 b-65

1197
亜細亜の強国をめざす帝国
日本の戦い -大東亜戦争は
避けられなかった-

和田耕作 [平成2年] 資料1195～1196よりも前の段階の草稿。
電子式
複写（墨
書）

77枚 b-69

1198 1
「（案）国際社会における日本
の役割　安全保障問題に関
する提言」

平成4年2月5日 「極秘」印あり。コピー前から書込多数あり。
電子式
複写（活
字）

17枚 s-90

1198 2
社説「『安全な社会』を撃つ短
銃テロ」「カンボジアに多様な
貢献を」

朝日新聞社 平成4年3月22日 『朝日新聞』38132号2面の切抜。 活字 1枚 s-90

1198 3
書評「片岡鉄哉『さらば吉田
茂』　憲法巡り刺激的な仮
説」

伊藤隆 平成4年3月22日 『朝日新聞』38132号13面の切抜。 活字 1枚 s-90

1198 4
社説「自衛隊抜きPKOで始め
よう」

朝日新聞社 平成4年3月17日 『朝日新聞』38128号2面の切抜。 活字 1枚 s-90

1198 5
「小沢調査会答申　背景と歴
史的位置　『九条』突破へ強
引な前文解釈」

渡辺治 平成4年3月18日 『朝日新聞』夕刊38129号9面の切抜。傍線あり。 活字 1枚 s-90

1198 6
「どうなる自衛隊の海外派遣
<上>　『貢献』のかけ声外れ
ゆく『重し』」

朝日新聞社 平成4年3月27日 『朝日新聞』38137号4面の切抜。 活字 1枚 s-90

1198 7
[PKO活動を発端とする憲法
改正問題について]

和田耕作 [平成4年] 未完成と思われる草稿。メモ類も含まれる。 墨書 38枚 s-90

1199 早く一人前の国家に 和田耕作 [平成5年]
寄稿先不明の原稿。冷戦終結による状況の変化と日本の進路に
ついて。

墨書 3枚
原稿用紙 1
冊

a-78

1200 二つの名前をもった犬 和田耕作 [平成6年] 和田の飼い犬の話。 ペン 8枚 b-70

1201 米寿を迎えて想ふこと 和田耕作 平成7年2月2日 資料1202の元になった草稿。封筒表「米寿原稿」とあり。 活字 59枚 封筒1点 n-46
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1202
米寿に想う　大戦争･共産主
義・そして民社と共に

和田耕作 [平成7年] 草稿。誤字の訂正など多くの修正あり。資料1201と関連あり。 活字 6枚 n-36

1203 [戦後は余白] 和田耕作 [平成11年] 『大戦争の表と裏』あと書きに類似の文章あり。 墨書 20枚 a-77

1204
②独りぼっちの記（思いつくま
ま）

和田耕作 [平成11年]2月4日
使い切った原稿用紙のノート。健康のこと、娘さんのこと、服部経
治についてなど。

墨書 1冊 j-54

1205 独語（一） 和田耕作 平成14年9月20日
あまり使われていないノート。不審船問題、瀋陽（奉天）総領事館
事件、日朝国交回復問題について。

墨書 1冊 j-52

1206 [民社党解党十年に際して] [和田耕作] [平成16年] 民社党解党十年に際して書かれた草稿。 墨書 3枚 j-83

1207 [メモ] 和田耕作
昭和天皇に関すると推測されるメモや、戦争責任追及に関する戦
後の年表など

墨書 3枚 a-47

1208 私の考え方 和田耕作
明治維新から太平洋戦争までの歴史を叙述。対米戦争の正当性
を主張。

電子式
複写（墨
書）

51枚 a-48

1209 序 和田耕作 寄稿先不明の原稿の一部。近代日本のおかれた状況について。 墨書 2枚 a-60

1210
（一）近代思想とそれに共産
主義について

和田耕作
寄稿先不明の原稿の一部。19世紀から20世紀の思想中、特に共
産主義について。

墨書 5枚 a-61

1211 （一）とくに世話になった人 和田耕作 学生時代からの交友関係を記す。 墨書 11枚 a-62

1212 [信仰に関するノート] 和田耕作 ノート。内容は「四、私が頼る絶対者」「私の人生観」など。 墨書 1冊 a-63

1213
大正デモクラシー/治安維持
法/蒋介石の北伐

和田耕作 それぞれの語句の事典的な解説。何かの下調べか。 墨書 4枚 a-67

1214 私の囲碁人生 和田耕作 中学生時代から始めた、囲碁と人生について。 墨書 14枚 a-68

1215 [初期の高知高校について] 和田耕作 高知高校第一回生、第二回生に関する思い出。 墨書 ７枚 a-69

1216 ソビエト･ロシヤの印象 和田耕作 寄稿先不明の原稿。資料1125の清書。 ペン 33枚

封筒 1点 
封筒表「シ
ベリヤ資
料」とあり

a-71

1217 白系露人の末路 和田耕作 寄稿先不明の原稿。資料1218の清書。 ペン 21枚 a-73

1218 白系露人の末路 和田耕作
罫紙は「日本フェビアン研究所」。寄稿先不明の原稿。訂正あり。
抑留時の白系ロシア人について。

ペン 29枚 a-74

1219
十七、従業者住宅の四つの
区別

和田耕作 寄稿先不明の原稿。資料1126の清書。 ペン 6枚 a-75

1220
大東亜戦争は避けられな
かった

和田耕作
太平洋戦争における日本の立場を擁護したもの。うち一方には書
き込みあり。

電子式
複写（墨
書）

同一2点
(各15枚)

a-79

1221 明治政府を強めた三條件 和田耕作
寄稿先不明の原稿。訂正あり。幕末から明治10年までの歴史を叙
述。

ペン 42枚 a-82

1222 [幕末維新期に関するメモ] 和田耕作 資料1221の記述に使用したと思われる歴史のメモ。 ペン 15枚 a-83

1223 用心棒、任期一パイ、早打碁 和田耕作 大学時代からの友人、水内との関係について。 ペン 1枚 c-135

1224 悪事はすれど非道はせず 和田耕作
欄外「阿佐ヶ谷東電原稿」とあり。資料1168～1170に関連資料あ
り。

電子式
複写（手
書）

2枚
封筒1点 
「原稿コ
ピー」とあり

d-32

1225 不毛のたたかいへの反省 和田耕作 欄外「杉並新聞」とあり。
電子式
複写（手
書）

同一3点
（各5枚）

d-37
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1226 民主政治に確信をもとう 和田耕作 資料1229のコピー。冒頭に「全郵政」むけの年賀の挨拶あり。
電子式
複写（手
書）

同一2点
（各3枚）

d-38

1227 実効ある対策を 和田耕作 欄外「宅建」とあり。
電子式
複写（手
書）

同一3点
（各4枚）

d-39

1228 不況とスト 和田耕作 欄外「中央新聞」とあり。うち1部は1枚のみの文章断片。
電子式
複写（手
書）

同一3点
（各3枚）

d-40

1229 民主政治に確信をもとう 和田耕作 資料1226の原本。冒頭に「全郵政」むけの年賀の挨拶あり。 ペン 3枚 d-41

1230
あけましておめでとうござい
ます

和田耕作 資料1231の原本。欄外「6.3会ニュース」とあり。 ペン 3枚 d-44

1231
あけましておめでとうござい
ます

和田耕作 資料1230のコピー。欄外「6.3会ニュース」とあり。
電子式
複写（手
書）

同一2点
（各3枚）

d-45

1232 [自分の信仰について] 和田耕作
立正佼成会むけの文章。和田と立正佼成会の関係が記されてい
る。

ペン 6枚 d-46

1233 変化に処して中道を 和田耕作 資料1234の原本。欄外「民社新年号の原稿」とあり。 ペン 2枚 d-47

1234 変化に処して中道を 和田耕作 資料1233のコピー。欄外「民社新年号の原稿」とあり。
電子式
複写（手
書）

同一3点
（各2枚）

d-48

1235 現代の危機・その実態と対策 和田耕作 共産党、公明党の躍進を懸念。 ペン 6枚 e-25

1236 [住宅問題への提言] 和田耕作
(一)住宅問題の焦点が移動する、(二)佐藤内閣の住宅政策批判、
(三)今後の住宅政策からなる。

ペン 22枚 f-4

1237
日本の政治　民主社会主義
の重要性

和田耕作 原稿の後半部分欠落。 ペン 1枚 f-16

1238 人生とは何か 和田耕作
寄稿先不明だが、立正佼成会関係のものと思われる原稿。生い立
ちから始まり信仰に至る経緯などを自伝的に記述。

ペン 15枚 j-17

1239 最初の開眼 和田耕作
寄稿先不明だが、立正佼成会関係のものと思われる原稿。生い立
ちから始まり信仰に至る経緯などを自伝的に記述。資料1238の前
の段階の原稿。

ペン 11枚 j-21

1240 [人間の生きがいについて] 和田耕作 寄稿先不明の原稿の一部。前半部欠落。 ペン 1枚 j-22

1241 一、佐々弘雄 [和田耕作]
佐々弘雄に関する文章の草稿ほか、政治家などの名を記したメモ
書など。

墨書 1枚 j-58

1242 長崎太郎(京大学生主事） [和田耕作] 長崎太郎との関係を記した文章の草稿。 墨書 3枚 j-59

1243 本庄栄治郎（京都帝大教授） [和田耕作] 本庄栄治郎との関係を記した文章の草稿。 墨書 4枚 j-60

1244 河上肇教授 [和田耕作] 河上肇との関係を記した文章の草稿。 墨書 4枚 j-61

1245
満州事変の立役者・石原莞
爾

[和田耕作] 石原莞爾との関係を記した文章の草稿。 墨書 3枚 j-62

1246 松岡洋右 [和田耕作] 松岡洋右との関係を記した文章の草稿。 墨書 3枚 j-63

1247 近衛文麿と広田弘毅 [和田耕作] 近衛文麿及び広田弘毅との関係を記した文章の草稿。 墨書 4枚 j-64

1248 池田純久陸軍大佐 [和田耕作] 池田純久との関係を記した文章の草稿。 墨書 4枚 j-65

1249 後藤隆之助と朝日の三羽烏 [和田耕作]
後藤隆之助及び朝日新聞記者の佐々弘雄、笠信太郎、尾崎秀実
との関係を記した文章の草稿。

墨書 6枚 j-66

1250 唐沢俊樹と東研の弔語 [和田耕作] 唐沢俊樹との関係を記した文章の草稿。 墨書 5枚 j-67
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1251
朝日の三人衆　佐々弘雄、
笠信太郎、尾崎秀実

[和田耕作] 佐々弘雄、笠信太郎、尾崎秀実との関係を記した文章の草稿。 墨書 6枚 j-68

1252 [三人の先輩たち] [和田耕作]
佐々弘雄、笠信太郎、尾崎秀実との関係を記した文章の草稿。前
半部欠落。資料1251と関係すると思われる。

墨書 1枚 j-69

1253 満鉄事件の人びと [和田耕作]
途中で執筆が中断された文章の草稿。欄外に人名などメモ書きあ
り。

墨書 1枚 j-70

1254
和田博雄と企画院事件の三
人衆

[和田耕作] 和田博雄及び勝間田清一との関係を記した文章の草稿。 墨書 4枚 j-71

1255 [構想メモ] [和田耕作]
「1.思い出のえらい人々　2.御指導いただいた人たち　3.なつかしい
先輩や仲間」といった著作の構想と思われるメモや、人名や歴史
的事項のメモなど。

墨書 1枚 j-72

1256 [人名メモ] [和田耕作] 著作に記す人名と思われるリストや、歴史的事項のメモなど。 墨書 2枚 j-73

1257 自民党の人々 [和田耕作] 佐藤栄作、田中角栄、三木武夫などの名前が記載されたリスト。 墨書 1枚 j-74

1258 岸信介 [和田耕作] 岸信介との関係を記した文章の草稿。 墨書 3枚 j-75

1259 福田赳夫 [和田耕作] 福田赳夫との関係を記した文章の草稿。 墨書 2枚 j-76

1260 田中角栄さん [和田耕作] 田中角栄との関係を記した文章の草稿。 墨書 1枚 j-77

1261 大原総一郎と学者たち [和田耕作] 表題と異なり、内容は自由と平等に関するもの。 墨書 1枚 j-78

1262 民主社会主義を考へる 和田耕作 表題の草稿3枚と、関連する草稿の断片2枚。 墨書 5枚 封筒 1点 j-79

1263 思想は変る 和田耕作 思想関係の文章の草稿。 墨書 2枚 j-80

1264 二十世紀を考へる 和田耕作 表題の草稿7枚と、関連する草稿の断片11枚。 墨書 18枚 j-81

1265 アメリカと日本 和田耕作 表題の草稿4枚と、関連する草稿の断片2枚 墨書 6枚 j-82

1266 [アメリカ合衆国について] [和田耕作] 表題の草稿2枚と、関連する草稿の断片2枚 墨書 4枚
白紙原稿
用紙5枚

j-84

1267 資本主義を考へる 和田耕作 資本主義に関する文章の草稿。後半部欠落。 墨書 5枚 j-85

1268 資本主義社会の功罪 [和田耕作] 表題の草稿3枚と、関連する草稿の断片5枚 墨書 8枚 j-86

1269 [社会思想について] [和田耕作] 社会思想に関する文章の草稿。 墨書 3枚 j-87

1270 [草稿断片] [和田耕作] 草稿の断片。 墨書 2枚 j-88

1271
第二の転機を迎える資本主
義社会

[和田耕作]
表題の他、「二十世紀を考へる」などの草稿断片を含む。紙背にも
文章あり。

墨書 18枚
白紙原稿
用紙3枚

j-89

1272 生活の革命/文化性 [和田耕作] ソ連のことを記した草稿の断片。 鉛筆 2枚 m-45

1273 思想の共存 和田耕作
殆ど使用済のノート。内容は「思想の共存」「科学的社会主義」「デ
モクラシーと社会主義」など。

ペン 1冊 m-118

1274 (1)　国際政治 [和田耕作] 草稿の断片。後半部欠落。 ペン 1枚 n-67

1275 現代資本主義の変貌 [和田耕作・和田治子] 和田治子によると思われる清書に、耕作により修正されている。 ペン 13枚 n-109

1276 保守党の政策No.1 和田耕作
ノート。内容は「国際政治におけるイデオロギーの役割」、「中小企
業の比重」等。

ペン 1冊 o-3

1277 英労年表 和田耕作
ノート。「労働党の教訓」、「歴史の教訓」、「労働階級が示した保守
性について」等。

ペン 1冊 o-4

1278 英国社会主義史論 和田耕作
ノート。内容は「グラッドストーンの自由主義労働運動」、「独立労
働党の結成」、「労働党の創設」等。

ペン 1冊

原稿3枚
（日本フェビ
アン研究所
罫紙）

o-10

1279
三　安心できる革新の政権を
めざそう

和田耕作 寄稿先不明の草稿。12～17ページ。 ペン 6枚 o-13
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1280
一　物価対策のむずかしさ/
二　解決の主役はだれか

和田耕作 寄稿先不明の草稿。1～8ページ。 ペン 8枚 o-14

1281 共通の認識 和田耕作 方針の草案と思われる。 ペン 3枚 o-28

1282
[自由党の結成、板垣退助ら
外遊、大逆事件]

和田耕作 寄稿先不明の原稿用紙ノート。本文11枚。 墨書 1冊 o-53

1283 [明治政府成立・国境画定] 和田耕作 原稿用紙ノート。寄稿先不明の草稿。 墨書
1冊（4
枚）

o-74

1284
[与謝野晶子『君死にたまふ
事なかれ』について]

和田耕作 寄稿先不明の草稿。 墨書 6枚 o-75

1285
[四　日華軍事同盟とシベリア
出兵]

和田耕作 寄稿先不明の草稿。 墨書 18枚 o-77

1286
[五十年後の日本人と太平洋
戦争]

和田耕作 寄稿先不明の草稿。 ペン 2枚 o-78

1287 [メモ] 和田耕作 歴史事項についての覚書等。 墨書 29枚
封筒1点、メ
モ帳1点

o-102

1288 「歴代内閣と軍部大臣」 和田耕作 歴代内閣と軍部大臣の表。
電子式
複写（墨
書）

同一3点
（各2枚）

o-106

1289 [草稿] 和田耕作 日本近代史に関する草稿やメモ。 墨書 42枚
メモ1枚（国
立国会図
書館罫紙）

o-107

1290 内村鑑三「地人論」の再検討 作者不明の草稿。 ペン 1冊 o-109

1291
「比島作戦に参加した一四二
連隊」

一四二連隊会 「『夏部隊の足跡』より」とあり。
電子式
複写（活
字）

1綴

封筒1点
（「比島部
隊の手記」
とあり）

o-117

1292 まぼろしの政権構想 和田耕作 掲載先不明の草稿。
電子式
複写（手
書）

11枚 封筒1点 o-122

1293 素人・憲法論 和田耕作 掲載先不明の草稿。
電子式
複写（手
書）

1点 o-122

1294 躍進する最進の韓国 和田耕作 韓国訪問についての草稿。 ペン 6枚 封筒1点 o-123

1295
都連ニュースの発刊に寄せ
て

和田耕作
電子式
複写（手
書）

6枚 o-127

1296 [北朝鮮日本人妻問題] 和田耕作・和田治子
原稿は「日本人妻自由往来実現運動会池田文子」氏に送られたも
のと思われる。

電子式
複写（手
書）

同一2点
（各2枚）

原稿用紙1
枚（手紙草
稿）

o-129

1297
[平和と福祉・無公害東京の
建設を]

和田耕作 掲載先不明の草稿。1点は電子式複写されたもの。 ペン
同一2点
（各3枚）

o-130

1298 わが道をあゆもう 和田耕作 掲載先不明の草稿。 ペン 4枚 o-131

1299 インファグネーションの日本 和田耕作・和田治子 掲載先不明の草稿。和田治子の字で清書されている。 ペン 13枚 o-132

1300
共産党の躍進と議会制度の
ゆくえ

和田耕作 掲載先不明の草稿。原稿箋のノートに直接書かれている。 ペン
1点（23
枚）

o-133

1301 十五周年を祝う 和田耕作 掲載先不明の草稿。1枚は近藤氏を紹介する原稿。 ペン 4枚 o-134
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1302
勤労者のために（他）/現代
の危機・その実体と対策

和田耕作・和田治子
掲載先不明の草稿。「現代の危機・実体と対策」は草稿2点あり。う
ち1点は和田治子の清書だが、和田耕作による修正あり。

ペン 11枚 o-136

1303 Ⅰ私はこう考へる 和田耕作 都市政策大綱、今後の成長要因他覚書。 ペン 9枚 o-154

1304
[悲惨なアルマータ収容所の
生活]

和田耕作 帰国直後に書いた手記と思われる。罫紙は「統計研究会」。 ペン 23枚 o-167

1305 [ソ連収容所について] 和田耕作
帰国直後に書いた手記と思われる。罫紙は「国民経済研究協
会」。

ペン 34枚 o-168

1306 共産日本 和田耕作 罫紙は「日本フェビアン研究所」。 ペン
1点（10
枚）

封筒1点
「雑Ⅱ」とあ
り。

o-174

1307 [開発方式について] 和田耕作
軍隊的な生産労働訓練について。罫紙は「日本フェビアン研究
所」。

ペン 2枚 o-175

1308 平和と共産党 和田耕作 京大時代の原稿が含まれている。 ペン 6枚 o-176

1309 [フェビアン組織について] 和田耕作 罫紙は「国民経済研究協会」。 ペン 1点 o-177

1310 [明治以来] 和田耕作
罫紙は「国民経済研究協会」。戦後改革と共産党の手法につい
て。

鉛筆
1点（5
枚）

o-178

1311 [社会制度の変革について] 和田耕作 罫紙は「国民経済研究協会」。 ペン
1点（10
枚）

o-179

1312 [自立の生活をきづくために] 和田耕作 罫紙は「日本フェビアン研究所」。 ペン
1点（3
枚）

o-180

1313 神は自から救くるものを救く 和田耕作 罫紙は「日本フェビアン研究所」。外国依存からの脱却を主張。 ペン
1点（3
枚）

o-181

1314 [和田耕作自歴] 和田耕作
罫紙は「国民経済研究協会」。大学入学から企画院・昭和研究会
時代までの経歴を綴ったもの。

ペン 1点 o-183

1315 [福祉国家への道] 和田耕作 罫紙は「紀伊国屋書店出版部」。 ペン 77枚
封筒1点、
多数の書き
込みあり

o-184

1316 [小説草稿] 和田耕作 小説の草稿と思われる。罫紙は「日本フェビアン研究所」。 ペン 26枚 o-185

1317 [草稿断片] 和田耕作 「うである。」とのみ記された前欠の草稿。 墨書 1枚 p-15

1318 [民主社会主義に関するメモ] [和田耕作] 原稿用紙1枚に書かれたメモ。 鉛筆 1枚 q-76

1319 [原稿断片] 和田耕作
左上に「20」とあり、前部分欠落の原稿。「それは主に社会党と総
評の分解する道であり、……」で始まる。

ペン 1枚 q-110

1320 民主主義と政党 和田耕作 民主主義と政党についてまとめたメモ。 鉛筆 4枚 t-3

　１３　著作出版関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１３－１　70年代の政権構想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1321
『70年代の政権構想』出版記
念　和田耕作を励まそう

和田耕作を激励する会 [昭和44年] 未使用のパーティー参加券や著作引換券。 活字 同一5点 m-36

1322
[『70年代の政権構想』出版
記念会への勧誘]

蝋山政道 昭和47年10月5日 蝋山は和田耕作後援会会長。 活字
同一59
枚

m-94
n-17

1323
[『70年代の政権構想』出版
記念レセプション案内状]

民社党東京四区支部
連合会・和田耕作後援
会

[昭和47年]10月14日
和田耕作著『70年代の政権構想』出版記念会（於・日本閣）案内
状。

活字 1枚
封筒1点、
出版記念
会案内

o-23
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1324 [出版記念会出席御礼葉書] 和田耕作 昭和47年10月
和田耕作『70年代の政権構想』出版記念レセプション参加者への
御礼の葉書。未使用。

活字 1枚 p-220

1325
和田耕作出版記念レセプショ
ン整理券

民社党東京四区支部
連合会、和田耕作後援
会

[昭和47年] 和田耕作『70年代の政権構想』出版記念レセプション整理券。 活字 1枚 封筒1点 p-204

1326
「70年代の政権構想」　和田
耕作出版記念レセプション出
欠葉書

和田耕作出版記念レセ
プション事務局

[昭和47年]
未使用の返信葉書。文面は同一だが、一方は官製はがき、一方
は印刷物に切手を貼ったもの。

活字 2通 p-12

　１３－２　帝国日本へのはなむけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1327 1 和田耕作宛　塩田章書簡 塩田章 和田耕作 昭和60年9月24日
塩田は内閣国防会議事務局長。和田耕作「帝国日本へのはなむ
け」送付の御礼と塩田「戦後　一士官候補生の回想」の送り状。

ペン 3枚 封筒1点 p-234

1327 2
「戦後　一士官候補生の回
想」

塩田章 [昭和50年]
冊子。陸士（59期）船舶兵科クラス会誌『生徒と区助』に掲載された
ものの抜刷。

電子式
複写（活
字）

1点 p-234

1328 和田耕作宛　鈴木勲書簡 鈴木勲 和田耕作 昭和60年9月15日
文化庁長官退任の挨拶と和田耕作「帝国日本へのはなむけ」送付
の御礼状。

ペン 1枚 封筒1点 p-224

1329 和田耕作宛　中嶋嶺雄書簡 中嶋嶺雄 和田耕作 昭和60年9月21日
中嶋は東京外語大勤務。和田耕作「帝国日本へのはなむけ」送付
の御礼状。

活字 1枚 封筒1点 p-233

1330 1 和田耕作宛　小谷久書簡 小谷久 和田耕作 昭和60年10月2日
小谷は防衛研究所勤務。和田耕作『帝国日本へのはなむけ』送付
の御礼状と感想。

ペン 6枚 封筒1点。 p-231

1330 2 「無私一貫の風儀」 杉田幸三 昭和60年10月1日 『世界と日本』第273号（1985年）掲載。小谷が参考として送付。
電子式
複写（活
字）

3枚 p-231

1331 和田耕作宛　高橋正雄書簡 高橋正雄 和田耕作 [昭和60年]10月1日
和田耕作「帝国日本へのはなむけ」送付の御礼と自らの著作物の
送り状。封筒なし。

ペン 2枚 p-225

1332 和田耕作宛　久原一利書簡 久原一利 和田耕作 昭和60年10月17日
久原は旧海軍軍人・自衛隊海将、協和協会会員。和田耕作「帝国
日本へのはなむけ」送付の御礼状。

ペン 2枚 封筒1点 p-230

1333 和田耕作宛　江上利雄書簡 江上利雄 和田耕作 昭和60年11月5日
江上は満鉄会関係者。和田耕作「帝国日本へのはなむけ」送付の
御礼状。

ペン 2枚 封筒1点 p-227

1334 和田耕作宛　渡辺行男書簡 渡辺行男 和田耕作 昭和60年11月6日
渡辺は憲政記念館勤務。和田耕作著作物の抜刷や「帝国日本へ
のはなむけ」送付の御礼状。

ペン 4枚 封筒1点 p-229

1335
和田耕作宛　朝比奈覚道書
簡

朝比奈覚道 和田耕作 昭和60年11月7日 葉書。和田耕作「帝国日本へのはなむけ」送付の御礼状。 ペン 1枚 p-228

1336
[和田耕作「帝国日本へのは
なむけ」送付御礼状ファイル]

和田耕作 昭和60年
和田耕作「帝国日本へのはなむけ」送付の御礼状を収納したファ
イル。森善郎や福田赳夫の御礼状もあり。

ファイル 1点 p-226

　１３－３　歴史の中の帝国日本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1337
小林義雄宛　和田耕作出版
祝賀会書簡

和田耕作出版祝賀会 小林義雄 [平成3年9月10日] 未開封。転居先不明にて差戻しの模様。 ペン 1通 p-11

1338
上西二郎宛　和田耕作出版
祝賀会書簡

和田耕作出版祝賀会 上西二郎 [平成3年10月13日] 封筒のみ。転居先不明にて差戻し。「逝去」の書込あり。 ペン 1通 p-10

1339 和田耕作出版祝賀会御案内
和田耕作出版祝賀会
発起人

平成3年10月 『歴史の中の帝国日本』出版祝賀会案内。 活字 1枚 c-106
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1340 和田耕作出版祝賀会御案内 平成3年10月
資料1339と同一のものだが、連絡関係のメモなど書込あり。『歴史
の中の帝国日本』出版祝賀会案内。

活字 1枚 c-122

1341 [和田耕作出版祝賀会案内] 和田耕作出版祝賀会 平成3年10月
封筒に返信用葉書と案内を封入。宛先はそれぞれ異なる。未使
用。

活字 3点 d-2

1342 [出版祝賀会関係メモ] 和田耕作 [平成3年10月] 『歴史の中の帝国日本』出版祝賀会関係のメモなど。 ペン 1冊 c-108

1343 [祝電（電子郵便）] 和田耕作 平成3年11月2日 『歴史の中の帝国日本』出版記念祝賀会への祝電。
ペン（電
子式複
写 ）

3点 m-3

1344 [祝電（電報）] 和田耕作 平成3年11月6日 『歴史の中の帝国日本』出版記念祝賀会への祝電。 活字 12点 m-2

1345 領収書類 和田耕作出版祝賀会 平成3年11月8日 『歴史の中の帝国日本』出版記念祝賀会の領収書を綴ったもの。 ペン 1点 m-1

1346 『歴史の中の帝国日本』書評
重枝琢己（週刊民社）
他

平成3年11月29日 『週刊文春』切抜、『週刊民社』切抜、『正論1月号』切抜。
電子式
複写（活
字）

1枚 o-7

1347 メモ [和田治子] [平成3年11月]
家族間のものと思われるやりとりや『歴史の中の帝国日本』出版祝
賀会関連と思われる記述など。祝賀会出欠確認の葉書8枚の挟込
あり。

ペン 1冊 c-34

1348 『かくしん　第256号』 民社党本部機関紙局 平成3年12月1日 高池勝彦による『歴史の中の帝国日本』の書評あり。 活字 1冊 b-52

1349 [メモ・雑記帖] [和田治子] [平成3年12月]
家族間のものと思われるやりとりや、『歴史の中の帝国日本』出版
祝賀会関連と思われる記述など。和田治子宛書簡数通の挟込あ
り。

ペン 1冊 c-32

1350
[杉並区長と渋谷区長の連絡
先メモ]

和田耕作 [平成3年]
杉並区長と渋谷区長の連絡先を記載。『歴史の中の帝国日本』出
版祝賀会関係のものと思われる。

ペン 1冊 c-107

1351 [出版祝賀会関係メモ] 和田耕作 [平成3年]
殆ど未使用のノート。『歴史の中の帝国日本』出版祝賀会関係のメ
モや、家族間のものと思われるやりとりなど。

ペン 1冊 c-110

1352 出した分、メモ 和田耕作 [平成3年]
殆ど未使用のノート。『歴史の中の帝国日本』出版祝賀会関係のメ
モ。

ペン 1冊 c-111

1353 [新聞広告見本] [平成3年]
『歴史の中の帝国日本』の新聞広告見本。高知新聞と日本経済新
聞に掲載を予定。

活字 1枚 c-120

1354 [連絡メモ] 和田耕作 [平成3年]
出版祝賀会関係のものと思われるメモ。政治家、政治評論家の名
前が並ぶ。

鉛筆 1枚 c-121

1355 [出欠確認記録] 和田耕作・和田治子 [平成3年] 殆ど未使用のノート。出版祝賀会関係の出欠記録。 ペン 1冊 c-126

1356 [メモ・雑記帖] [和田治子] [平成3年]
殆ど使用済みのノート。『歴史の中の帝国日本』に関する発送や送
金の指示や、家族間のものと思われるやりとりなど。

ペン 1冊 c-21

1357 『正論』第232号 産経新聞社 平成4年1月1日
表紙に「p228」「書評あり」の書込あり。書評欄に和田耕作『歴史の
中の帝国日本』の紹介あり。

活字 1冊 r-3

1358 本を送った人 和田耕作 平成4年1月7日 半分ほど使用済のノート。著作を送付済みの人のリスト。 ペン 1冊 c-83

1359 和田耕作宛　井本台吉書簡 井本台吉 和田耕作 平成4年10月18日 『歴史の中の帝国日本』送付の御礼状。 ペン 1枚 b-62

1360 1
『歴史の中の帝国日本』講演
要旨

和田耕作 平成5年3月12日 阿佐谷会主催の講演会の要旨。 活字 1枚 b-60

1360 2
『歴史の中の帝国日本』講演
要旨

和田耕作 [平成5年3月] 資料1360-1の草稿部分とメモ。 墨書 3枚 b-60

1360 3
[『歴史の中の帝国日本』序
文と結語抜粋]

小暮正八(阿佐谷会) 平成5年3月12日 小冊子。講演会のため作成された資料。
電子式
複写（活
字）

1点 b-60

1361
[『歴史の中の帝国日本』紹
介文下書]

和田耕作 『歴史の中の帝国日本』の内容を端的にまとめたもの。 ペン 1枚 c-105
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1362 [出欠確認表]
出版祝賀会関係のものと思われるリスト。出欠確認に対し、「返信
なき方」「受取人不明で返送」や欠席人物の表あり。

活字 1枚 c-118

1363 [人名メモ] 和田耕作
出版祝賀会関係のものと思われるメモ。六人の人名が記されてい
る。

ペン 1枚 c-123

1364 [メモ] 和田耕作・和田治子 殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-125

1365 和田耕作出版記念会 [和田治子] 殆ど未使用のノート。表紙「案内状出した人」とあり。 ペン 1冊 c-4

1366 [著書送付リスト] [和田治子] 「本」や「届け先」などの記述から、著書の送付リストか。 ペン 1冊 c-5

1367 名刺
『歴史の中の帝国日本』出版記念祝賀会出席者のものと思われる
名刺。

活字 26枚 m-4

　１３－４　大戦争の表と裏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1368 「ざっくばらん　第312号」 並木書房 平成12年3月1日
「和田耕作　このみごとな日本人」で『歴史の中の帝国』『大戦争の
表と裏』の紹介あり。『大戦争の表と裏』の広告あり。

活字 同一3点 送り状 １枚 a-100

1369 日記帳 和田耕作 平成12年4月2日
殆ど未使用のノート。『大戦争の表と裏』出版パーティに関した1日
分だけ記載あり。

墨書 1冊 j-51

1370 和田耕作宛　黒沢博道書簡 黒沢博道 平成12年5月1日
田久保忠衛が大学のゼミで『大戦争の表と裏』を採用することを通
知。

ペン 1通 a-105

1371 『野田経済　第1622号』 野田経済研究所 平成12年5月1日 吉田忠雄「歴史の証言」で、『大戦争の表と裏』の紹介あり。 活字 1冊
和田耕作
の名刺 1枚

a-95

1372 和田耕作宛　黒沢博道書簡 黒沢博道 平成12年5月15日
昭和史研究所の中村粲から、『大戦争の表と裏』の御礼状が来た
ことを通知。

ペン 1通 a-106

1373
[『大戦争の表と裏』への反応
Aグループ]

平成12年
『大戦争の表と裏』送付の御礼状や感想。森喜朗など国会議員の
他、ソ連抑留経験者の手紙が目立つ。

ペン 26通

メモ 1枚 
「全文再録
候補文書」
とあり

a-101

1374
[『大戦争の表と裏』への反応
Bグループ]

平成12年
『大戦争の表と裏』送付の御礼状や感想。国会議員や学者、民社
党関係者など。

ペン 36通 a-102

1375
[『大戦争の表と裏』への反応
Cグループ]

平成12年
『大戦争の表と裏』送付の御礼状や感想。国会議員や学者、民社
党関係者など。

ペン 54通 a-103

1376 「週刊東京　第762号」 週刊東京社 平成12年
「『大戦争の表と裏』和田耕作先生の出版記念会　逞しい生きざま
の本を祝う」の記事あり。『大戦争の表と裏』の広告あり。

活字 同一4点 a-104

　１３－５　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1377 和田耕作宛　吉田良三書簡 吉田良三 和田耕作 [昭和44年11月１７日]
封筒表に「支援者」「印刷物オクル」と書込あり。「私の昭和史」の
代金送付と転居先の連絡。

ペン 1通 g-1

1378 議事堂通信資料
議事堂通信社・和田耕
作

昭和48年5月21日 『議事堂通信』第639号の発行に関する下書や交渉に関する資料。 ペン 1袋 n-35

1379 和田耕作宛　奈良孝男書簡 奈良孝男 和田耕作 [昭和50]8月28日
奈良はフィリピン戦時代に和田の所属した部隊の指揮官の息子。
和田の『千鳥ヶ淵』104号への投稿文に対する感想。

墨書 5枚 封筒1点 p-218

1380 年頭所感依頼 週刊とうきょう社 和田耕作 [昭和50年12月1日] 年代は消印による。昭和51年新年号への年頭所感掲載依頼。
電子式
複写（手
書）

1枚 封筒1点 d-34

1381 新年号広告掲載のお願い 週刊とうきょう社 和田耕作 [昭和50年12月4日] 年代は消印による。昭和51年新年号への広告掲載依頼。
電子式
複写（手
書）

葉書1枚 d-35
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1382 [原稿料の内訳と領収書] 日本海事広報協会 和田耕作 昭和52年10月28日
『ラメール』掲載原稿執筆料の送り状と領収書。領収書は返送され
ず現存。

活字 1枚 p-173

1383 『週刊文春』第33巻48号 文芸春秋 平成3年12月19日
見出ラベルの貼付あり。表紙に「P162　広告　書評」とあり。「文春
図書館」欄に和田耕作『歴史の中の帝国日本』の紹介あり。

活字 1冊 s-82

1384
プレジデント社新刊案内　世
紀末から見た大東亜戦争

プレジデント社 平成3年12月
和田耕作「亜細亜の強国をめざす帝国日本の戦い」を掲載した本
の広告。

電子式
複写（活
字）

1枚 m-116

1385 [送り状] 和田治子 昭和39年に作成したという小冊子の送り状。『私の昭和史』か。 ペン 1枚 c-76

1386 メモ [和田治子] あまり使われていないノート。著書送付のリストに関してなど。 ペン 1冊 c-82

1387
[週刊とうきょう、中央新聞連
絡先]

涌井啓権 週刊とうきょうと中央新聞の連絡先を記したメモ ペン 2枚 d-33

1388 [送り状] 和田耕作 尾崎行雄記念財団発行の「世界と議会」の投稿論文の送り状。
電子式
複写（墨
書）

1枚 m-115

1389 [御礼状] 中川 封筒表「民社新聞資料」とあり。御礼状のみで中身なし。 ペン 1枚 封筒 1点 m-43

1390 [江連テル連絡先メモ] 「（本を送って料金不足）」とあり。 ペン 1枚 p-245

1391 [送り状下書] 和田治子 本の送り状の下書と思われる。 ペン 1枚 t-13

1392
和田耕作出版祝賀会プログ
ラム

「第一部　講演」「第二部　パーティ」などの式次第。 活字 1枚 t-14

　１４　書籍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１４－１　和田耕作著作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1393
『労働者　その新しい地位と
役割』

G.D.Hコール・和田耕作
訳

昭和32年11月25日 付箋、書込多数あり。 活字 1冊 s-20

1394 『私の昭和史』 和田耕作 昭和39年11月5日 活字 1冊 r-100

1395 『七〇年代の政権構想』 和田耕作 昭和47年9月1日
副題「平和と福祉をめざす新連合政権を論ず」。『70年代の政権構
想―私の思想史』抜刷。

活字 1冊 o-33

1396 『七〇年代の政権構想』 和田耕作 昭和47年9月1日 朱筆あり。抜き刷り。
電子式
複写（活
字）

同一7点 o-149

1397
『七〇年代の政権構想―私
の思想史』

和田耕作 昭和47年9月1日 和田耕作論文集。 活字 1冊 r-99

1398 『ありのままの国会討論』 和田耕作 昭和56年5月1日 和田耕作質問選集。 活字 1冊 r-98

1399 『激流に生きる』 和田耕作 昭和59年11月8日 活字 1冊 r-102

1400
『歴史の中の帝国日本　大東
亜戦争は避けられなかった』

和田耕作 平成3年11月3日 活字 1冊 r-101

1401
「米寿に想う　大戦争・共産
主義　そして民社と共に」

和田耕作 [平成7年] 小冊子。語句訂正など書込あり。 活字 1点 j-13

1402 「顧みて九〇年」 和田耕作 平成9年2月6日 小冊子。小暮正八「和田先生の卒寿を祝う会」中に掲載。 活字 1点 b-68

1403 「新しい労使関係」 和田耕作 小冊子。釜石製鉄所教育課作成。和田の肩書は政治評論家。 活字 1点 f-20

1404
「王政復古のクーデターと孝
明天皇」

和田耕作
小冊子。掲載紙不明の抜刷。「歴史から学ぶ・その三」との表記あ
り。和田の肩書は前衆議院議員。

活字 同一2点
m-9
s-12

1405 「産業と社会」 和田耕作
小冊子。掲載紙不明の抜刷。イギリス労働党全国執行委員会が
発表したものの訳。

活字 1点 s-65

75/95



和田耕作関係文書目録

請求番号 枝番号 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容･備考 記述法 点数 附属資料 箱-通番

1406
「わが国民主政治の在り方　
何をなすべきか」

和田耕作 小冊子。 活字 1点 s-27

1407 封筒 和田耕作 封筒表「歴史に学ぶ１～５（世界と議会）全五回」とあり。 墨書 1点 o-110

　１４－２　文献コピー等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1408
「三　征台の師と木戸の挂
冠」

松枝保二 大正11年3月25日 『大隈侯昔日譚』とメモ有り。
電子式
複写（活
字）

6枚 o-101

1409
「（五）加藤外相が日置大使
に与へた訓令」

大隈侯八十五年史編
纂会

大正15年11月15日 『大隈侯八十五年史』第三巻264ページ～273ページからの複写。
電子式
複写（活
字）

9枚
封筒1点、メ
モ3枚

o-80

1410 「伊藤博文伝中巻参考文書」 春畝公追頌会 昭和15年10月16日 『伊藤博文伝中巻』984ページ～997ページ。
電子式
複写（活
字）

7枚
封筒1点、メ
モ2枚

o-87

1411 「公岩倉に対策を進言す」 春畝公追頌会 昭和15年10月16日 『伊藤博文伝中巻』222ページ～239ページ。
電子式
複写（活
字）

9枚

封筒1点、メ
モ７枚（国
立国会図
書館罫紙）

o-103

1412 「五箇条の御誓文と政体書」 石橋信 昭和32年12月 『警察研究』第28号12月号66ページ～81ページ。
電子式
複写（活
字）

8枚 o-89

1413
『三代宰相列伝　西園寺公
望』（略年表）

木村毅 昭和33年4月1日 西園寺公望の略年表。
電子式
複写（活
字）

3枚 o-5

1414 七　参謀本部附となる 高倉徹一 昭和33年5月10日 『田中義一伝』上巻621～649頁のコピー。
電子式
複写（活
字）

15枚 s-88

1415
「大逆事件　解説と文献目
録」

小松隆二 昭和34年11月5日 発行者は慶応大学飯田研究会。
手書（電
子式複
写）

2枚 o-86

1416 「田中義一略年譜｣ 高倉徹一 昭和35年1月31日 『田中義一伝』下巻1976～1087ページ。
電子式
複写（活
字）

6枚

封筒1点
（封筒両面
にメモ書き
あり）

o-105

1417 「大逆事件研究の歴史｣ 絲谷寿雄 [昭和35年7月] 『労働運動史研究』22号。
電子式
複写（活
字）

7枚 o-97

1418
「第一章　五箇条の御誓文と
政体書の発布」

稲田正次 昭和35年 『明治憲法成立史』上巻1～23ページ。
電子式
複写（活
字）

12枚 o-88

1419 『五代友厚秘史』
五代友厚七十五周年
追悼記念刊行会

昭和35年 『五代友厚秘史』表紙、奥付、264ページ～277ページ。
電子式
複写（活
字）

9枚 o-104
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1420 『子供の権利』 ジャン・シャザル [昭和35年] 文庫クセジュの部分コピー。傍線あり。
電子式
複写（活
字）

5枚

封筒 1点　
封筒表に
「沢村貞子
『貝のう
た』」とあり

m-100

1421 [解説] もろさわようこ 昭和40年
与謝野晶子著『激動の中を行く』の解説部分（解説・もろさわよう
こ）。

電子式
複写（活
字）

9枚 o-96

1422 木戸孝允日記 [和田治子] 昭和42年
余り利用されていないノート。『木戸孝允日記』（日本史籍協会、
1932年）の写しと思われる。

ペン 1冊
新聞切抜
（1972年）1
点

o-195

1423 『貝のうた』 沢村貞子 昭和44年11月11日 1冊丸ごとのコピー。
電子式
複写（活
字）

128枚 封筒 1点 m-101

1424 「大逆事件」 松尾浩也 昭和44年
『日本政治裁判史録』明治後544～571ページ。副題「疾風のような
裁判と処刑」。

電子式
複写（活
字）

14枚 o-98

1425

「５８『教学大旨』から『教育勅
語』へ」/「６０　大日本帝国憲
法の制定と国民」/「６１明治
憲法体制」

宇野俊一 [昭和47年] 『近代日本史の基礎知識』からの複写。
電子式
複写（活
字）

３枚 o-66

1426 『天皇制の歴史心理』 和歌森太郎 昭和48年 「四天皇を動かしたもの」、「五　天皇と日本人」からの複写。
電子式
複写（活
字）

18枚 o-68

1427 「『常民』に宿る天皇信仰」 後藤総一郎 昭和49年 久野収、神島二郎編『天皇制』論集からの複写。
電子式
複写（活
字）

4枚 o-72

1428 「京ノ方ヲ向イテ拝ムガヨイ」 森崎和江 昭和49年 久野収、神島二郎編『天皇制』論集からの複写。
電子式
複写（活
字）

2枚 o-73

1429 [幸徳秋水関係文献]
法政大学文学部史学
研究室

昭和49年
「『日本人物文献目録（明治初年―昭和41年末の図書・逐次刊行
物）」とメモあり。

電子式
複写（活
字）

1枚 o-99

1430
「『君死にたまふことなかれ』
の背景と軌跡」

[昭和54年3月] 「与謝野晶子研究」第四号掲載。6～39ページ。
電子式
複写（活
字）

17枚 o-45

1431 「参考文献」 F.G.ノートヘルファー 昭和55年 『幸徳秋水 : 日本の急進主義者の肖像』参考文献14～19ページ。
電子式
複写（活
字）

3枚 o-93

1432
『堺が生んだ稀有な歌人　与
謝野晶子』

阪口千寿 昭和57年10月 18～23ページのみ。
電子式
複写（活
字）

3枚 o-69

1433
「幸徳秋水および大逆事件関
連文献」

吉田孤羊 昭和62年 『石川啄木と大逆事件』236ページ～247ページ。
電子式
複写（活
字）

6枚 o-90
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1434 「没後編纂された著作集」 日本図書センター 平成6年 『幸徳秋水全集別巻』393ページ～408ページ。
電子式
複写（活
字）

9枚 o-91

1435
[明治期以降の神道につい
て]

出典不明。
電子式
複写（活
字）

35枚 o-67

1436
「一一　討伐事件の衝に当
る」

渡辺幾治郎 渡辺幾治郎『大隈重信』98～105ページ。
電子式
複写（活
字）

4枚

封筒1点
（封筒両面
にメモ書き
あり）、メモ1
枚（国立国
会図書館
罫紙）

o-100

1437 「再征長の役」他 出典不明。
電子式
複写（活
字）

8枚（同
一2点）

o-65

1438
「雑誌記事索引累積索引版
1970－74年、75－79年」

「幸徳秋水」の項に傍線あり。
電子式
複写（活
字）

2枚 o-92

1439 「攘夷親征と八・一八の政変」 出典不明。
電子式
複写（活
字）

18枚（同
一2点）

o-64

1440 「序章　菊かおる天長節」 出典不明。
電子式
複写（活
字）

4枚 o-79

1441 「第一章　日清戦役の外交」 出典不明。
電子式
複写（活
字）

10枚

封筒1点、メ
モ4枚（国立
国会図書
館罫紙）

o-108

1442
「第九章　徳富蘆花の上奏
文」

出典不明。
電子式
複写（活
字）

15枚 o-95

1443 「第四章　日本皇帝睦仁君」 出典不明。
電子式
複写（活
字）

9枚 o-94

　１４－３　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1444
『東南アジアにおける民族運
動』

太平洋協会 昭和29年8月16日 太平洋協会調査資料第2集。書込あり。
謄写（手
書）

1冊 付箋1点 s-73

1445 『ビルマ経済白書（1954年）』
経済審議庁調査部調
査課

昭和29年10月25日 経審調外昭29第36号
謄写（手
書）

1冊 s-79

1446 『モスクワ案内』 在ソ連邦日本国大使館 昭和42年 活字 1冊 r-32

1447 『ゾルゲ事件と特高』 海江田久孝 昭和50年8月15日 筆者のサインあり。69頁に和田耕作の名前あり。 活字 1冊 u-59

1448
『北方領土　ソ連の言説に対
するわが方の反論』

北方領土問題対策協
会

昭和52年3月15日 活字 1冊 r-1
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1449 「ワルシャワ案内」
在ポーランド日本国大
使館

昭和53年10月 小冊子。 活字 1点 b-80

1450 [神社暦一括] 昭和53年 昭和51～53年までの神社暦一括。 活字 6点 u-91

1451
「ポーランド人民共和国概
観」

在ポーランド日本国大
使館

昭和54年1月 小冊子。 活字 1点 b-81

1452 「昭和55年度　学校要覧」 ロンドン日本人学校 昭和55年 書込あり。
電子式
複写（活
字）

10枚 b-83

1453 「フィンランド事情概要」
在フィンランド日本国大
使館

昭和55年8月
電子式
複写（手
書）

35枚 b-82

1454 「最近のポーランド情勢」 昭和55年8月
電子式
複写（手
書）

2枚 b-84

1455
『西園寺公望と原敬特別展展
示目録』

憲政記念館 昭和58年2月23日
赤ペン等でチェックが入れられている。裏表紙に「渡辺」とあり。資
料1460と関連あり。

活字 1冊 o-9

1456
『顕彰録　対中ソ外交物故功
労者記念碑』

対中ソ外交物故功労者
記念祭実行委員会

昭和61年11月20日
協力者芳名録に和田耕作の名前あり。和田の肩書は前衆議院議
員。

活字 1冊 r-13

1457 『華北交通外史』 華北交通外史刊行会 昭和63年5月20日 活字 1冊 a-94

1458 『朝まだきのベトナム』 寺井融 平成11年11月30日 作者は民社党関係者。 活字 1冊 s-75

1459 「内村鑑三と今日の課題」 柴 三九男 副題「韓国にふれて」 ペン 8枚 o-70

1460
「西園寺公望と原敬特別展示
資料」

資料1455でチェックされた資料の詳細を調べたもの。
手書(電
子式複
写）

1冊 o-76

　１５　新聞雑誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１５－１　和田耕作執筆記事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1461 「世界の苦悶と新らしき構想」 和田耕作 昭和15年3月1日 『公論』 昭和15年4月号（第一公論社)から複写。
電子式
複写（活
字）

同一4点
(各1～2
枚)

a-91

1462 「世界の苦悶と新らしき構想」 和田耕作 昭和15年4月 『公論』 昭和15年4月号（第一公論社)から複写。
電子式
複写（活
字）

3枚 j-48

1463 『月刊　人間』第250号 人間社 昭和62年10月1日
和田耕作「大正時代の軍部と政党」の掲載あり。うち1点には表紙
に書込あり。和田の肩書は元衆議院議員。

活字 同一3冊 r-20

1464 『時事評論　石川』第466号 北潮社 平成4年12月10日
和田耕作「一人前の国家になることが急務」の掲載あり。和田の肩
書は元衆議院議員。

活字 1点 b-94

　１５－２　議事堂通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1465 『議事堂通信』第534号 議事堂通信社 昭和45年6月11日 和田の国会発言を特集したもの。 活字 1点 m-70

1466 『議事堂通信』第534号 議事堂通信社 昭和45年6月11日 和田の国会発言を特集したもの 活字 1点 o-63

1467 『議事堂通信』第639号 議事堂通信社 昭和48年5月21日 和田の国会発言を特集したもの。資料1468と同一。 活字
同一15
点

m-98
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1468 『議事堂通信』第639号 議事堂通信社 昭和48年5月21日 和田の国会発言を特集したもの。資料1467と同一。 活字
同一38
点

封筒1点　
「議事堂通
信」とあり

m-108

1469 『議事堂通信』第639号 議事堂通信社 昭和48年5月21日 和田の国会発言を特集したもの 活字 同一2点 o-6

1470 『議事堂通信』第651号 議事堂通信社 昭和48年10月11日 和田の国会発言を特集したもの 活字 同一2点
a-87
o-43

　１５－３　国際情勢資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1471
『国際情勢資料　特集』第
1686号

内外情勢調査会 昭和46年2月2日
小冊子。ドナルド・キーン「三島由紀夫　その思想と死への歩み」の
翻訳。

活字 1点 n-15

1472
『国際情勢資料　特集』第
1820～1821合併号

内外情勢調査会 昭和47年5月27日 小冊子。「西ドイツ共産党（DKP）の全貌」の翻訳。 活字 1点 n-44

1473
『国際情勢資料　週報』第930
号

内外情勢調査会 昭和47年5月29日 小冊子。沖縄返還特集の外国新聞翻訳。 活字 1点 n-45

1474
『国際情勢資料　週報』第931
号

内外情勢調査会 昭和47年6月5日
小冊子。日本関係、モスクワ頂上会談、ソ連国内事情、北朝鮮事
情などの外国新聞翻訳。

活字 1点 n-42

1475
『国際情勢資料　特集』第
1823号

内外情勢調査会 昭和47年6月10日
小冊子。ナイゲル・ローソン「労働争議への英共産党の影響力」の
翻訳。

活字 1点 n-41

1476
『国際情勢資料　週報』第932
号

内外情勢調査会 昭和47年6月12日 小冊子。テルアビブ空港事件特集の外国新聞翻訳。 活字 1点 n-43

1477
『国際情勢資料　特集』第
2114号

内外情勢調査会 昭和51年2月14日
小冊子。ダン･モーガン「隠れミノを失いつつある巨大な世界商品
会社」

活字 1点 n-92

1478
『国際情勢資料　特集』第
2116号

内外情勢調査会 昭和51年2月24日 小冊子。ジャン・フランソワ・ルベル「社会主義の自殺」の翻訳。 活字 1点 n-89

1479
『国際情勢資料　週報』第
1121号

内外情勢調査会 昭和51年2月26日
小冊子。ロッキード献金問題、中国、ベトナムなどの外国新聞翻訳
記事。

活字 1点 n-91

1480
『国際情勢資料　特集』第
2118号

内外情勢調査会 昭和51年3月6日 小冊子。「選挙の年の米国経済」の翻訳。 活字 1点 n-90

1481
『国際情勢資料　週報』第
1123号

内外情勢調査会 昭和51年3月11日 小冊子。表紙欠。ブレジネフ演説関係など外国新聞翻訳。 活字 1点 n-87

1482
『国際情勢資料　週報』第
1124号

内外情勢調査会 昭和51年3月18日
小冊子。経済問題、米ソ関係、米中関係、ソ連関係など外国新聞
翻訳。

活字 1点 n-86

1483
『国際情勢資料　特集』第
2120号

内外情勢調査会 昭和51年3月20日 小冊子。ロベール・ギラン「太平洋外交戦争」の翻訳。 活字 1点 n-88

1484
『国際情勢資料　週報』第
1133号

内外情勢調査会 昭和51年5月20日 小冊子。 活字 1点 s-8

1485
『国際情勢資料　週報』第
1134号

内外情勢調査会 昭和51年5月27日 小冊子。 活字 1点 s-9

　１５－４　エネルギー資源問題調査会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1486 「エネルギー戦略の背景」
エネルギー資源問題調
査会

昭和54年10月10日 小冊子。エネルギー資源調査資料第6号。 活字 1点 紐1点 u-43

1487 「中国に未来はあるか」
エネルギー資源問題調
査会

昭和54年11月25日 小冊子。エネルギー資源調査資料第7号。 活字 1点 u-42

1488
「米国のエネルギーおよび中
東戦略」

エネルギー資源問題調
査会

昭和55年4月25日 小冊子。エネルギー資源調査資料第9号。 活字 1点 u-44
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1489
「日本における各政党のエネ
ルギー政策」

エネルギー資源問題調
査会

昭和55年10月10日 小冊子。エネルギー資源調査資料第11号。 活字 1点 u-45

1490 「イラン･イラク戦争の行方」
エネルギー資源問題調
査会

昭和56年1月15日 小冊子。エネルギー資源調査資料第14号。 活字 1点 u-46

1491
「ソ連のエネルギー事情とそ
の背景」

エネルギー資源問題調
査会

昭和56年2月10日 小冊子。エネルギー資源調査資料第15号。 活字 1点 u-48

1492
「米国の世界戦略と中東問
題」

エネルギー資源問題調
査会

昭和56年3月15日 小冊子。エネルギー資源調査資料第16号。 活字 1点 u-47

1493 「中東はどこへ行くのか」
エネルギー資源問題調
査会

昭和56年4月15日 小冊子。エネルギー資源調査資料第17号。 活字 1点 u-49

1494 「中東周辺諸国の内情」
エネルギー資源問題調
査会

昭和56年11月10日 小冊子。エネルギー資源調査資料第21号。 活字 1点 u-50

1495 「日本の石油政策の課題」
エネルギー資源問題調
査会

昭和57年2月10日 小冊子。エネルギー資源調査資料第22号。 活字 1点 u-51

1496 「イラン･イラク戦争の収束」
エネルギー資源問題調
査会

昭和57年5月20日 小冊子。エネルギー資源調査資料第25号。 活字 1点 u-52

1497
「ソ連から見たエネルギー戦
略」

エネルギー資源問題調
査会

昭和57年8月25日 小冊子。エネルギー資源調査資料第27号。 活字 1点 u-53

　１５－５　討論会シリーズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1498 1 「世界における日本の責任」 渡辺武 昭和56年9月1日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.55。 活字 1点 m-107

1498 2 「新体制下の日米関係」
ジェームス・スチュアー
ト

昭和56年3月15日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.54。 活字 1点 m-107

1498 3 「日本における法の考え方」 山本七平 昭和56年3月1日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.53。 活字 1点 m-107

1498 4
「地球的視野から見た日本の
生き方」

高坂正堯 昭和56年2月15日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.52。 活字 1点 m-107

1498 5 「アジアの中の日本」 矢野暢 昭和56年2月1日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.51。 活字 1点 m-107

1498 6 「世界情勢を解明する」 牛場信彦 昭和56年1月1日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.50。 活字 1点 m-107

1498 7
「国際情勢の新しい展開と日
米関係の展望」

佐伯喜一 昭和55年3月20日
小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.49。資料
1499-4と同一。

活字 1点 m-107

1498 8
「1980年代における第三世界
の役割」

アレクサンダー・A・クワ
ポン

昭和55年3月20日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.48。 活字 1点 m-107

1498 9 「1980年初頭にあたって」 瀬尾弘吉 昭和55年3月20日
小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.47。資料
1499-5と同一。

活字 1点 m-107

1498 10 「80年代の福祉」 大河内一男 昭和55年1月22日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.46。 活字 1点 m-107

1499 1 「激動する労働運動」 宇佐美忠信 昭和57年3月10日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.59。 活字 1点 m-106

1499 2
「変革する世界とどう取り組
むか」

スジャトモコ 昭和57年3月10日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.58。 活字 1点 m-106

1499 3
「ヨーロッパ諸国の最近の動
向」

大来佐武郎 昭和57年1月25日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.56。 活字 1点 m-106

1499 4
「国際情勢の新しい展開と日
米関係の展望」

佐伯喜一 昭和55年3月20日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.49。 活字 1点 m-106

1499 5 「1980年初頭にあたって」 瀬尾弘吉 昭和55年3月20日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.47。 活字 1点 m-106

1500
「議会制民主主義　－今日の
課題についての考察－」

サー・ヒュー・コータッチ 昭和58年1月25日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.60。 活字 1点 m-103

1501 「南北問題の視点」 深海博明 昭和58年2月25日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.61。 活字 1点 m-104
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1502
「日本の海外広報　－何をど
う知らせるか－」

松岡紀雄 昭和58年3月15日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.63。 活字 1点 m-102

1503
「日本の労働運動がとるべき
国際的視野」

中村卓彦 昭和58年3月25日 小冊子。尾崎行雄記念財団発行の討論会シリーズNo.64。 活字 1点 m-105

　１５－６　世界と議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1504 『世界と議会』第40号 尾崎行雄記念財団 昭和39年9月15日
表紙にチェック印あり。見出ラベルの貼付あり。和田耕作「三つの
原水禁運動」の掲載あり。和田の肩書は民主社会主義研究会議
事務局長。

活字 1冊 r-44

1505 『世界と議会』第186号 尾崎行雄記念財団 昭和52年6月15日 活字 1冊 r-14

1506 『世界と議会』第254号 尾崎行雄記念財団 昭和58年12月15日
随筆欄に和田耕作「明治時代は意外に自由であった」の掲載あ
り。和田の肩書は前衆議院議員。

活字 1冊 r-15

1507 『世界と議会』第260号 尾崎行雄記念財団 昭和59年7月15日
随筆欄に和田耕作「維新の革命に想う」の掲載あり。和田の肩書
は前衆議院議員。

活字 1冊 r-16

1508 「帝国日本へのはなむけ」 和田耕作 昭和60年8月15日 『世界と議会』第272号からの抜刷。和田の肩書は前衆議院議員。 活字 1点 m-10

1509 『世界と議会』第272号 尾崎行雄記念財団 昭和60年8月15日
和田耕作「連載日本のあゆみ1　帝国日本のはなむけ」の掲載あ
り。

活字 1冊 r-17

1510 「帝国日本へのはなむけ」 和田耕作 昭和60年8月15日 『世界と議会』第272号からの抜刷。和田の肩書は前衆議院議員。 活字 1点 s-11

1511 『世界と議会』第273号 尾崎行雄記念財団 昭和60年9月15日 和田耕作「露国の極東侵入と清国と日本」の掲載あり。 活字 1冊 a-93

1512
「露国の極東侵入と清国と日
本」

和田耕作 昭和60年9月15日
『世界と議会』第273号からの抜刷。「連載　日本のあゆみ・2」との
表記あり。和田の肩書は元衆議院議員。

活字
同一18
点

m-13

1513
「明治政府の発足と近隣外
交」

和田耕作 [昭和60年10月15日]
『世界と議会』第274号からの抜刷。「連載　日本のあゆみ・3」との
表記あり。和田の肩書は元衆議院議員。

活字
同一10
点

m-12

1514 「日清・日露の戦争」 和田耕作 [昭和60年11月15日]
『世界と議会』第275号からの抜刷。「連載　日本のあゆみ・4」との
表記あり。和田の肩書は元衆議院議員。

活字
同一17
点

m-11

1515
「帝国日本の確立と新たなる
国内情勢」

和田耕作 昭和60年12月15日
『世界と議会』第276号からの抜刷。「連載　日本のあゆみ・5」との
表記あり。和田の肩書は元衆議院議員。

活字 同一6点 m-14

1516 『世界と議会』第276号 尾崎行雄記念財団 昭和60年12月15日
和田耕作「連載日本のあゆみ5　帝国日本の確立と新たなる国内
状勢」の掲載あり。

活字 同一2冊 r-18

1517
「帝国日本の確立と新たなる
国内情勢」

和田耕作 昭和60年12月15日
『世界と議会』第276号からの抜刷。「連載　日本のあゆみ・5」との
表記あり。和田の肩書は元衆議院議員。

活字 1点 r-21

1518 『世界と議会』第277号 尾崎行雄記念財団 昭和61年1月15日 活字 1冊 r-19

　１５－７　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1519 『社会主義』第39号 社会主義協会 昭和29年10月1日 表紙にチェック印あり。 活字 1冊 r-54

1520 1
「『毛沢東演説』の内容詳報
①」

朝日新聞東京本社 昭和32年6月19日 『朝日新聞』3面の切抜。 活字 1点 q-95

1520 2
「『毛沢東演説』の内容詳報
②」

朝日新聞東京本社 昭和32年6月20日 『朝日新聞』3面の切抜。 活字 1点 q-95

1521
「世界の鼓動99 ふくれあがる
人口」

昭和34年1月29日 朝日新聞の切抜。 活字 1枚 d-86

1522 『日本及日本人』 日本新聞社 昭和34年3月1日 特集は「社会党の性格論争と向坂論文」。 活字 1冊 d-95

1523
「国有化産業における価格・
産出量政策」

丸尾直美 [昭和34年5月]
表紙に「謹呈　和田耕作様　丸尾」とあり。裏面に内容と関係のな
い党関係のメモあり。『三田学会雑誌』第52巻5号の抜刷。

活字 1点 s-24

1524 「国民会議、組織伸悩む」 読売新聞社 昭和34年7月25日 『読売新聞』第29711号1面の切抜。「7.25読売」の書込あり。 活字 1点 q-94

82/95



和田耕作関係文書目録

請求番号 枝番号 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容･備考 記述法 点数 附属資料 箱-通番

1525 『全労新聞』第281号 全日本労働組合会議 昭和34年11月5日 全労会議運動方針案決定を報道した新聞。 活字 1点 q-5

1526 『読売新聞』第29846号 読売新聞社 昭和34年12月7日
3～4面のみ。3面の「西独社民党がたどった道」に書込あり。破れ
部分の裏打による補強あり。

活字 1点 q-104

1527 『神戸新聞』第22411号 神戸新聞社 昭和35年2月27日 1面は安保関係の報道。 活字 1点 q-42

1528 『社会タイムス』第1018号 社会タイムス社 昭和35年3月24日 特集は民主社会主義批判。 活字 1点 f-15

1529 『社会タイムス』第1031号 社会タイムス社 昭和35年6月30日 特集は社会主義日本のプログラム。書込あり。 活字 1点 q-13

1530 『全労』第30号 全日本労働組合会議 昭和35年12月15日 表紙にチェック印あり。 活字 1冊 s-68

1531 『社会新報』号外 日本社会党本部 昭和36年2月10日 日本社会党1961年の運動方針（案）を掲載。 活字 同一2点 q-28

1532 「バターン半島戦の思い出」 向井潤吉 昭和39年3月13日
『朝日新聞』切抜。和田はバターン攻略戦に参加しているため、残
したものか。

活字 1点 n-97

1533
「日本の安全保障と米国の政
策　上」

ジョージ・ケナン 昭和39年10月1日 『朝日新聞』の切抜。 活字 1点 q-26

1534
「日本の安全保障と米国の政
策　下」

ジョージ・ケナン 昭和39年10月2日 『朝日新聞』の切抜。 活字 1点 q-27

1535
「成田・周会談の全容　第四
次社党訪中使節団」

[朝日新聞東京本社] 昭和39年12月1日 『朝日新聞』5～6面のみ。 活字 1点 q-25

1536 都政について社共政策協定 [和田耕作] [昭和42年3月12日]
表紙は和田耕作の筆跡だが、本文は別。『朝日新聞』昭和42年3
月12日16面の記事を筆写したもの。

ペン 9枚 q-43

1537 『私学新報』第243号 私学新報社 昭和43年8月5日 活字 1点 q-35

1538 『私学新報』第244号 私学新報社 昭和43年8月15日 1面の「教育視察団が出発」記事にチェック印あり。 活字 1点 q-36

1539 『読売新聞』第33018号 読売新聞社 昭和43年8月22日 1面はチェコ事件の報道。 活字 1点 q-38

1540 『毎日新聞』第33198号 毎日新聞社 昭和43年9月6日
6～10面欠。2～3面の特集面「東欧五特派員至情座談会」「東欧
のゆくえをさぐる」「揺らぐ社会主義連帯」が開かれていた。

活字 1点 q-37

1541 『花椿』第224号 資生堂出版部 昭和44年1月5日 雑誌。 活字 1冊 m-46

1542
『東京ポスト』日曜夕刊第130
号

東京ポスト 昭和44年3月9日 活字 1点 q-101

1543 Moscow NEWS 952号

the Union of Soviet 
Societies of Friendship 
and Cultural Relations 
with Countries

昭和44年3月29日
ソ連発行の週刊英字プロパガンダ新聞。印刷はイズベスチヤが行
う。

活字 1点 q-34

1544 『新潟短歌』第260号 新潟短歌会 昭和44年4月1日 「風信（海外から）」欄に植村清二の和田治子に関する言及あり。 活字 1冊 r-28

1545 『再建』第23巻9号 再建編集局 昭和44年11月25日 活字 1冊 u-38

1546 『花椿』 資生堂出版部 [昭和45年6月] 雑誌。表紙欠落により号数不明。 活字 1冊 m-47

1547 『囲碁クラブ』第201号 日本棋院 昭和46年3月1日 表紙に「和田写真」とあり。 活字 1冊 r-61

1548 『家事ぎらいの家事整理学』 ペグ・ブラッケン 昭和46年4月 『婦人公論』4月特別号付録。 活字 1冊 栞1点 u-37

1549
「北原三枝　不幸のたびに、
より幸福になってきた」

主婦と生活社 昭和46年 雑誌『週刊女性』切抜。 活字 5枚 n-76

1550
「こうなりゃ、話そう　デヴィ夫
人との、愛のすべて」

祥伝社 [昭和46年] 雑誌『微笑』切抜。 活字 3枚 n-77

1551
「岸恵子の父・操さん（63歳）
が異郷の地・パリで死去！」

平凡出版 [昭和46年] 雑誌『週刊平凡』切抜。 活字 2枚 n-78

1552 『暮しの手帖』第2世紀16号 暮しの手帖社 昭和47年2月1日 活字 1冊 u-23

1553
「中国工業の現段階と公害へ
の課題」

柴三九男 昭和47年3月 『関東学院女子短期大学短大論叢』第45集抜刷 活字 1点 u-61

1554 『週刊新潮』851号 新潮社 昭和47年7月15日 活字 1冊 u-3
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1555 「なんでも相談」 サンケイ新聞社 昭和47年7月25日 『サンケイ新聞』の切抜。 活字 1枚 n-1

1556 「閣僚の顔ぶれ」 朝日新聞社 昭和47年12月23日 『朝日新聞』の切抜。第二次田中内閣の閣僚の顔ぶれ。 活字 1枚 p-112

1557
『週刊読売』第1274号臨時増
刊

読売新聞社 昭和48年5月2日 活字 1冊 u-28

1558 『国民政治新聞』第380号
新日本政治経済研究
会

昭和48年11月10日 2面の平井太郎氏の略歴部分に傍線あり。 活字 1点 p-110

1559 『評論』第140号 日本評論家協会 昭和48年11月15日
森戸辰男「憲法論議は法律論で律するよりもより高度な視野で」な
ど。

活字 1点 n-85

1560 『全国美容』第12号 全国美容組合連合会 昭和48年12月1日 2面に傍線など書込あり。 活字 1枚 p-131

1561 『週刊朝日』第2894号増刊 朝日新聞社 昭和49年3月25日 小野田少尉特集号。 活字 1冊 u-4

1562 「周恩来と蒋介石（続稿）」 柴三九男 昭和49年3月 『関東学院女子短期大学短大論叢』第51集抜刷 活字 1点 u-63

1563
『週刊サンケイ』第1221号臨
時増刊

産経新聞出版局 昭和49年4月3日 小野田少尉特集号。 活字 1冊 u-5

1564 『現代人』第22巻6号 現代人協会 昭和49年6月5日 表紙に「送付　石田良三郎」とあり。 活字 1冊 u-35

1565 『現代人』第22巻8・9号 現代人協会 昭和49年8月5日 活字 1冊 u-18

1566 [朝鮮問題各紙切抜] 昭和50年7月29日 「毎日新聞」、「読売新聞」、「朝日新聞」切抜。 活字 4枚 封筒1点 o-40

1567 『週刊新潮』第1030号 新潮社 昭和51年1月1日 藤本敏夫「手記　日本革命のための計画」に栞あり。 活字 1冊 栞1点 s-81

1568 『週刊ポスト』第332号 小学館 昭和51年1月9日
見出ラベルの貼付あり。J・P・サルトル、朝吹登水子「インタビュー　
ソ連官僚社会主義は大衆弾圧体制だ」に見出あり。

活字 1冊 u-11

1569 「年金」 橋本司郎 [昭和51年]2月24日
「朝日新聞」切抜。橋本は朝日新聞編集委員。32回連載のうち、1
～2、11、15、21、27が欠落。

活字 26枚 o-37

1570 「周恩来と中ソ関係」 柴三九男 昭和51年2月 『関東学院女子短期大学短大論叢』第55集抜刷 活字 1点 u-62

1571 『PHP 春季増刊号』第28号 PHP研究所 昭和51年4月1日 吉田知子「すべてにおく手だった」に栞あり。 活字 1冊 栞1点 u-16

1572 『R』第18巻4号 財団法人交通協力会 昭和51年4月1日 活字 1冊 u-21

1573 『朝日ジャーナル』第895号 朝日新聞社 昭和51年4月9日 活字 1冊 u-29

1574 『公正取引』第306号 公正取引協会 昭和51年4月20日 雑誌。 活字 1冊 封筒1点 p-216

1575 『月刊世論調査』第84号 総理府広報室 昭和51年5月1日 活字 1冊 d-76

1576 『毎日新聞』第35969号 毎日新聞東京本社 昭和51年5月17日 ロッキード事件に対する三木内閣の動きなどを報道した新聞。 活字 1点 q-3

1577 『朝日ジャーナル』902号 朝日新聞社 昭和51年5月28日 活字 1冊 u-2

1578 『読売新聞』夕刊第35845号 読売新聞社 昭和51年5月29日 1面はロッキード事件関係の報道。 活字 1点 q-39

1579 『朝日新聞』第32492号 朝日新聞東京本社 昭和51年6月1日 9～16面のみ。 活字 1点 q-6

1580 『朝日ジャーナル』第903号 朝日新聞社 昭和51年6月4日 桐島洋子、小沢遼子「女が切る　打ち上げ口上」に栞あり。 活字 1冊 栞1点 u-30

1581 『時の動き』第503号 大蔵省印刷局 昭和51年7月1日 活字 1冊 u-39

1582 『時の動き』第504号 大蔵省印刷局 昭和51年7月15日 活字 1冊 u-40

1583 『日本経済新聞』第32638号 日本経済新聞社 昭和51年7月30日 25～28面のみ。 活字 1点 u-41

1584 『図書』第324号 岩波書店 昭和51年8月1日 表紙に「鴎外」とあり。 活字 1冊 栞2点 s-74

1585 『中央公論』第1073号 中央公論社 昭和51年8月1日 岸本弘一「河野家の人々」に栞あり。 活字 1冊 栞1点 u-24

1586 『現代』第2479号 講談社 昭和51年8月1日 河野洋平「愚直の道」に栞あり。 活字 1冊 栞1点 u-9

1587 『週刊時事』第860号 時事通信社 昭和51年8月14日 活字 1冊 u-6

1588 『サンケイ新聞』12312号
産業経済新聞東京本
社

昭和51年11月3日
9～12面欠。6～7面が開かれた状態で、ベーチェット病に関する投
書にチェック印あり。

活字 1点 q-59

1589
「中央官庁　求む！私大生・
スポーツマン」

日本経済新聞社 昭和51年11月24日 『日本経済新聞』の切抜。 活字 1点 q-63

1590
『日本経済新聞』夕刊第
32751号

日本経済新聞社 昭和51年11月24日 3～4面のみ。 活字 1点 q-65

1591
『日本経済新聞』夕刊第
32754号

日本経済新聞社 昭和51年11月27日 全面揃っているが、3～4面のみ切離された状態で存在。 活字 1点 q-62
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1592 [新聞切抜群] 朝日新聞社など 昭和51年 1976年1月のものを中心とした新聞切抜群。 活字 一括 p-208

1593 [中央公論社新聞広告] 中央公論社 [昭和51年]
掲載紙不明の新聞広告。清水幾太郎『この歳月』が掲載されてい
るほか、清水幾太郎『わが人生の断片』についてメモされている。

活字 1枚 d-74

1594 『再建』第31巻3号 再建編集局 昭和52年4月25日
「宇都宮徳馬」の見出ラベルの貼付あり。宇都宮徳馬「日韓大陸棚
協定は批准すべきではない」の掲載あり。

活字 1冊 r-55

1595
「記者の目　原発　スウェー
デンの選択　国民投票はごま
かしだ」

吉沢孝治 昭和55年3月25日 『朝日新聞』の一部。傍線あり。「切り取り」とあり。 活字 1枚 メモ1枚 b-79

1596 「レーニンの平和思想」 堅山利忠 昭和58年
表紙に書込あり。論文の抜刷。『創価大学平和研究』第5号掲載の
ものと思われる。

電子式
複写（活
字）

1点 d-6

1597 『あたらしい道』第109号 神光社 昭和60年2月8日 活字 1冊 u-19

1598 『朝の思想』第385号 朝の思想社 昭和60年10月1日 「鐘の声」欄に和田耕作の寄稿あり。 活字 1枚 封筒1点 p-232

1599 『自由』第27巻4号 自由社 昭和63年4月1日 活字 1冊 u-25

1600 『レタスクラブ』第15号 西武タイム 昭和63年6月25日 活字 1冊 u-20

1601 『経済往来』第51巻8号 経済往来社 平成1年8月1日 活字 1冊 u-7

1602
『神道時事問題研究』第230
号

神道時事問題研究事
務局

平成4年1月1日 活字 1点 c-59

1603 『月曜評論』第1287号 月曜評論社 和田耕作 平成8年7月15日 第三種郵便の帯あり。 活字 1点 p-43

1604 『月曜評論』第1288号 月曜評論社 和田耕作 平成8年7月25日 第三種郵便の帯あり。 活字 1点 p-44

1605 「なかの区報」第1306号 中野区 平成8年7月28日
特集は「戦後51年　歴史を伝える声に耳を傾け　平和について考
える」

活字 1点 封筒1点 p-46

1606 『週刊文春』第48巻15号 文藝春秋 平成18年4月13日 活字 1冊 u-27

1607 『週刊新潮』第2545号 新潮社 平成18年5月11日 活字 1冊 u-1

1608 『週刊文春』第48巻20号 文藝春秋 平成18年5月25日 活字 1冊 u-26

1609 「雨に迎えられた遺蹟の旅」 小沢秀直 掲載元不明の雑誌切抜。「ロシア旅行（小沢氏記）」とあり。 活字 5枚 m-48

1610 「隣の土々・湖と高原の国々」 司馬遼太郎 切抜。「文春10月」とあり。 活字 9枚 o-11

　１６　個人関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１６－１　和田家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1611 貸付予定通知書 住宅金融公庫 和田耕作 昭和26年4月19日 葉書。審査結果の通知とその後の手続きについて。 活字 1枚 p-236

1612 1 祖先系図 [和田澄子] 安岡氏と和田氏の系譜について。 ペン 1冊 t-1

1612 2 和田澄子宛　安岡大郎書簡 安岡大郎 和田澄子 [昭和43年] 安岡氏の系譜について。資料1612-1からの欠落物と思われる。 ペン 4枚 封筒1点 t-1

1613 [和田耕作写真] 岡田春生 平成3年12月10日 和田と名前不明の人物の写真。 写真 1枚
封筒1点 差
出人は岡
田春生

c-18

1614 [和田耕作写真] 議員時代の和田の写真など5枚。封筒表には「和田先生」とあり。 写真 5枚 封筒 1点 c-78

1615 [和田耕作写真] 合唱の様子と思われる写真。和田らしき人物も写っている。 写真 同一5枚 p-304

　１６－２　メモ・雑記帳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1616 [連絡メモ] 和田治子 [昭和48年] 「遠藤君と佼成会に行く　適当に帰れ　治子」とあり。 鉛筆 1枚 紐1点 p-141

1617 [連絡メモ] 遠藤 [昭和48年] 「召し上れ」とあり。 ペン 1枚 p-142
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1618 1977年チクラグラフ [和田耕作] 昭和52年 殆ど未使用の手帳。 ペン 1冊 d-25

1619 メモ [和田治子] 　 昭和61年8月 殆ど使用済のノート。個人的な関心や備忘録など。 ペン 1冊 c-51

1620 1989-12-8 電話 和田耕作・和田治子 平成1年12月8日
殆ど使用済のノート。各種の連絡先や家族間のものと思われるや
りとりなど。

ペン 1冊 c-109

1621 1991-1-3 [和田治子] 平成3年1月3日 殆ど未使用のノート。人名と連絡先など。 ペン 1冊 c-26

1622 1991-7-13 [和田治子] 平成3年7月13日 殆ど使用済のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-35

1623 雑記帖 [和田治子] 平成3年9月 少し使用済のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-28

1624 メモ・雑記帖 [和田治子] 平成3年10月10日 殆ど未使用のノート。参考のためと思われる書籍の情報など。 ペン 1冊 c-15

1625 出版記念会 [和田治子] 平成3年10月18日
殆ど未使用のノート。若槻礼次郎回顧録の書誌情報や、昭和天皇
独白録に関するメモなど。

ペン 1冊 c-13

1626 雑記帖 [和田治子] 平成3年10月25日 殆ど未使用のノート。備忘録的な記録。 ペン 1冊 c-41

1627 雑記帖 [和田治子] 平成3年10月
殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりや連絡先な
ど。

鉛筆 1冊 c-29

1628 [メモ・雑記帖] [和田治子] [平成3年10月]
殆ど未使用のノート。平成三年満鉄会秋季大会に関するメモなど。
資料878に関連資料あり。

ペン 1冊 c-14

1629 電話 [和田治子] 平成3年11月29日
殆ど使用済のノート。家族間のものと思われるやりとりや著書に関
する指示など。

ペン 1冊 c-45

1630 雑記帳(電話） [和田治子] 平成3年12月
半分ほど使用済のノート。家族間のものと思われるやりとりや連絡
先など。

ペン 1冊 c-27

1631 [メモ・雑記帖] [和田治子] [平成3年12月]
殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりや著書に関
する指示など。

ペン 1冊 c-44

1632 [メモ・雑記帖] [和田治子] 平成4年4月 半分ほど使用済のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-23

1633 [メモ・雑記帖] [和田治子] 平成4年5月
殆ど使用済のノート。家族間のものと思われるやりとりのほか、満
鉄懇話会や民主社会主義研究会議評議員会の案内など。

ペン 1冊 c-24

1634 [メモ・雑記帖] [和田治子] 平成4年7月 殆ど使用済のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-25

1635 1993- [和田治子] 平成5年
あまり使われていないノート。家族間のものと思われるやりとりな
ど。

ペン 1冊 c-60

1636 1993- 8月 -18 [和田治子] 平成5年8月18日
半分未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりや個人的な
関心など。

ペン 1冊 c-64

1637 1993- 8月 [和田治子] 平成5年8月 殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-61

1638 1993- 8月 [和田治子] 平成5年8月 殆ど未使用のノート。著作用のものと思われるメモ。 ペン 1冊 c-62

1639 1993- 8月 [和田治子] 平成5年8月
殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりや個人的な
関心など。

ペン 1冊 c-63

1640 [メモ・雑記帖] [和田治子] 殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-16

1641 [メモ・雑記帖] [和田治子] 殆ど未使用のノート。「出した人」という記述の下に人名が並ぶ。 ペン 1冊 c-17

1642 [メモ・雑記帖] [和田治子] 殆ど未使用のノート。書店への注文らしい記述が中心。 ペン 1冊 c-19

1643 [メモ・雑記帖] [和田治子] 殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-20

1644 [メモ・雑記帖] [和田治子] 殆ど使用済のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-22

1645 メモ [和田治子] 殆ど未使用のノート。人名と連絡先など。 ペン 1冊 c-30

1646 メモ [和田治子]
殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりや連絡先な
ど。

ペン 1冊 c-31

1647 メモ [和田治子] 殆ど未使用のノート。７人の人名と連絡先のみ。 ペン 1冊 c-33

1648 [メモ・雑記帖] [和田治子]
殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりや連絡先な
ど。

ペン 1冊 c-36

1649 メモ [和田治子] 殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-39
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1650 [メモ・雑記帖] [和田治子]
殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりや連絡先な
ど。

ペン 1冊 c-42

1651 [メモ・雑記帖] [和田治子]
殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりや連絡先な
ど。

ペン 1冊 c-43

1652 [メモ・雑記帖] [和田治子]
殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりや著書に関
する指示など。

ペン 1冊 c-46

1653 [メモ・雑記帖] [和田治子]
殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりや著書に関
する指示など。

ペン 1冊 c-47

1654 [メモ・雑記帖] [和田治子]
半分ほど使用済のノート。家族間のものと思われるやりとりや著書
に関する指示など。

ペン 1冊 c-48

1655 （喪中） [和田治子] 喪中と思われる人物の名前が記載されたメモ。 ペン 1枚 c-52

1656 [メモ・雑記帖] [和田治子] 殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-53

1657 [メモ・雑記帖] [和田治子] 殆ど未使用のノート。家族間のものと思われるやりとりなど。 ペン 1冊 c-54

1658 [メモ] [和田治子] 封筒の紙背を利用したメモ。個人的な関心や著書に関するメモ。 ペン 1枚 c-65

1659 [メモ・雑記帖] [和田治子] 殆ど未使用のノート。備忘録的な記録や著書に関するメモ。 ペン 1冊 c-66

1660 [メモ] [和田治子]
福田赳夫・康夫関係の記述や、家族間のものと思われるやりとり
など。

ペン 1枚 c-81

1661 [メモ] 和田耕作 「川島茂生　黒鳥」とあり。 ペン 1枚 c-104

1662 昭和天皇の独白録を読んで 和田耕作 殆ど未使用のノート。表題とは異なり、備忘録的なメモ。 ペン 1冊 c-114

1663 [メモ] [和田耕作] 和田治子宛封筒の紙背を利用。 ペン 2点 d-4

1664 [メモ帳] [和田耕作] 殆ど未使用のメモ帳。 ペン 1冊 d-24

1665 [メモ帳] [和田耕作] 殆ど使用済のメモ帳。 ペン 1冊 m-38

1666 [メモ帳] [和田耕作] 殆ど未使用のメモ帳。 鉛筆 1冊 m-39

1667 [日程のメモ] [和田治子] ノートの切端にある日の予定を記したもの。 ペン 1枚 m-55

1668 [メモ] [和田耕作] ノートの切端に電話番号などを記したもの。 鉛筆 1枚 m-138

1669 [メモ帳] 和田耕作 殆ど未使用のメモ帳。 ペン 1冊 o-15

　１６－３　和田治子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1670
『東京都立西高等学校PTA
会員名簿』

東京都立西高等学校 昭和26年6月 小冊子。表紙に大量の人名の書込あり。
電子式
複写（手
書）

1冊 c-77

1671 English Word 和田治子 [昭和26年] 英単語を記録したノート。「1ノD」とあり。 ペン 1冊 r-95

1672 『学習院父母会会員名簿』 [学習院父母会] 昭和34年4月 活字 1冊 c-75

1673 [文芸ノート] [和田治子] [昭和41年]
半分ほど使用済みのノート。文学作品の一部と思われる抜書や有
名作家の対談の書写しなど。

ペン 1冊 e-18

1674
『東京都立西高等学校同窓
会会員名簿』

東京都立西高等学校
同窓会

昭和43年10月 100頁に和田治子の名前あり。 活字 1冊 c-50

1675 [旅行関係一件] 和田治子 [昭和47年12月]
昭和47年12月の和田治子の東南アジア旅行関係が中心。その他
に旅行パンフレットなど。

活字 1袋 p-2

1676 [日記] [和田治子] [昭和50年]12月27日 映画の感想、議員会館に来るハトの事。 ペン 1冊 メモ1枚 o-189

1677
『東京都立西高等学校同窓
会会員名簿』

東京都立西高等学校
同窓会

昭和58年 活字 1冊 c-73

1678 保存　治子同窓会名簿 [和田治子]
殆ど未使用のノート。挿入された封筒中に和田治子関係と思われ
る住所メモの束や写真あり。

ペン 1冊 d-31

1679 ぬき書集 [和田治子]
殆ど未使用のノート。人の発言・書籍・新聞・雑誌などから抜出した
と思われる言葉の記録。

ペン 1冊 n-79
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1680 ぬき書集 [和田治子]
殆ど使用済みのノート。人の発言・書籍・新聞・雑誌などから抜出
したと思われる言葉の記録。表紙「時が解決する　×もうかったー　
成功したー」などの記述あり。

ペン 1冊 n-80

1681 ぬき書集 [和田治子]
殆ど使用済みのノート。人の発言・書籍・新聞・雑誌などから抜出
したと思われる言葉の記録。表紙「“煤煙”平塚明子」の二重線取
消、「山の大尉」などの記述あり。

ペン 1冊 n-81

1682 おぼえ書き [和田治子] 殆ど未使用のノート。 ペン 1冊 n-82

1683 文章 [和田治子]
殆ど未使用のノート。人の発言・書籍・新聞・雑誌などから抜出した
と思われる言葉の記録。

ペン 1冊 n-84

1684 [英語ノート] [和田治子] 英語の練習ノート。 ペン 1冊 o-188

1685 [小説ノート「宵闇」] [和田治子] 森しげ「宵闇」写しと思われる。 鉛筆 1冊

「近代文学
鑑賞講座」
1点、三浦
朱門「森鴎
外のエリー
ト意識と女
性観」4枚、
「森鴎外関
係蔵書目
録」1冊

o-191

1686 [小説ノート「あだ花」] [和田治子] 森しげ「あだ花」写しと思われる。 鉛筆 1冊

「東宝にむ
けられた作
家の言い
分」（週刊
新潮）1枚

o-192

1687 [英語ノート] 和田治子 ペン 2冊 o-193

1688 雑用・旅行 [和田治子] 殆ど未使用のノート。 ペン 1冊 o-194

1689 「讖をなす三島事件」 和田治子 掲載紙不明の文章。「読者のよびかけ」欄に掲載される。
電子式
複写（活
字）

同一4点
（各1枚）

p-37

　１６－４　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1690 [伝票一括] 和田耕作 平成8年 平成8年の伝票。お中元の受取確認用か。 ペン 5点 p-39

1691 [元号・西暦換算表] 和田耕作 明治元年から昭和43年までの元号・西暦間の換算表。 ペン 5枚 c-113

1692 [便箋]
殆ど未使用の便箋。家族間のやりとりと思われる記述や手紙の下
書など。

ペン 1冊 d-23

1693
仏教のいのち法華経　法華
経の新しい解釈

[和田澄子] 殆ど未使用のノート。仏教倫理や経典に関わる記述が中心。 ペン 1冊 g-4

1694 [和田耕作宛　封筒] [和田耕作]
和田耕作を宛先人とした未使用切手貼封筒。うち1点は下部が切
落とされている

活字 2点 m-17

1695 [和田耕作差出二重封筒] [和田耕作] 和田耕作を差出人として印した未使用の二重封筒。 活字
同一34
点

m-18

1696 [和田耕作差出封筒] [和田耕作] 和田耕作を差出人として印した未使用の封筒 活字
同一17
点

m-19

1697 [和田耕作印] 和田耕作
和田の肩書きは和田民主政治研究会会長。和田の名前と連絡先
を記した判子の印。

印字 1点 p-8
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　１７　書簡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１７ー１　親族　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1698
池田美津恵宛　山中寿子書
簡

山中寿子 池田美津恵 昭和8年3月29日 病状の報告と援助の依頼。 鉛筆 1通 p-35

1699
池田美津恵宛　山中寿子書
簡

山中寿子 池田美津恵 昭和17年2月6日 贈物送付の御礼と近況報告。 ペン 1通 p-29

1700 和田澄宛　和田耕作書簡 和田耕作 和田澄 [昭和18年10月7日] 新京への移動報告、物資不足に付き防寒具中心に送付依頼。 鉛筆 1通 p-16

1701 和田澄宛　和田耕作書簡 和田耕作 和田澄 [昭和18年10月]
新京への移動報告、物資不足に付き防寒具中心に送付依頼。内
容は資料1700と酷似するが別物。

鉛筆 1通 p-17

1702 和田治子宛　和田耕作書簡 和田耕作 和田治子 [昭和19年12月] 近況報告。家族のことや満州での生活のことなど。 ペン 1通 p-18

1703
池田美津恵宛　和田澄子書
簡

和田澄子 池田美津恵 [昭和22]年4月4日 封筒のみ。 ペン 1通 p-33

1704
池田美津恵宛　和田澄子書
簡

和田澄子 池田美津恵 昭和22年5月26日 送付物未着に付き調査の依頼。 鉛筆 1通 p-32

1705
池田美津恵宛　和田澄[子]
書簡

和田澄[子] 池田美津恵 昭和26年8月15日
世話になっている治子の話、知人の娘を預かるのを断る話や近況
報告。

ペン 1通 p-20

1706
池田美津恵宛　和田澄子書
簡

和田澄子 池田美津恵 [昭和28年1月31日] 悔やみ状や親族のこと、資金援助の感謝などと近況報告。 ペン 1通 p-22

1707
香川セツ子宛　和田治子書
簡

和田治子 香川セツ子 昭和28年5月2日 病気見舞いと近況報告。 ペン 1通 封筒1点 p-25

1708
香川セツ子宛　和田治子書
簡

和田治子 香川セツ子 昭和28年5月7日 病気見舞いと近況報告。 ペン 1通 p-26

1709
香川セツ子宛　和田治子書
簡

和田治子 香川セツ子 昭和28年5月7日 病気見舞いと近況報告。 ペン 1通 p-27

1710
香川セツ子宛　和田治子書
簡

和田治子 香川セツ子 昭和29年10月8日 病気見舞いと近況報告。 ペン 1通 p-28

1711
池田美津恵宛　和田澄子/和
田治子書簡

和田澄子・和田治子 池田美津恵 昭和41年12月17日 近況報告。 ペン 1通 p-30

1712
池田美津恵宛　和田澄子書
簡

和田澄子 池田美津恵 [昭和43年5月3日]
池田一族など縁者の命日や消息などの照会依頼。その返事に用
いたと思われる、家系図が同封されている。

ペン 1通 p-21

1713
池田美津恵宛　和田澄子書
簡

和田澄子 池田美津恵 6月2日 一部破損あり。近況報告と物資の送付依頼。 鉛筆 1通 p-31

1714
池田美津恵宛　和田澄子書
簡

和田澄子 池田美津恵 8月26日 京都への到着報告と、京都の親族の近況など。 ペン 1通 p-24

1715
池田美津恵宛　和田澄子書
簡

和田澄子 池田美津恵
和田がソ連抑留中の手紙。池田を姉上と呼んでいる。治子が世話
になっている御礼や近況報告。

ペン 1通 p-19

1716
[池田美津恵宛　]　和田澄子
書簡

和田澄[子]
[池田美津
恵]

封筒欠。資金援助の感謝や住居変更の連絡などと、近況報告。 墨書 1通 p-23

1717 [不明書簡] 作成者不明 宛先不明 封筒なし。近況報告。戦時中のものだが、未完の文章と思われる。 ペン 1通 p-36

　１７－２　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1718 [研究会開催の案内] 日本生活問題研究所 和田耕作 昭和26年8月14日 葉書。研究会開催の案内。
謄写（手
書）

1枚 p-238
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1719 [昭和42年喪中葉書一括] 和田耕作 昭和42年12月 昭和42年の喪中葉書。 ペン 4枚 r-86

1720 和田耕作宛　宮地忠郎封筒 宮地忠郎 和田耕作 [昭和42年12月8日] 封筒のみ。裏面に｢高知高校同期生」とあり。 ペン 1点 r-82

1721 和田耕作宛　唐沢清子封筒 唐沢清子 和田耕作 [昭和42年5月27日] 封筒のみ。 ペン 1点 r-81

1722 和田澄子宛　山本静子書簡 山本静子 和田澄子 [昭和42年] 御歳暮の御礼と不義理の御詫び、和田耕作当選の祝辞など。 ペン 1通 r-77

1723
和田耕作宛　津田正雄会葬
礼状

津田正雄 和田耕作 昭和43年1月13日 津田伝吉告別式への会葬礼状。 活字 1枚 r-87

1724 [昭和43年年賀状一括] 和田耕作 昭和43年1月 昭和43年の年賀葉書。 ペン 6枚 r-85

1725
和田耕作、澄子宛　阿部弘
書簡

阿部弘
和田耕作/
澄子

[昭和43年3月19日] 葉書。出席感謝の礼状。 ペン 1枚 r-84

1726 和田耕作宛　長沼基之書簡 長沼基之 和田耕作 昭和43年7月7日 葉書。暑中見舞いと御中元の御礼状。 ペン 1枚 r-90

1727
宮内勇「或る時代の手記」出
版記念会

宮内勇出版記念会発
起人

和田耕作 [昭和48年11月17日] 和田は発起人の1人。 活字 1枚 封筒1点 p-120

1728 [年賀状] 和田耕作 昭和47年1月1日 未発送の年賀状。 活字 1枚 o-21

1729
和田耕作宛　マイルズ・フレッ
チャー書簡

マイルズ・フレッチャー 和田耕作 昭和48年10月30日
フレッチャーはフルブライト交換留学生、エール大学博士課程在
籍。昭和研究会と笠信太郎に関する5点の質問。

ペン 1通(3枚) 名刺1枚 p-108

1730 暑中見舞い 和田耕作 昭和48年 未使用はがき。支援者用の暑中見舞い。 活字 1枚 f-3

1731
和田耕作宛　健康保険組合
連合東京支部書簡

健康保険組合連合東
京支部

和田耕作 昭和49年4月 支部長早川勝、副支部長水野近らの改選就任挨拶。 活字 1枚 p-150

1732 和田耕作宛　村上武書簡 村上武 和田耕作 昭和49年5月23日 村上は靖亜神社祭主。五月号回光明徳会の記の一読を願う。 活字 1枚 p-148

1733 和田耕作宛　並村功書簡 並村功 和田耕作 昭和49年5月
並村のダイハツ工業株式会社技術企画室主担当員転任の挨拶。
東京支社技術部山本郁穂と連記。並村による挨拶の書込あり。

活字 1枚 p-145

1734 和田澄子宛　川合道書簡 川合道 和田耕作 昭和50年2月22日 封筒のみ。裏面に「メイボ」とあり。 ペン 1点 p-266

1735
和田耕作宛　玉城健二/宮原
功書簡

玉城健二・宮原功 和田耕作 昭和50年4月11日 共同事務所開設の通知。表裏面「メイボ入レ」とあり。封筒なし。 活字 1枚 p-263

1736 和田耕作宛　小口烈書簡 小口烈 和田耕作 昭和50年4月27日 葉書。転居通知。裏面「「メイボ入れ」とあり。 活字 1枚 p-287

1737 和田耕作宛　加藤元蔵書簡 加藤元蔵 和田耕作 昭和50年4月 転居通知の葉書。裏面に「メイボ入レ」とあり。 活字 1点 p-267

1738
和田耕作宛　石川裕久/本多
祥子書簡

石川裕久・本多祥子 和田耕作 昭和50年4月 結婚披露宴招待状。封筒表「メイボ」とあり。 活字 1枚 封筒1点 p-286

1739 和田耕作宛　竹内良知書簡 竹内良知 和田耕作 昭和50年4月 封筒なし。竹内は弁護士。事務所設立と移転の通知。 活字 1枚 p-289

1740
和田耕作宛　矢沢義久、淑
江書簡

矢沢義久・淑江書簡 和田耕作 昭和50年4月 葉書。裏面「メイボ入れ」とあり。転居通知。 活字 1枚 p-290

1741 和田耕作宛　長田宏平書簡 長田宏平 和田耕作 昭和50年4月 葉書。現状と転居の報告。裏面「メイボ入れ」とあり。 活字 1枚 p-295

1742 和田耕作宛　手塚良成封筒 手塚良成 和田耕作 昭和50年6月18日 封筒のみ。裏面に「メイボ入レ」「メイボ」とあり。 ペン 1点 p-265

1743 和田耕作宛　梅澤雄一封筒 梅澤雄一 和田耕作 [昭和50年]
封筒のみ。裏面に「メイボ入レ」「老人クラブ会長故梅澤正一氏息
子」などとあり。

ペン 1点 p-269

1744 和田耕作宛　森田友和書簡 森田友和 和田耕作 [昭和50年4月]
葉書。ペン書メッセージあり。ふる里の家への案内。裏面「メイボ入
れ　土佐ふるさとの家とすること」とあり。

タイプ
（青焼）

1枚 p-288

1745 和田耕作宛　酒井剛封筒 酒井剛 和田耕作 [昭和50年6月14日] 封筒のみ。 墨書 1点 p-270

1746 和田耕作宛　紺野稔封筒 紺野稔 和田耕作 [昭和50年6月6日] 封筒のみ。裏面に「住所変更」とあり。 ペン 1点 p-268

1747 [年賀状] 小林正経、智子 昭和51年1月1日 未使用の年賀状。 1枚 c-168

1748
和田耕作宛　差出人不明書
簡

和田耕作 [昭和51年1月19日] 和田耕作後援会のしおりに対する批評を記した葉書。 ペン 1枚 p-257

1749 和田耕作宛　佐々克明書簡 佐々克明 和田耕作 [昭和51年1月23日] 寒中見舞の葉書。住所変更と新刊の紹介。 ペン 1枚 p-254

1750 和田耕作宛　小泉貞書簡 小泉貞 和田耕作 昭和51年1月24日 葉書。選挙必勝祈願。 墨書 1枚 p-296

1751 和田耕作宛　北谷克巳書簡 北谷克巳 和田耕作 昭和51年1月25日 民社党支持と選挙応援の葉書。 ペン 1枚 p-256
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1752 宛先不明差し戻し年賀状 和田耕作 昭和51年1月 宛先不明で差し戻された和田の年賀状。
謄写（手
書）

3枚 m-120

1753 和田耕作宛　福地忠夫書簡 福地忠夫 和田耕作 昭和51年2月16日 選挙応援の葉書。 ペン 1枚 p-258

1754 和田耕作宛　平田利一書簡 平田利一 和田耕作 昭和51年4月 転居通知の葉書。裏面「メイボ入レ」とあり。 活字 1枚 p-259

1755
和田耕作宛　大日本菊水会
書簡

大日本菊水会 和田耕作 [昭和51年5月4日] アジビラ。 活字 3枚 封筒1点 p-219

1756 和田耕作宛　藤沢友吉書簡 藤沢友吉 和田耕作 昭和51年6月18日
和田から送付された色紙の御礼状。封筒裏に「色紙の御礼状」「メ
イボ入レ」と書込あり。

ペン 2枚 封筒1点 p-221

1757
和田耕作宛　遠藤太嘉志書
簡

遠藤太嘉志 和田耕作 [昭和51年7月21日] 転居通知の葉書。裏面「メイボ」とあり。 活字 1枚 p-260

1758 和田耕作宛　村上武雄書簡 村上武雄 和田耕作 昭和51年7月 村上は東京瓦斯勤務。御中元の送り状。 タイプ 1枚 封筒1点 p-243

1759 和田耕作宛　坪井東書簡 坪井東 和田耕作 昭和51年7月 坪井は三井不動産社長。人事異動の通知。 活字 1枚 封筒1点 p-247

1760
和田耕作宛　難波小弥太、
本多十郎書簡

難波小弥太・本多十郎 和田耕作 昭和51年7月 難波の武田薬品専務取締役、本多の東京支社長就任の挨拶。 活字 1枚 封筒1点 p-248

1761 和田耕作宛　豊永幸三書簡 豊永幸三 和田耕作 昭和51年7月 豊永の十条製紙社長就任の挨拶。 活字 1枚 封筒1点 p-249

1762
和田耕作宛　小室千鶴子書
簡

小室千鶴子 和田耕作 昭和51年9月25日
講演会出席できず残念、北方領土問題の解決を望むという葉書。
表面「メイボ入」とあり。

活字 1枚 p-264

1763
和田耕作宛　藤井丙午、額
田定書簡

藤井丙午・額田定書簡 和田耕作 [昭和51年9月25日]
藤井は葬儀委員長、額田定は喪主。額田坦告別式通知の葉書。
日時と場所に傍線あり。封筒なし。

活字 1枚 p-261

1764 和田耕作宛　西川豊見書簡 西川豊見 和田耕作 昭和51年9月28日
西川は民社党支持者。春日委員長の演説口調に対する意見。封
筒表に「1,000円封」と書込あり。

ペン 1枚 封筒1点 p-222

1765
和田耕作宛　永田正和葉書
簡

永田正和 和田耕作 昭和51年9月
葉書。永田は茂木公認会計事務所勤務。ペン書メッセージあり。裏
面「メイボ入れ」とあり。

活字 1枚 p-285

1766 和田耕作宛　小原光書簡 小原光 和田耕作 昭和51年10月1日 小原遵路葬儀への参加御礼。裏面「メイボ」とあり。封筒なし。 活字 1枚 p-262

1767 和田耕作宛　門田駒二書簡 門田駒二 和田耕作 昭和51年10月23日
門田は高知の農業指導者。民社党の奮起を希望、自己の主張を
記したレポートを同封。封筒裏に「返事をすること」と書込あり。

ペン 11枚 封筒1点 p-217

1768
和田耕作宛　佐久間哲夫書
簡

佐久間哲夫 和田耕作 昭和51年11月12日 住所変更通知の葉書。 ペン 1枚 p-244

1769 和田耕作宛　沼岸一書簡 沼岸一 和田耕作 昭和51年11月23日 選挙応援の手紙。和田耕作宛日高志げよ封筒に保管されていた。 ペン 1枚 封筒1点 p-251

1770 和田耕作宛　小松規修封筒 小松規修 和田耕作 昭和51年11月27日 封筒のみ。 ペン 1点 p-283

1771
和田耕作宛　阿久津軍吉書
簡

阿久津軍吉 和田耕作 昭和51年12月1日 選挙応援の葉書。 ペン 1枚 p-252

1772
逸見信躬宛　和田耕作後援
会書簡

和田耕作後援会 逸見信躬 [昭和51年]
封筒表「昭和四〇年に死亡しています。今後郵便物絶体出さない
で下さい」とあり。和田耕作後援会のしおり、知友人紹介のお願
い、和田耕作後援会宛葉書を同封。

活字 1通 封筒1点 p-255

1773 和田耕作宛　角田清次書簡 角田清次 和田耕作 昭和52年11月3日
和田耕作の叙勲祝い。同封の新聞切抜は和田の叙勲記事を掲
載。

ペン 2枚

封筒1点、
『高知新
聞』切抜1
点

p-194

1774 和田耕作宛　枝村純郎書簡 枝村純郎 和田耕作 昭和54年3月22日
パーティの御礼と和田の北方領土に関する新聞寄稿文への感想。
枝村は外務省大臣官房。

ペン 1点 m-15

1775 和田耕作宛　相馬達雄書簡 相馬達雄 和田耕作 昭和57年7月5日
封筒表「礼状　写真」とあり。日韓弁護士協議会の写真送付とその
後の状況報告。

電子式
複写（手
書）

2枚 封筒1点 p-305
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1776 和田耕作宛　木梨盛祥書簡 木梨盛祥 和田耕作 昭和62年9月[18日] 都議会補欠選挙応援の御礼と、落選後の近況報告。
電子式
複写（手
書）

1通 b-15

1777 和田耕作宛　小原正治書簡 小原正治 和田耕作 平成1年10月29日
葉書。元東亜研究所の沼田鞆雄の訃報。セロテープの跡あり。予
定表からの欠落物と思われる。

ペン 1枚 t-6

1778 年賀状 大山梓 和田耕作 平成3年1月1日 「スミ」と書込あり。 活字 1枚 p-1

1779 和田耕作宛　水田博書簡 水田博 和田耕作 平成3年1月5日 年賀葉書。 ペン 1枚 t-5

1780 和田耕作宛　森沢幸書簡 森沢幸 和田耕作 平成3年7月4日 和田夫人三回忌欠席のお詫び。 墨書 1点 封筒1点 p-307

1781 和田耕作宛　力富書房封筒 力富書房 和田耕作 平成3年12月19日
封筒のみ。裏面にメモあり。セロテープの跡あり。予定表からの欠
落物と思われる。

ペン 1点 t-7

1782
[和田亀七郎の葬儀の返礼
状]

和田友亀ほか 平成5年8月10日 封筒なし。 活字 1通 p-34

1783 和田耕作宛　細川實書簡 細川實 和田耕作 平成8年5月8日
細川は全抑協東京都第七支部長。平成八年度第七支部総会の案
内。往復葉書だが返信されず。

活字 1通 p-54

1784 和田耕作宛　松永信雄書簡 松永信雄 和田耕作 平成8年6月3日
松永はアジア調査会会長。秋野豊筑波大助教授の特別講演会へ
の勧誘。往復葉書の往信のみ。

活字 1通 p-48

1785 1
[自然村コンサートの承認に
ついて]

中村富雄 和田耕作 平成8年7月26日 中村は自然村協会理事長。 活字 1枚 封筒1点 p-45

1785 2
ニューアングルオペラソサエ
ティ　おしゃべりコンサート　in 
河口湖

河口湖円形ホールイベ
ント実行委員会

平成8年6月23日 「（参考資料）」とあり。
電子式
複写（活
字）

1枚 p-45

1786 和田耕作宛　和田耕作書簡 和田耕作 和田耕作 平成8年6月
和田は藤本やすたみ後援会会長。「藤元やすたみ後援会ニュー
ス」と「『カラオケ対抗歌合戦と大城ゆたかショー』のご案内」。

活字 1通 p-53

1787
和田耕作宛　宇田川道芳書
簡

宇田川道芳 和田耕作 平成8年7月16日 掛軸の御礼と近況報告。 ペン 1通 p-47

1788 和田耕作宛　河野哲丸書簡 河野哲丸 和田耕作 平成8年7月20日 河野は日本長老会事務局長。８～９月の予定と会員の報告など。 活字 1通
日本長老
会出欠葉
書1枚

p-51

1789 和田耕作宛　今井久夫書簡 今井久夫 和田耕作 平成8年7月25日 今井は日本評論家協会理事長。7月月例研究会のお知らせ。 活字 1通 p-49

1790 和田耕作宛　中山太郎書簡 中山太郎 和田耕作 平成8年7月 中山は社団法人日本会総裁代行。第三十八回式典への案内。 活字 1通 p-52

1791
和田耕作宛　中島慎三郎書
簡

中島慎三郎 和田耕作 平成8年8月1日
中島はインドネシアセンター所属。ASEAN資料第一七二八号　ジャ
カルタ政治事情報告会の案内。

活字 1通 p-55

1792 [平成8年暑中見舞い一括] 和田耕作 平成8年 平成8年の暑中見舞い。 活字 19通 p-38

1793
[平成8年退職・就職報告一
括]

和田耕作 平成8年 平成8年の退職・就職報告。 ペン 3通 p-41

1794 和田治子宛　杉崎もと子書簡 杉崎もと子 和田治子 3月20日
葉書。近況報告。セロテープの跡あり。予定表からの欠落物と思
われる。

ペン 1枚 t-4

1795 和田治子宛　赤尾雅子書簡 赤尾雅子 和田澄子 [5月11日] 和田治子への信仰の勧め。 ペン 1通 r-80

1796 和田耕作宛　森田卓三書簡 森田卓三 和田耕作 8月14日 葉書。自分の原稿に対する処置の希望と講演の依頼について。 ペン 1枚 p-237

1797 和田耕作宛　春日一幸封筒 春日一幸 和田耕作 封筒のみ。 ペン 1点 m-131

1798 [年賀状下書き] 和田耕作・和田治子 メモ。 ペン 3枚 o-12

1799
和田耕作宛　正和機器産業
株式会社封筒

正和機器産業株式会
社

和田耕作 封筒のみ。表面「メイボ未」裏面「民社新聞を送ること」とあり。 墨書 1点 p-272

1800 田代精作封筒 田代精作
田代は田代機械彫刻所代表取締役。封筒表「事ム処廻シ」、封筒
裏「名ボ　重要　礼状」とあり。

活字 1点 p-292

1801 [封筒]
中身は空の封筒。改造社、倉敷紡績、日本文化フォーラムの封
筒。

活字 3点 q-77
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1802
和田耕作宛　小野重治郎封
筒

小野重治郎 和田耕作 封筒のみ。小野は東京芸術学園所属。 ペン 1点 r-83

　１８　画像･音声　　　　※再生機器がないため利用不可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1803 本会議質問 昭和56年5月15日 和田耕作が国会で質問している場面を収録したβテープ。 βテープ 1点 a-112

1804
[昭和55年衆議院選挙テープ 
]

和田耕作 昭和55年6月
和田耕作の政見放送や各地での演説が収録されたカセットテー
プ。

カセット
テープ

4点 a-109

1805 和田先生政見発表 NHK 昭和55年6月 和田耕作の政見放送が収録されたβテープ。 βテープ 1点 a-111

1806 田中前総理と政治倫理 フジテレビ 昭和58年2月14日
和田耕作の田中角栄批判パンフレットに関する収録と思われるβ
テープ。

βテープ 1点 a-113

1807
和田耕作「田中前総理と政治
倫理」パンフレットについての
インタビュー

日本テレビ 昭和58年2月20日 資料1808とは同一内容で別規格。β1規格での収録。 βテープ 1点 a-114

1808
和田耕作のバンフレットにつ
いてのインタビュー「田中前
総理と政治倫理」

日本テレビ 昭和58年2月20日 資料1807とは同一内容で別規格。β2規格での収録。 βテープ 1点 a-115

1809
田中角栄・ロッキード最終弁
論についてインタビュー〔和
田耕作）

TBSテレビ 昭和58年5月13日 和田耕作の田中角栄に対する見解をインタビューしたβテープ。 βテープ 1点 a-116

1810 引退議員はおこっているぞ フジテレビ 昭和58年12月15日
登場する元議員は石田博英、山本幸一、山田太郎、和田耕作、三
谷秀治。

βテープ 1点 a-117

1811 和田先生選挙 和田耕作 和田耕作の選挙が収録されていると思われる8mmテープ。
8mm
テープ

1点 a-107

1812 [和田耕作演説テープ] 和田耕作 和田耕作の演説が収録されていると思われる音声テープ。
音声
テープ

2点 a-108

1813 [和田耕作演説テープ] 和田耕作 和田耕作の演説が収録されていると思われるカセットテープ。
カセット
テープ

2点 a-110

1814 和田先生 和田耕作に関する情報が記録されていると思われるβテープ。 βテープ 1点
メモ帳 １枚　
「和田先
生」とあり。

a-118

　１９　雑資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1815

昭和43年度　第1回　住宅金
融公庫（国）及び東京都住宅
資金融資（東京都）の受付が
始まります

深井建築事務所 昭和43年5月 広告。 活字 1点 r-91

1816 [切手帳] 東京郵政局 [昭和47年] 1972年発行のものを中心とした切手帳。 活字 1点 p-205

1817 封筒 政治経済研究会 [昭和48年] 封筒のみ。上半部欠落。 ペン 1点 p-136

1818 封筒 日本対外文化協会 [昭和48年] 封筒のみ。 ペン 1点 p-137

1819
世界のベストセラー　勇気あ
る人々

独立出版 [昭和48年10月] リヴカ・グーベル『勇気ある人々』のパンフレット。 活字 1枚
封筒1点、
振込用紙1
枚

p-109
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1820 [公共料金支払通知一括]
三井銀行東京事務セン
ター

和田耕作 昭和49年5月 電気料金、ガス料金などの支払通知。 活字 2枚 p-157

1821
「アフガンとヒンズークシュ文
化」

毎日サービス 和田治子 昭和50年6月20日 旅行パンフレット。 活字 1点

封筒1点、
案内状1
枚、申込書
1枚

o-44

1822
[ヨーロッパ旅行へのおさそ
い]

ワールド航空サービス 和田耕作 昭和51年6月14日 「サマーホリデイ・ヨーロッパの旅」などのパンフレットを同封。 活字 1通 d-68

1823 [中野洋服同業組合の封筒] 清水末弘 和田耕作 [昭和51年7月7日] 封筒のみ。清水は中野洋服同業組合の関係者。 ペン 1点 p-211

1824
トルコとイランの旅へのおさ
そい

毎日サービス 和田治子 昭和51年
「トルコ・アナトリヤとニムルダ秘跡」「イラン　詩と芸術の国」のパン
フレットと、旅行申込用紙を同封。

活字 1通 d-67

1825 ヨーロッパ陶芸紀行 毎日サービス 昭和51年 旅行のパンフレット。 活字 1点 n-68

1826
ビューティフル★アメリカ　建
国200年旅行

毎日サービス 昭和51年 旅行のパンフレット。 活字 1点 n-69

1827
南太平洋芸術祭　南十字星
の国ニュージーランドへ

毎日サービス 昭和51年 旅行のパンフレット。 活字 1点 n-70

1828
歴史と大自然の米大陸横断
飛行

毎日サービス 昭和51年 旅行のパンフレット。 活字 1点 n-72

1829 春のエーゲ海クルーズ 毎日サービス 昭和51年 旅行のパンフレット。 活字 1点 n-73

1830 古都ブルージュとパリ 毎日サービス 昭和51年 旅行のパンフレット。 活字 1点 n-74

1831
太陽の国スペインの”田舎”
へ

毎日サービス 昭和51年 旅行のパンフレット。 活字 1点 n-75

1832 海外旅行申込書 毎日サービス 封筒1点 [昭和51年] 旅行の申込書。封筒は和田治子宛。 活字 1枚 n-71

1833 [年賀状印刷の広告] 参友社 [昭和52年] 年賀印刷の見本と未使用の注文書。 活字 1枚 p-174

1834 [領収書]
和漢薬舗東洋堂稲垣
薬局

和田 昭和62年11月30日
カーボン
（手書）

1枚 p-203

1835
[平成8年ダイレクトメール一
括]

和田耕作 平成8年 平成8年のダイレクトメール。 活字 2通 p-42

1836 未使用官製はがき 10円はがきのため、昭和47年から昭和51年の間のもの。 7枚 封筒1点 d-57

1837 Stock Book 郵政省 1970年代前半の記念切手18枚が収集されている。 活字 1点 d-63

1838 封筒 日本社会党本部 社会党の封筒の一部。 1点 d-96

1839 [ヨガ講座のメモ] [和田治子]
メモに使われたと思われるノートの一部。ヨガ講座の開催日時など
を記録。

ペン 1枚 g-13

1840 [20円葉書] 未使用の20円葉書。 同一9枚 m-20

1841 [10円葉書] 未使用の10円葉書。うち1枚には10円切手の貼付あり。 同一4枚 m-21

1842 [7円葉書] 未使用の7円葉書。 同一8枚 m-22

1843 [現金書留封筒] 未使用の現金書留封筒。
同一23
点

封筒 1点 m-24

1844 [暑中見舞葉書] [和田耕作] 未使用の書中見舞葉書。 活字 同一3点 m-25

1845 ホテル　プラザ宮崎 ホテル　プラザ宮崎 ホテルのパンフレット。 活字 1点 m-139

1846 封筒 1点 o-8

1847 日本自然村協会宛　封筒 日本自然村協会 未使用の封筒。 活字 1点 p-56

1848 [犬の点眼薬] シートン動物病院 「和田もんちゃん」用の目薬。実物は処分。 活字 1点 p-57

1849 封筒 封筒のみ。全国市長会の封筒。 活字 1点 p-58

1850
[ゼンリンの住宅地図ダイレク
トメール一括]

日本住宅地図出版株
式会社

選挙区の動態把握を強調したチラシや、東京都および全国の住宅
地図価格一覧表など。

活字 1点 p-59
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1851 [メモ]
「太田哲二」「武田ヤクヒン」などの名前や予定などが記されたメ
モ。

鉛筆 1枚 p-239

1852 [50円切手切抜] 一度封筒に貼付けたが、未使用なので切抜いた切手。 活字 同一8点 p-242

1853 [新聞切端など] 新聞切抜の際に生じたと想定される破片3点と白紙の紙1点。 4点 q-82

1854 [封筒]
中身は空の封筒。封筒表に何か貼付のあった形跡があるが、セロ
ハンテープの劣化により欠落。

1点 q-88

1855 [広告] 栄由利三鶴 小唄師の広告。 活字 1枚 r-92

1856 官製葉書 未使用の官製葉書。 活字 同一2枚 s-86

1857 [支援者整理用カード一括] 外国文献社 未使用の支援者整理カード。四辺に整理用の穴あり。 一括 u-98

　２０　2024年公開分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1858～
1922

〔名簿関係〕 閲覧には申請が必要。別途細目あり。 72点
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